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イケない女将修行～板前彼氏の指技ＶＳ官能小説家の温泉蜜筆







　昭和初期から続く温泉旅館、蓬ほう莱らい屋。

　おもむきある木造の宿が、若い女性の人気を集めるようになって以来、経営状態は悪くない。

　四代目にあたる一人娘の花か菜なは、東京の大学を出て、ツアーコンダクターを目指すつもりが就活にあぶれてしまった。現役女将である母との約束は、

「理想的な就職先がみつからなかったら、故郷に戻って最低三年は旅館の仕事をやること」

　そこで花菜は、いやいやながら仲居として女将修業をはじめることになったのだ。




（和服と布団の古臭い世界から逃れて、海外の観光地を飛び回りたかったのになぁ）

　そんな不満とは裏腹に、花菜のやわらかな黒髪は、渋い紫の小紋によく似合った。

　中学卒業と同時に住み込みで板前修業を始め、今や二十五才の若き板前頭として腕を振るっている高たか木ぎ士し郎ろうは、初々しい仲居姿の花菜に再会したとき、真っ赤になって口籠もった。髪をアップにすると、ほっそりした首が白い花のようで、ハッとするほど艶やかだったのだ。

　そんな士郎の反応を、花菜は意外に感じた。

　初めて彼に引き合わされたのは、十二歳の時。

『甘ったれの、泣き虫！』

　三才上の士郎は、宿題や体操服を忘れては走って取りに戻る花菜を、そう言ってからかったものだ。色黒で目のキツイ、意地悪な少年だった。

　高校生になって、両親が将来は士郎と花菜を結婚させて、旅館を継がせようとしていると知ったときは、

『そんなの絶対イヤ！　私、旅行会社に勤めて蓬莱屋にいっぱいお客さん連れてくるから、東京に行かせて！』

　と、泣いて頼んだくらいだ。

　自分が上京したら、士郎もせいせいするだろうと思っていた。

　ところが……。




「バッカやろう、気づけよ。初めて会った時から、俺はずっと……」

　再会の夜。士郎は、厨房と布団部屋の裏口が向かい合う狭い車寄せで、乱暴に花菜を抱き締めてそう言った。

　色黒のいじめっこは、花菜より頭ひとつ分も大きな、料理人らしい短髪の似合う青年に成長していた。見違えるようにたくましくなった昔馴染みにいきなり抱き締められ、怖さと怒りがごちゃまぜになって、

「バカとは何よ！」

　と叫んだものの、花菜はそんな士郎の腕を本気で振り払えなかった。

「おまえさ、一見気弱そうなのに、意地悪言っても逃げずに涙目で睨んできたろ？　俺、あの目を見るとゾクゾクして……、そう、その目だよ」

　濃い眉を寄せ、キリリとした目元を赤くして、罪を告白するようなかすれ声で囁く士郎と、初めて正面から向き合ったような気がした。

　やけどや古い傷跡の多い、それでも清潔な太い指でうなじを撫でられると、震えが走った。唇をぶつけるようにキスされると、寿司酢や昆布だしの懐かしい匂いが、ふわりと香った。

　士郎と結婚して老舗旅館の若女将になる…そんな将来が、ひどくリアルに想像できた。







　あれから、二ヶ月。

　厨房から出入りしやすい布団部屋は、いつの間にか二人の密会の場になっていた。

　三畳ほどの小部屋は、シーツや浴衣を詰め込んだラックで埋まっていた。その隙間に大小ふたつの人影が、身をこじ入れるようにして収まっている。

　士郎は、背中から抱きこんだ花菜の、着物の身八つ口に左手を差し入れた。なめらかな手触りに、ゴクリと喉が鳴る。中指の先に当たる小粒を押しつぶし、残りの指とてのひらで柔らかなふくらみを、欲情のたかぶるままに揉みしだいた。

　花菜は一瞬、んっ、と息を詰めてから振り返り、

「……っ、ヤだ、乱暴にしないで……着物が、乱れちゃ……っ」

　士郎の大好きな、潤んだ瞳で睨んだ。




　目も口も小さめで、ハデな美人とはいえないが、間近で見ると花菜はその名の通り花のように繊細な顔立ちをしていた。時々ちょっと強情そうになる表情が、士郎の征服欲をたまらなく掻き立てた。

　再会した時、花菜はヴァージンではなかった。東京で四年も遊び暮らしていたのだから仕方ない…頭ではそう割り切ろうとしたが、初体験の相手を殺したいほど憎んだものだ。花菜の魅力に、自分以外の男も気づいていたことが悔しくてたまらなかった。

　胸の思いを言葉にできないまま、花菜の強情さを蕩かしたくて、士郎はそのうなじに舌を這わせる。

「だめぇ……」

　低くあえぐと、花菜の膝から力が抜けた。

　花菜はとても感じやすかった。グラビアモデルのようにこれみよがしなボディラインこそ持たないけれど、じかに触れなくてはわからない、砂糖菓子のような甘さを秘めていた。

　士郎は我慢できず、右手を前に回して着物の裾前を割った。荒ぶる指が、衣擦れの音をたてて花菜の秘芯を目指す。

「や…っ、んうぅっ！」

　花菜は、自分でもまだ潤った感じのしない部分を乱暴にまさぐられ、悦びよりも怯えのまさる声をあげた。けれど士郎の手は止まらず、蜜を掻き出すように柔肉の奥をかき回した。

　きつくて苦しいくらいなのに、熱く太い士郎の指を受け入れていると、身体の奥を蕩かされていくような気がする。花菜はそんな自分のふがいなさが悔しかった。

「……やだぁ、あぁ……」

「……何が、ヤ、なんだよ」

　荒い呼吸の合間に、士郎が脅すようなささやきを混ぜる。

　根が真面目な花菜は、仕事中にこんな所であわただしく交わることを、本当は嫌がっている。それを察していながらあえて挑むことで、士郎は花菜を自分のモノだと確認したいのだった。

「俺の指で、舌で、こんなになってるじゃないか。おまえも俺が好きなんだろ？　なりゆきじゃなくて、ちゃんと俺が好きだから、真っ昼間からこんなコト、させてくれてるんだよな？」

　いつだって、そうかき口説いて花菜を正面から抱き締めたかった。けれど、不器用で口下手な士郎は、言葉より先に身体が動いてしまう。




　士郎は、熱と湿気のこもる狭い空間の中で、花菜の着物の裾を大胆にまくりあげ、自分の指戯でグシャグシャになっていた下着を、力任せに引き降ろした。小ぶりだけど真っ白で、餅のような花菜の双丘があらわになる。士郎はゴクリと喉を鳴らし、厨房着の中からすでにいきりたつ分身を掴み出した。

　無防備なお尻にいきなり熱い塊が触れ、花菜は、

「ヒッ！」

　と息を飲んだ。

　耳元には、ふいごのように忙しない士郎の呼吸。認めたくないけれど、まだ満足していない部分が寂しかった。

（いっつも、私の気持ちなんか、考えてくれないんだから…）

　一瞬冷めかけた感覚は、すぐにそれどころではなくなってしまった。

　士郎の剛剣が、一気に押し入ってきたのだ。




「んゥウッ！」

　花菜はかたく目を閉じ、唇を噛んで衝撃をこらえた。何度受け入れても、最初は叫びだしたくなるほど大きな存在感が最奥まで進んでくる。

「花菜…っ！」

　感極まったように、士郎が押し殺したあえぎをもらした。熱情をもてあますように、分身を根元まで突き込み、そのまま激しく腰を使い出す。

「あゥッ、ウッ……し、ろぉ、お願……っ、そんな、激しく、しないで……ッ！」

　ガクンガクンと揺さぶられ、壁に作り付けの棚にすがりつきながら、花菜は哀願した。ウエストから下に力が入らず、抵抗はおろか、士郎に支えられていないと立ってさえいられなくなっていた。

　しかし士郎は、そんな花菜の声も耳に入らないのか、叩きつけるような抜き差しを繰り返すばかりだ。苦労して振り返って見た表情は、飢えに追いつめられた雄の獣そのものだった。

　花菜は恐怖と同時に、胸を締め付けられるようなせつなさを感じた。苦痛と快楽がごちゃまぜになり、熱い涙となって花菜の瞳からこぼれ落ちた。

「……士郎……おねが、い……私、こ、こわれちゃう……」

　囁きよりも低いかすれ声だったけれど、士郎はビクリとして動きをとめた。

　紅潮した頬に涙の雫を散らし、細い身体をわななかせる花菜は、ハッとするほど妖艶だった。花菜への愛しさと後悔が、雪崩のように士郎を襲う。

「……ゴメン……オレ、いつも……」

　士郎は花菜の涙を舌先ですくい、そのまま火照った頬や目尻に口づけていった。暴走しかける下半身を懸命に抑え、繊細な蜜壷を壊さないよう、ゆるゆると抜き差しする。

「……うぅん……」

　花菜は、許すように首を左右に振った。ようやく、身体の奥が煮融けるような、熱い悦びがうまれはじめていた。

「花菜、花菜ぁ！」

「ぁ、はァ……ッ」

　たぎるような情熱にあふれた士郎の声に包まれながら、花菜は快楽の泉に身を浸していった。




　その夜。

「一昨日から泊まってる虹の間のお客さんて、誰だか知ってる？」

　月明かりの露天風呂に浸かりながら、先輩の由貴が言った。休憩所を兼ねた数寄屋造りの離れ家に露天風呂を配した、蓬莱屋自慢の貸し切り風呂だ。貸し切り受付は夜十一時までなので、以降は花菜たち従業員の役得の時間だった。

「虹の間ですか？　いいえ……」

「唐から沢さわ聖せい治じって聞いたことない？　●●とか◆◆とかで……」

　由貴は、花菜も知っている女性誌のタイトルをあげ、

「ちょっとＨな小説を連載したり、恋愛相談したりしてる小説家。必ずイケる一人Ｈのテクとか、キレイになれるスローセックスのアドバイスとか、すごく説得力があるんだ。さすが、オンナをわかってる！って感じ」

「く、詳しいんですね」

　露骨な言い方にどぎまぎしながら、花菜は答えた。

（士郎とのことはもちろん、大学時代の恋人についても、誰かに相談したことなんかなかったっけ……）

　最初の彼も、二番目の彼も、最初は花菜を子供扱いした。けれど、仲が深まるにつれて独占欲をあらわにするようになった。他の男の存在を疑い、傷が残るような激しいセックスで自分の想いを刻みつけようとしたものだ。

　思えば、士郎との関係もいつの間にか彼らと似たようなパターンになっていた。自分でも気づかない色香が彼らを変貌させていたとは、花菜には考えもつかなかった。




　花菜の物思いに気づかない由貴は、楽しそうにしゃべり続ける。

「私も名前だけで顔は知らなかったんだけど、お出迎えしたら名刺もらったのよ。それがすっごいイケメンだったから、私もうドキドキしちゃった！　雑誌の取材で来てて、明日には帰っちゃうんだって」

「……へぇ、そうなんですか」

「なによ、それだけぇ？　そりゃ花菜ちゃんには高木クンっていう立派な許嫁がいるけどさ。若いんだから、もっと色んな方向に興味持たなきゃダメだよ！」

「……！」







　先輩が先にあがった後、一人月を見上げて、花菜はため息をついた。

　士郎は許嫁。故郷に戻ってから、それは周囲の暗黙の了解となっていた。

　士郎のことは、好きだと思う。求められる歓びだって、感じないわけじゃない。でも、今二人の間にあるのは、身体の繋がりだけのような気がするのはどうしてだろう。

　その繋がりも、士郎の情熱を一方的に注がれるだけで、花菜は自分の中にかすかな不満がくすぶることに気づいていた。

（好きとか、愛してるとか、言葉にしてくれるだけでもいいのに……）

　士郎の腕は熱いけれど、花菜の心まで蕩かすような潤いが足りないのだった。士郎に愛された後はいつも、胸や脚や、さらに恥ずかしい部分が、もっと愛されたい！と悲鳴をあげているような気がした。

　たとえば、こんなふうに……。




　ぬるめのお湯の中で、無意識に花菜の手が動いていた。

　小さな左手にしっとりと馴染むふくらみを、優しく撫でた。自分自身に甘えるように、その中心の小粒はすぐに、固くしこった。やわやわと揉むと、やるせない感覚が胸から全身に広がっていく。

（……これが士郎の手だったらいいのに！）

　お湯のあたたかさが、花菜をより敏感にしていた。ゆるやかな快楽の波に逆らえないまま、右手が股間に降りていった。

「……ハァ……んっ」

　士郎の痕跡がまだ残っているように、そこは熱を持って疼いていた。強引に中を目指すだけの士郎が弄ってくれない、ピンク色の突起を探ってゆるゆると撫でまわす。じわり、と下半身全体が潤むような快さが、花菜の自制心を溶かしていく。

　手の動きが激しくなるにつれ、お湯の表面はパシャパシャと波打った。

　花菜は露天風呂の縁に頭を乗せ、乳房と股間だけ水面に浮くような大胆な姿勢で、孤独なエクスタシーを追いかけていた。

　もうすぐ。もうすぐ、快感の頂点に…。




　ガラガラッ！

　その瞬間、離れ家と露天風呂の間の引き戸が、勢いよく開いた。

「きゃっ！」

　突っ張っていた足先が滑り、バシャンと音をたてて花菜は湯壷に沈みかけた。

　あと少しのところで気を反らされた物足りなさと、

（私が最後のはずなのに、誰が!?）

　という疑問でパニックに陥りかけた花菜の腕を、誰かががっしり掴んで風呂から引き上げてくれた。あやうく実家で溺れるところだった。

「すみません、驚かせてしまったね。大丈夫ですか？」

　洋画の吹き替え版で聞くような、柔らかな声がした。ずぶ濡れの頭から水滴をぬぐいながら顔をあげる。月明かりの下で、明るい茶髪を長めに整えた、くっきりしたハーフのような顔立ちの男が花菜を見下ろしていた。

「いえ、あの、大丈夫で…って、イヤッ！」

　相手は蓬莱屋の浴衣姿なのに、自分があられもない全裸であることに気づき、花菜は慌ててお湯に身を沈めた。

　男は屈託なく笑い、

「覗きと勘違いしちゃ困りますよ。貸し切り風呂に灯りがついてるから、まだ使えるのかと思って見に来ただけなんだから」

「……受付時間外は、従業員が使わせていただく場合もあるんです……すみません」

　客を差し置いて、と言われそうで、花菜は蚊の鳴くような声で答えた。

「なるほどね、わかりますよ。確かにすばらしい眺めだ。月と、庭と……」

　意味ありげに言葉を切った男が、自分をじっと見ていることに、花菜は気づいた。薄暗がりの中でもわかる、女を知り尽くし、品定めする目だった。

　肩から下を濁り湯に沈めているにもかかわらず、花菜は両手で胸を隠し、

「あの、本当に申し訳ありませんが、お客様はこの時間、こちらをご使用いただけませんので……」

　精一杯、営業用の冷静な声を出す。ところが相手はそれに答えず、

「昼間、貴女を見かけたな」

　視線を花菜に絡みつかせる。

「裏の駐車場みたいな所に、白衣の男性と一緒にいたでしょう。その髪をアップにして」

　花菜の濡れた髪に触れる。

「桃色に染まったうなじに後れ毛がかかって、ただならぬ雰囲気だった。失礼だけどこんな田舎で、あんな艶っぽいひとにお目にかかれるなんて、思わなかったな。あの彼は、恋人？　それとも、ただの遊び相手？」

　言葉と一緒に、指先がからかうように花菜のうなじや肩を撫でた。

「……っ！」

　士郎との情事を見られていた！

　そのショックよりも、芸術品のように白く長くまっすぐな男の指に見蕩れて、花菜は絶句してしまった。その指が触れるそばから、ポッと火が灯るように、ぞくぞくするような疼きが沸き上がるのだ。

『彼は許嫁です！　私、遊びであんなことできるタイプじゃありません！』

　その一言がどうしても出てこなかった。




「あの時、思ったんだよ。貴女はこぼれそうなほど蜜を湛えた『花』なんだ、って。誰かが上手に咲かせてあげないと、可哀想に、すぐに萎れてしまうだろうな、って」

　歌うような言葉に、花菜は聞き惚れていた。

（この人、ふつうのお客さんじゃない…）

　昼間、宿の廊下で聞かされれば、陳腐なポエムと感じたかもしれない。けれど、非日常的な空間と、さっきまでの背徳的な気分が花菜の理性を弱くしていた。

「あなた……虹の間のお客さん、ですか？」

「さすがプロ。直接会ってない客のこともちゃんと把握してるんだ」

　自分を唐沢聖治と認めて、男はフッと微笑んだ。三十才くらいだろうか、士郎にはない大人の落ち着きと、目尻に浮かぶ官能的な笑い皺に、花菜はまたしても見蕩れてしまう。

　唐沢は、そんな花菜の心の動きを、見透かしていると言わんばかりに笑顔を深くした。

「ああ、貴女もちゃんとわかってるんだね。自分がどれほど特別な『花』か」

「え……!?」




　意味を聞き返そうとした唇が、唐沢に塞がれていた。いつ接したかわからないほど、自然なキスだった。

　誘うように下唇に歯を当てられ、思わず開いた隙間に、熱い舌先が侵入してきた。そこからは一転して、唐沢のしなやかな指は花菜の顎を捕らえて離さず、その口内は執拗に犯された。

「んむッ……っふ、んんっ」

　前歯の裏、上顎のくぼみ、そして舌の縁。

　今まで刺激されたことのない箇所から、驚くほどの甘さがあふれてくる。

　花菜は裸身を隠すことも忘れ、湯壷のへりに腰掛けて、初めての濃厚なキスに応えていた。

　力のはいらなくなった唇の端からよだれがこぼれると、唐沢はそれを追うように唇を下にずらしていく。

　やがて唇は胸に辿り着き、頂上の尖りを優しくふくまれた。

「はっ、あぅ……や、ぁん……」

　口の中で転がされたかと思うと、強弱をつけてしゃぶられる。士郎の性急な愛撫とも、自分の指とも違う、いつどんな刺激を与えられるかわからない感覚が、花菜を狂わせる。

「今までこんなふうに愛されたことなかったの？　信じられないな、貴女の周囲の男はどれだけ怠け者なんだろう」

　隣にひざまずいた唐沢の腕に支えられながら、花菜は思わずコクコクとうなずいていた。

「じゃあ、ここも、ずっと寂しかったんだね？」

「……ヒッ！」

　唐沢が腕をのばし、乳首をふくんだまま、今度は花菜の中心に触れた。

　お湯に濡れてしんなりした茂みをかき分け、さっき花菜自身が慰めていた箇所を、指の腹でこする。触れるか触れないかの微妙な刺激が、思わず腰が動いてしまうほどの悦びを連れてくる。

「目を開けて、自分の花を見てごらん。つやつや光って、カタくなってる。もっと愛してください、ってお願いしてるよ」

　唐沢の言葉に操られるように花菜はそこを見る。唐沢の指先から潤いを移されて艶めく女芯が、今までになく固く尖ってヒクヒク震えていた。唐沢が指の動きを速めると、絶え間ない官能の波が全身に広がっていく。

　花菜はいつの間にか片足をお湯から上げ、大きく広げて快楽を貪っていた。

「ゃ、そんな……あ、ァ、アァァ……ッ！」

　唐沢の頭を胸に抱え込むようにして、花菜はあんなに求めていたエクスタシーに、あっけなく辿り着いてしまった。




「もっとだよ。貴女の蜜はもっと、甘くて濃いはずなんだから」

　一度達した花菜を、唐沢は解放してくれなかった。

　ぐったりした身体を自分が脱いだ浴衣の上に横たえ、花菜の中心に顔を伏せた。

「……ッだめっ、そんな、すぐに……！」

　お漏らししてしまいそうなほど過敏になっている部分を、唐沢は舌面全体でザラリと舐めあげた。花菜の制止を無視して、まだ固いままの尖りを、舌先でプルプルとなぶる。同時に長い指が膣口をなで回し、お湯ではない潤いのあふれるその奥に潜り込んできた。

「ひぅん！　あっ、やっ、だめっだめっ……だめぇ！」

　唐沢の指は、ほころびきった花菜の体内で自在に動いた。どうしようもなく高い声のあがるポイントを執拗にこすられて、花菜は上半身を左右にねじって悶絶した。二度、三度、立て続けに軽いエクスタシーの波が来た。自分がこれほどまでにイキやすいことを、花菜は初めて知った。

　花が、開いていく。

　奥の方まで開いて、もっと熱く、たくましいものを求めてしまう。

「何がダメなのかな？　指のイタズラだけじゃ物足りない？　貴女の蜜は、何でかき回されたいのかな？」

　そんな花菜を煽るように、指を使いながら唐沢が囁く。

「ああっ……た、足りない……もっと、ぉ……」

「言ってごらん。貴女は本当は、王女様みたいに自由に快楽を求めていい存在なんだよ」

「お、大きいの……あ、あなたの……モノで、かき回してェッ！」

　思わず口をついて出た自分の言葉に呆然としている花菜に、

「よくできました」

　と言って唐沢は花菜の腰を持ち上げ、自分の膝に乗せる。否応なくパックリ開いてしまった、悦びに濡れそぼつ秘唇を、唐沢の熱い欲棒が貫く。

「ふぁあああんっ！」

　士郎に比べると、ややほっそりした唐沢のモノが、なめらかに奥まで侵入してきた。花菜はまぎれもない満足の声を放ち、背を仰け反らせて迎え入れる。

　探るように奥を突くかと思うと、すぐさまギリギリまで引き抜いて、チュクチュクと入り口をなぶる。曖昧な刺激に焦れて、腰をせり出しかけたところへ、ふたたびグッと突き入れられる。

「どうかな？　僕は貴女に褒めてもらえるかな？」

　唐沢は、花菜の快楽の手綱を自在に操った。花菜は悦びの涙を浮かべ、

「うんっ、すごいイ……イイっ……きもち、よくてっ、おかしくなっちゃう！」

　限りなく淫らな表情で、うっとりと口走った。

　唐沢は満足げに笑い、改めて花菜の膝を抱えあげると、より激しく攻めはじめた。悦びに目覚めきった女体は嬉々として男に応え、二人は互いを融かし合うように、何度も何度も昇りつめていった。







「どうもお世話になりました。想像以上に素敵な宿で、すっかりファンになりましたよ。またぜひ寄らせてください」

　翌朝、編集者らしき若者を従えた唐沢が、昨夜の行為などなかったかのような笑顔を花菜に向けていた。

　恥ずかしさと、ほんの少しの怒り、そして士郎への後ろめたさ……。

　顔を上げられない花菜を、褒められて照れていると勘違いした女将が、

「まあ、不調法な娘ですみません。過分のお言葉、ありがとうございます。今度おみえになる時はこの娘が女将を継いでるかもしれませんから、ご期待に応えられるかどうか」

　と、会話を繋いでいる。

「へえ、こんな美人若女将の宿になるなら、次は半年前から予約が必要ですね」

　編集者のお世辞に、女将はまんざらでもなさそうに笑った。一緒に笑いながら、唐沢は着物を透かして花菜の裸身を確かめるような視線を注ぐ。




「誰かと結婚して女将を継ぐことで、貴女の花を枯らしちゃいけないな」

　昨夜の行為の後、露天風呂の中で弛緩しきった花菜を抱き締めながら、唐沢はそう言った。

「夫になる男にはできない仕方で、貴女の蜜をもっと甘く、豊かにしてあげることが、僕にはできる」

　唐沢の言葉はたまらなく魅惑的で、花菜の抱いてきた不満を快く慰めてくれるものだった。

　これから先も、決して唐沢を拒むことはできないだろう。やがてはさらに刺激的で、アブノーマルな歓びを求めるようになっていくかもしれない。士郎に、隠れて。

　花菜は、寒気のような予感を覚え、お湯の中で身を震わせた。




　初夏の日差しが踊る宿の正門前では、迎えのタクシーの向こうに、士郎がポツリと立ち尽くしていた。

　そんなはずはないのに、士郎がすべてを見透かしているように思えた。彼はまるで、嫉妬という石材で造った彫像だった。

　士郎の炎に灼かれ、唐沢の誘惑に屈し続けながら、自分が連れて行かれるのはどんな場所なんだろう……。




　花菜は恐怖と官能に全身を抱きすくめられ、神秘的な微笑さえ浮かべながら、ふたりの男を交互に見ていた。





イケない禁断残業～理系ドＳ上司の調教ＶＳ癒し系整体師の指技







　神かみ谷や結ゆ衣いは、ビクリと身を強ばらせた。

　腿の上で、上着のポケットに入れてあったケータイが、ブルブルッと震えたのだ。

　デスクの下でメール画面を確認すると、

『マネージャールームまで三分以内』

　という、素っ気ない一文。

　送信者の名は、椎しい名な圭けい吾ご。

「……っ！」

　結衣は、声にならない悲鳴を上げると、唇を噛んだ。




　おそるおそる周囲を見回す。

　数台のサーバマシンが低いうなりと熱を放出している、一階のサーバ管理室。詰めているのは結衣一人だ。とはいえ、いつトラブルの通報や、外線が入るかわからない。

　それでも、結衣は席を立つ。選択の余地はなかった。

　人気のない廊下に出てからは全速力だ。

（一秒でも遅れたら、たいへん…！）

　マネージャールームは、営業と開発進行管理を兼ねる幹部社員のオフィスとして、最上階の三階にあった。

「……惜しい」

　肩で息をしながらノックもせずドアを開けた結衣に、切れ長の目を細めて椎名が言った。

　椎名は二十八才。社内に二人しかいないマネージャーの一人だ。システムソフト開発を手がける会社には珍しい、洗練された物腰とサラリとした黒髪。優雅とさえいえる顔立ちに恵まれた、若手幹部だった。




　半年前、二十五才の結衣は、中途採用の面接で椎名に出会った。初対面の時は、見慣れたプログラマやＳＥ系男子とはあまりにも違うルックスを、珍しい動物でも見るように眺めてしまったものだ。

　今でも面と向かうだけでドギマギしてしまう、クールに整った表情をかすかにゆがめ、

「十九秒遅かった。相変わらず俊敏さに欠けるのは、その自己主張の強い下半身のせいかね」

　感情のこもらない調子で言葉を継いだ。




　コンプレックスの一つをからかわれ、結衣はもう一度唇を噛んだ。ヒップもバストも人並み以上に大きいけれど、何といっても小柄なせいでずんぐり体型に見えると、結衣は思い込んでいた。

（この人、どうして私なんかに目をつけたんだろう…）

　うつむいてしまった結衣に、椎名はさらに追い打ちをかける。

「ほら、専務が戻ってくるまで時間がないんだからグズグズしないで。さっさと俺の可愛いメス犬になってくれないかな。それとも、どうするのか忘れちゃった？　また一から教えなきゃならないのかな」

　専務を兼任するもう一人のマネージャーは外出中らしかった。椎名が結衣にメールしてくるのは、必ずそんな時だ。

　結衣はのろのろと首を振り、両手と両膝を床につくと、四つん這いで椎名のそばまで這って行った。




　会社の周囲では手に入らないものの買い出しや、とうてい無理な時間制限付きの呼び出し。命令に応えられなかった結衣に、椎名は信じられないような〝お仕置き〟を与えた。

　入社して一ヶ月目に最初の〝お仕置き〟を受けてから、もう四回…いや、五回目。どうするべきか、結衣はもう身体に教えこまれていた。




　マネージャールームの室内は他の部署と異なり、茶色で統一されたシックなオフィス家具がゆったりと配置されている。

　座り心地のよさそうな両肘付チェアに、黒いスーツ姿の椎名は浅く腰掛けて、両足を大きく開いていた。ベルトはもう外されて、机の上でとぐろを巻いている。辿り着いた結衣がメガネをはずそうとすると、

「時間がないと言ったろう？　今日はそのままやるんだよ。たまにはメガネ犬のご奉仕も面白いんじゃないかな、馬鹿なマンガのキャラクターみたいで」

「……は、はい」

　屈辱に震える声で、結衣は答えた。

　メガネが引っかからないように苦労して首を伸ばし、ファスナーをくわえて降ろす。ズボンの中で、黒いボクサーパンツに包まれた椎名の分身が、もうかたちを変えているのがわかった。




　メガネの奥でギュッとまぶたを閉じると、結衣は思い切って、

「はむっ…！」

　棒状に盛り上がる部分を、下着の上から唇で挟んだ。

　手を使わずに、口だけで椎名をイカせること…それが、彼の命じる〝お仕置き〟なのだった。




　艶のない黒髪と度の強いメガネ。そんなあか抜けない自分が、椎名のようなイケメンに性的な行為を強いられるなんて、想像したこともなかった。

　加えて、強く命令されると逆らえない性格が、結衣から抵抗する気力を奪った。髪の毛を掴んで押し付けられ、生まれて初めて男の中心を口に含まされた。

　男性経験は一人だけ。正確に言えばたったの三回。濃厚な愛撫など、したこともされたこともなかった。

　それが今は、歯と舌だけで上手に下着から探り出すことができる。熱く太い弾力を直接くわえると、頭の奥が痺れていった。重いバストの先端と、腰の奥に小さな炎が灯るようだ。

「んんっ、むっ…チュププッ！」

　メガネがくもるほど熱い息を吐き、結衣は夢中で快楽の炎の瞬きを追いかける。

　椎名が与える意地悪な言葉のムチと、口内の性感帯をなぶる快楽のアメ。その繰り返しが、いつの間にか結衣の身体を、どんな些細な悦びにも反応するように改造してしまっていた。




　椎名圭吾は、フッフッと息を荒げながら懸命に奉仕を続ける結衣を、仕事中とは別人のように熱っぽい目つきで凝視していた。

　ズクズクと疼く表面に、化粧気のないふっくらした唇が密着する快感で、喉が干上がりそうだ。

　野暮ったいジーンズとパーカーの下の身体が、どんなに豊かで淫らな曲線を描いているか、椎名は面接した瞬間に見抜いていた。メガネの奥の瞳は黒目がちで、実際より小さく見えるのは睫毛が密生しているせいだ。目の下のクマと肌のくすみは、職業病のようなものだから、手入れさえ怠らなければすぐに消えるだろう。

　ＳＥという地味でハードな仕事を自分に相応しいと選択した、控えめな性格も好みだった。男性経験も見るからに少なそうだ。

　椎名の支配欲が、強烈に疼いた。

（神谷結衣を自分のモノにしたい）

　椎名が彼女を採用したのは、つきつめるとそんな不埒な理由だった。




　無理難題を吹っかけるメールを受け取るたび、怯えの底に淫らな艶を潜め、息を切らして駆けつけてくる結衣。そんな彼女に、いつしか自分の方が溺れ込んでいることを、椎名は自覚していなかった。

　仕事中に口淫を強いるだけの関係は、椎名が無意識に講じている安全策なのだ。本気で結衣を抱いてしまったら、主である自分に結衣が従うという今の関係がひっくり返ってしまいかねなかった。




　結衣が無意識に左右に振っていた腰に、椎名は腕を伸ばした。

「…ング…!?」

　ジーンズ越しに背後から股間を小突かれ、

　慌ててギュッと両腿を閉じあわせる。

「んんっ…んぇ…ッ！」

　しかし、強引に潜り込んできた椎名の指は、絶妙な強弱で柔肉の谷底を、スリスリとなぶった。熱い吐息でくもりかけたメガネの奥の目を見開き、怒張をほおばったまま、結衣は必死で首を振る。

　口内と同時に攻められると、すっかり恥知らずになった秘所は、止めようもなく涎をあふれさせるのだ。

（やめて…っ、濡れ…濡れちゃうっ！）

　ジーンズの股間に濃いシミをつくり、下半身から甘酸っぱい香りを漂わせて昇天させられたのは、つい先々週のことだった。

（またあんなふうにされたら、私、サーバ室に戻れなくなっちゃう！）




「どうした？　何か不満でも？」

　椎名の声が普段より熱っぽくかすれていることに、結衣は気づかない。

「あの、こま…困るんです…下、あの、せめて…脱いでも、いいですか!?」

　切羽詰まった結衣は、ついつい口を塞ぐものを吐き出して懇願する。椎名は片眉を上げて、涎まみれの彼女を見下ろした。

「ちゃんと飲み干すまで口を離しちゃいけないって、最初に言わなかったっけ？　自分のことしか考えられないのかな。恥知らずな子だね、神谷さんは…」

　子供を叱るような言葉を浴びせながら、椎名は結衣の顎を掴む。もう片方の手で限界の近い肉棒を握り、先走りのにじむ先端を、結衣のメガネに押し付けた。




「ひっ…！」

「目を閉じるんじゃない！」

　高揚した薄笑いを浮かべ、椎名はレンズの表面から頬へ、そして口元へと粘つく体液をこすりつけていく。紅潮した滑らかな頬を汚した時は、それだけで達してしまうような気がした。

「ほら、ワンコがおねだりする時はどうするんだった？」

「…は…はじしらずな、かみや、ゆいの…ア、アソコを…直接、クチュクチュして…くださいィッ！」

　必死で見開いていた結衣の目が、言い終わる頃には恥ずかしさのあまりギュッと閉じてしまっていた。目尻から涙があふれ、粘液の上から頬を伝う。

「しょうがないな、まったく。じゃあ脱いでいいよ」

　そう言う椎名自身にも、もう余裕がなかった。激しく脈打つものを再び結衣の口にねじこみ、乱暴に腰をゆする。

「ん、みませ…んんっ！」

　くぐもった涙声をあげながら、結衣はせわしない手つきでジーンズの前を開き、ためらいもなく膝まで一気に引き下ろした。隠しようもない悦びの証が、下着に糸を引いている。




　空気に晒され、さらに刺激を求めて震える部分に、椎名はすぐさま手を伸ばした。

「…っふぅっ！　んっ、んんっ…！」

　待ちこがれていた愛撫をようやく与えられ、肉棒をほおばらされたまま、結衣は恍惚とした声をあげる。背後から前へ、絶妙の角度で侵入してきた指が、結衣の中でリズミカルにうごめいた。

　円を描くようにかきまぜたかと思うと、二本に増えて激しく前後する。結衣は本能的に指を追い、椎名にはハート型に見えるヒップを妖しくくねらせた。

　椎名は喉を鳴らし、片手で尻朶を掴んで揉みたてながら、指の付け根まで埋めこんで熱く柔らかな胎内を蹂躙する。

「ひぅっ、んぶっ、ふぶぅっ！」

　結衣は押し寄せる快感に翻弄されながらも、必死で椎名の熱剣をしゃぶり続けた。喉奥を犯す肉の塊は、もう弾ける寸前だ。




　やがて、深く沈めた椎名の指先に、締め付けられるような感覚が来た。結衣の絶頂が近づいている。

「もうイきそうなのか。こんな時ばかりだね、テキパキしてるのは…いいよ、ほら、イッてみせなさい…」

「…クッ、ンクっ…ふぅーっ！」

　椎名の指を絞りあげるように痙攣が走り、ビクンビクンと腰を突き上げながら結衣は達した。

　同時に、熱く生臭いほとばしりが、結衣の口内一杯にあふれ返った。椎名の先端は、結衣の上顎を突き上げながら吐精を繰り返している。

　結衣は吐き気をこらえてそのすべてを飲み下した。そうするまで、お仕置きは終わらないのだ。

「…口を離さなかったのは上出来だったな、よしよし、いい子、いい子」

　椎名の手が腰から離れ、結衣の頭をなでていた。冷たいのか暖かいのかわからない手のひらに、不思議なときめきをかきたてられ、結衣はエクスタシーに潤む目を、うっすらと開いた。

　一方的な、ゆがんだ関係とはいえ、椎名のようなイケメンが確かに結衣を求めている。彼にマーキングされるように、その欲望の証を注がれるたびに、結衣はまるで自分が男の理性を狂わせる魔性の女になったような気がした。

　それは密かな歓びとなって、結衣の理性をも蝕みはじめているのだった。




　性奴隷のように扱われているのに、心のどこかが歓喜にざわめいているなんて、認めたくはなかった。

　けれど、椎名の冷たい目や口調と裏腹に、自分の口中で熱く弾ける果実に、いつの間にか愛しさに似た感情を覚え始めているのは事実だった。

（指だけじゃなく…ちゃんとして欲しいと思い始めてるなんて、私…本当にメス犬にされちゃったのかしら…）

　いつものことながら、その後は仕事にならなかった。







　明けて土曜日。

　前夜にも時間をかけて入浴したのに、結衣は起きるなりまたシャワーを浴びていた。

　昨日の余韻が、淫らな気配になって身体にまとわりついているような気がしたからだ。

（私なんかがそんなこと気にするの、自意識過剰だってわかっているけど…これから整骨院に行くんだから、気持ちを切り替えなきゃ！）




　仕事柄、肩こりや腰痛のひどい結衣は、半年前から整骨院に通っている。住んでいるアパートの大家に勧められた、地元で評判の名医だ。

　すぐ元に戻ってしまうにせよ、施術後の爽快感は最高だった。

　実際、的確な施術のおかげで生来のグラマラスなボディラインの魅力が増し、椎名を引きつける一因となっていたことに、結衣はその時気づいていなかった。




　週末のせいか、整骨院の待合室は満員だった。

「神谷さん、ごめんねー。今日はやけに混んでいて、ベッドが空かないんですよ。待たせちゃ悪いから、別棟の研修室を使えるようにしたんで、そっち行きましょう」

　担当の萩はぎ原わらが、診察室から申し訳なさそうな笑顔を見せて、そう言った。

　萩原は、日焼けした顔にかすかなそばかすを散らした、少年のような風貌をしている。半袖の白衣から伸びる形のいい腕も、健康的な小麦色だ。サーフィンが趣味だと聞いたことがあった。

　今では慣れたけれど、最初の頃は、

（こんなカッコイイ人に身体を触られちゃうの…!?）

　と、恥ずかしいというより申し訳ないような気分になったものだ。

　けれど、甘いルックスそのままに人なつっこい萩原は、人をリラックスさせるのが上手だった。人見知りの強い結衣も、今ではすっかり彼を信頼している。




「研修室があるんですか？　知らなかった」

「といっても、僕らの更衣室を兼ねてマンションの一室を借りてるだけなんだけどね。先生同士で指圧の勉強なんかする時は、病院の診察室は使い勝手が悪いから」

　鍵を手にした萩原に続き、ジャージに着替えた結衣は整骨院の向かいにあるという研修室に向かう。

　通い始めの頃は「ベッド」という単語に赤面していたけれど、もう平気だ。肩と腰を治療するには、低く幅の狭い診療台に横たわる必要がある。ただそれだけのことだった。




「研修室」の十畳ほどのリビングの真ん中には、診療室のものより高さも幅も倍以上ある診療台がひとつ置かれていた。壁際にはたくさんのパイプ椅子が、畳んで立てかけられている。他には何の家具もない。なるほど、勉強会用の場所だというのがよくわかった。

「先週は背中の歪みを調整しておいたけど、どうでしたか？」

「背中は楽だったんですけど、なんか首にきちゃって…」

　若い男性と、密室で二人きり。

　そんな意識もなく、結衣はメガネをはずして診療台にうつ伏せになった。




　いつも驚くほど熱い萩原の指先が、首のつけね、肩甲骨の下、左右の腰骨を圧迫していく。椎名の〝お仕置き〟を受けて以来、敏感さを増している身体には、うっとりするような刺激だった。

「なんだか、腰から下に妙な緊張感があるな。椅子が合わないとか、思い当たることないですか？」

　不審げな声を聞き、結衣はビクリと身をすくませた。

　性に対して臆病な結衣は、悦びに馴らされた身体を自ら慰めることもできずにいた。椎名との行為でいつの間にかかき立てられていたエクスタシーへの渇望が、下肢の強ばりとなって結衣をさいなんでいたのだ。

「ここ、本来はもっと柔軟に動く関節なんですよ。股関節も硬くなっちゃってるな……」

　萩原はそう言いながら、尾てい骨や足の付け根に手のひらを当てていく。その指先が内腿の方にずれた瞬間、

「…んっ！」

　動揺のあまり自制心を失った結衣は、思わずあえぐような声をあげていた。




「……！」

　萩原が息を飲む気配がした。

　結衣はハッとして目を見開く。萩原の言う緊張感が、下半身の奥でにわかに鮮明になった。

　萩原の熱い手で腿を掴まれると、引っ張られた秘唇が、服の下でトロリと蕩けるような感じがした。

「……か、彼氏と…ケンカでもしましたか？」

　萩原は声をうわずらせながらも、冗談で紛らわそうとした。しかし、結衣の内腿の熱い弾力から、手を離すことはできなかった。

　最初は内気で猫背気味だった結衣が、最近急速になまめかしくなったことに、萩原は密かに嫉妬に似た感情を覚えていたのだ。今、初めて意識したとはいえ、こんなチャンスを逃すことはできない。

「かれし…なんか、いません…」

　蚊の鳴くような声で結衣は言う。普段の指圧とは全然違う、愛撫のような手つきに困惑しきっていた。それでも、

（萩原先生はお医者さんなんだから…）

　と、無理矢理自分を納得させていた。




「…そんなことないでしょう」

　内腿に手を入れたまま、萩原はかすれ声で言う。

「神谷さん、最近、すごく色っぽくなって…ここも…」

「あ…!?」

　萩原は我慢できず、うつ伏せになった結衣にのしかかった。

　結衣の上半身に右手を差し込み、半分潰れた胸のふくらみを、やわやわと揉みしだく。施術中は、意識して避けていた箇所だった。その、手のひらに吸い付くような豊かな感触に、萩原の理性が飛んだ。

「や…ッ！」

　萩原の下でもがく結衣を苦もなく押さえつけ、下のジャージの中にも手を入れる。熱っぽくこもった空気と、成熟しかけている女の香りが、甘く立ち昇った。

「彼氏に…乱暴なこととかされてるんじゃないんですか？　僕、わかるんですよ…こうして触ると…神谷さんがいつも怯えて、もっと優しくしてほしいって思ってるのが…」

　かき口説きながら、萩原は驚きのあまりガチガチに強ばっている結衣の内腿に、改めて手のひらを這わせた。




　プロの整体師の手技が、あっという間に結衣の緊張を解いていく。

「…そんな…こと…」

　うつろに目を見開き、うわごとのように呟く結衣は、すでに抵抗を忘れていた。何もかも萩原の言う通りで、魔法にかけられたような気分だった。

　萩原は和らぎを取り戻した腿を優しく揉み、さらにその付け根に指を伸ばす。そこはとっくに、粘りの強い蜜壷と化していた。絡み付く柔唇をそっとかき分けると、甘い香りがさらに濃くなった。

「神谷さん…結衣さんのココを、誰かがいじめてると思うと僕、嫉妬で頭がおかしくなりそうだよ…」

「はぅ…んん…っ」

　香りの源へ萩原が指を進めると、待ち望んでいたように結衣の中がキュッと締まる。

　たっぷりと潤っていても異物を締め付けることを忘れない、素晴らしい反応だった。媚肉に誘われるように指を前後させると、結衣は鳥肌がたつような艶やかな声をあげ、キュッキュッと締め上げながら腰をくねらせた。

　萩原はため息をついた。股間の中心が火を噴きそうなほど熱い。整体師として越えてはならない一線を越えることに、もう何のためらいも感じなかった。

　直接触れる結衣の肢体は、それほどに魅惑的だった。

「…結衣さんすごい…最高だ…僕もう我慢できない…許して、くれますか…？」




「…え？　どういう…きゃっ！」

　耳元で囁かれ、不審顔で振り返った結衣は、いきなり腰を持ち上げられて悲鳴をあげた。

　萩原が結衣のジャージを下着ごと降ろし、背後から猛り立つ熱剣を押し付けたのだ。つい昨日、自ら同じようにして下半身を晒したことを思い出し、結衣の顔は真っ赤になった。

「だめ、ダメですよ…やっ、そんな…」

「そんなこと言わないで…好きだったんですよ、神谷さんのこと、ずっと前から…」

　言葉と同じリズムで、濡れそぼつ秘裂をこすられる。

（ウソでしょ、そんな唐突に…！）

　そう言いたいのに、アウアウと喘ぐことしかできなかった。たまらない疼きが頭のてっぺんまで競り上がり、結衣の理性も溶かしてしまう。




　結衣の体奥がほころびるのを見計らって、萩原はグッと身体を進めた。

　蕩けきった秘唇をかすめて、猛々しく反り返った剛直が、結衣の中心に突き刺さる。

「ふぁああッ!?」

　腰だけ高く上げさせられた不自由な姿勢のまま、結衣が仰け反った。

　予想もしていなかったすさまじいまでの快感に貫かれ、結衣はその瞬間に達していた。椎名の指戯で焦らされ続けてきた結衣の秘所が、ストレートな愛情のこもった雄芯を受け入れて、一気に成熟したのだ。

「あぁ、結衣さん、すごいイイ…たまんないよ！」

　奥から順に締め付けられ、萩原はたまらず結衣を抱きしめた。たっぷりした胸のふくらみを揉みながら、ヒクヒクと痙攣し続ける結衣の体の奥を、丁寧にこね回していく。




「ひんッ…ぁああ、なに…!?　コレ…っ」

　歪んだ性技に呪縛されていた部分が、生身の雄芯の刺激で、本来の健やかさを取り戻していく。こんどは萩原に身体を改造されていくような快感に、結衣は全身を震わせた。

「大丈夫、もっとよくなるから…何も考えないで、いっぱい声出して…」

「だって、こんなの…ッアァーッ！」

　頼もしい言葉と共に過敏な部分を強く擦られ、結衣は素直に嬌声を振り絞る。

　イッたばかりなのに、もう二度目の波が近づき始めているのがわかった。




　身体中が活き活きと目を覚まし、より大きな歓喜を求めてざわめくようだ。

　萩原が身体を伸ばし、口づけを求めてくる。

「…んん…もっと…もっとぉ…」

　さっきまでの自分からは考えられないような大胆さで口づけを受け、自ら舌を差し入れながら、結衣は恍惚とした声を漏らした。

（本物のＳＥＸって、こんな…こんなに気持ちよかったんだ！）

　意識が朦朧とするほどの絶頂感に包まれながら、結衣はうっすらと微笑みを浮かべる。メガネをはずした顔に、生まれ変わったような妖しい輝きが生まれていた。










「おはようございます」

　月曜日の朝、結衣とすれ違った椎名は息を飲んだ。

　結衣は先週までのおどおどと周囲を伺うような雰囲気の変わりに、静かな落ち着きと、隠しようもない艶をまとっていた。

　相変わらず化粧気はなかったが、スッと背筋を伸ばした姿は、何センチも背が高くなったように見える。目の下のクマや肌のくすみもきれいに掻き消えていた。

　派手ではないがほどよくフィット感のある服装が、結衣のボディラインの健康的な色香を引き立てている。

「…かみや…さん…？」

　挨拶を返すことも忘れ、椎名は呆然と結衣を見つめる。結衣の魅力が、こんなに簡単に表に現れるとは思わなかった。社内で噂になるのも時間の問題だろう。

（俺は、この子を捕まえ損ねたのか…？）

　その目に驚嘆と動揺の色を感じ取った結衣は、

「今度メールをくださるときは、仕事が終わってからにしてくださいね」

　艶然と微笑んでそう言うと、靴音を響かせて椎名から遠ざかっていった。





イケない女磨き～宅配ドライバーの直球愛ＶＳのぞき魔美少年の屈折愛







　性急な男の両手が、下からすくいあげるように胸のふくらみを掴んで揉みたてる。

　───ヤだ、痛い…もっと優しくして…

　朝は二年振りのお泊まりデートにときめいていたのに、夜の夏希はもう泣きそうになっていた。

　そのとき、荒々しい愛撫を続ける男の指先に目をやって驚いた。

　───爪…汚い！

　男はかみ癖でもあるのか、薬指と中指の爪先がキザキザに尖っている。最悪なのは、爪の間に汚れがこびりついて、黒いスジができていることだ。

　その指が胸を離れたかと思うと、いきなりスカートの奥に突っ込まれた。

　もう、限界だった。

「…いやっ！　こんなのヤだ！　やめてよっ！」

「…はぁ？　今更何言ってんの？　金でも欲しいの？　つまんねぇカラダのくせに、何様のつもり？」

　男は顔を上げて、あきれたような声を出した。よだれにまみれただらしない口元と、軽蔑するような目つき。ほんの三日前に、夏希をちやほやと口説き落とした男とは、まるで別人だった…。




「ああっもーっ！　思い出してもムカツク！　なによあいつ、自分の方こそ何様だってのよっ！」

　わめきながら、一いちノの瀬せ夏なつ希きは抱いていた枕を壁に投げつけた。

　最悪の夜が明けた月曜日。夏希は大学をさぼり、朝から毛布の中に潜りこんで、泣いたり怒ったりを繰り返している。

　恋の予感に膨らんでいた心は、不潔でガサツな男の手であっけなく握りつぶされてしまった。

　枕が当たって揺れている姿見に、まぶたを腫らした自分の姿が映っている。セミロングの茶髪。大きくも小さくもないバスト。ぼんやり見ているうちに、ふたたび怒りが煮えたぎってくる。

「そりゃあ私は、モデル体型でも超巨乳でもないわよ!?　だけど何!?　〝つまんないカラダ〟!?　何もしてないんだから、つまんないかどうかなんて、わかんないでしょっ！」




　今度は毛布を蹴り飛ばし、ベッドにひっくり返ってジタバタと脚を振る。

　───確かにＨに慣れてないのは認めるけど…最初のカレだって、乱暴で痛いばっかりで、ちゃんと気持ちよくなったことなんてなかったし……。

　初めての恋人と別れるきっかけは、まだ二回目のセックスなのに、最初から口での奉仕を要求されたことだった。心の底から怯えていたのに、相手は「いつまで気取ってんの？」と横柄な態度で夏希を追い詰めたのだ。

　トラウマに近い記憶が蘇って、夏希は仰向けに転がったまま顔を覆う。ふたたびこみ上げてくる涙を飲み込み、

「……こんなんじゃダメ……私はつまんなくも、気取ってるわけでもないんだもん！　変わらなきゃ…そうよ、いっぱい経験を積んで、あいつらが土下座するようなイイ女になってやるんだから！」

　天井を見つめて、そう決心したのだった。







「一ノ瀬さん、お届け物でーす」

　キビキビした男らしい声と、ノックの音。

「はーい！」

　意識して明るく応え、夏希は玄関に向かった。ドアを開けると、真っ黒に日焼けした顔に白い歯が鮮やかな長身の男が、小さな段ボール箱を抱えて立っている。

　制服の肩も、荷物と伝票を一緒に掴んだ手も汗だくだけれど、不潔な印象はない。一重の目と、大きめの口が爽やかな、夏希より少し年上の青年だった。胸元の名札で〝黒くろ田だ啓けい太た〟の文字を確認すると、

「暑い中すみません。いつもありがとうございます」

　夏希はにっこり笑った。

　黒田は、数ヶ月前から夏希のアパート周辺に配属されている宅配ドライバーだ。

　黒田の魅力に気づいたのは、先週の失恋騒ぎの後だった。

　きっかけは、猛暑の真昼どき。かさばる荷物を届けてくれたドライバーが気の毒で、夏希は「どうぞ」と、スポーツドリンクを差し出した。すると相手は、ハッとするほどピュアな笑顔を満面に浮かべたのだ。

　気持ちがそのまま声になったような「ありがとう」を聞きながら、夏希は黒田の名前を胸に刻み込んでいた。

　───ステキな人だもん、カノジョとか、いない方がおかしいよね。それでもいい……ううん、そんな人を誘惑できたら、すっごい自信になるじゃない!?

　夏希はそう考えて、まずは〝自分磨き〟を始めた。

　元々、少し思いこみの激しいところがある。

　バスタイムはじっくり時間をかけて、入浴後のストレッチとスキンケアも入念に。いい加減に洗うだけだった髪にも、トリートメントの手間を惜しまないようにした。〝つまんない女〟と吐き捨てられたショックから逃れるように、夏希は自分磨きに没頭した。

　そして、頻繁に通販を利用するようにした結果、

「いやぁ、こちらこそ。一ノ瀬さんの荷物は軽いのが多いんで助かりますよ。ご近所の配達先には、本だの何だの、腰が辛くなるほど重い物ばかりのお宅もあるんで」

「わあ、大変。ハードなお仕事ですね」

　爽やかに微笑む黒田と、そんな会話ができるところまで漕ぎ着けていた。







「一ノ瀬さん、お届け物です、一ノ瀬さん!?」

　ノックがあったとき、夏希はバスルームにいた。明日から夏休みという猛暑の日で、汗だくのまま宅配便を受け取るのがいやだったのだ。

　───どうしよう！

　夏希は動揺のあまり、シャワーヘッドを取り落とした。ぬるいお湯を噴水のように噴き上げるシャワーに、背中を押されたような気がする。

　───ゆ、誘惑…する…チャンスでしょ！　モジモジ世間話しているだけじゃ、いつまでも距離を縮めることなんて出来ないんだから！




　アパートの外廊下に立っていた黒田が、

「珍しいな。いつも予定の時間帯には、絶対にいてくれるのに。あのコ、ニコニコしてて可愛いんだよな。時々ジュースとかくれるし」

　などとつぶやきながら、不在配達票を出力しかけたとき、

「ま、待たせちゃってごめんなさい！」

　あわてた声とともに、ドアが開いた。

　ホッとして荷物の箱を差し出そうとした黒田は、現れた夏希の姿に、思わず箱を取り落とした。

　毛先から滴をこぼす濡れ髪が、なめらかな肩から胸元へ、いく筋も張り付いていた。濡れた肌に黄色のタンクトップが張り付き、上向きの形よいバストがくっきり浮かび上がる。ふくらみの頂点を押し上げる果実の、ほのかなピンク色が透けて見えるようだ。

　恥ずかしそうに閉じあわせた内股も濡れて艶めき、パレオのように巻いたバスタオルの下には、何もつけていないようだった。

「……あの、シャワー浴びてて…あ、荷物、すいません」

　勇気を出して大胆な行動に出てみたものの、頬を染めて早口で話す夏希の頭からは、誘惑の二文字は消え失せていた。

　───早く荷物を受け取らなきゃ！

　その一心で、玄関の三和土に落ちた荷物を拾おうと腰をかがめる。その拍子に、胸を高鳴らせて夏希を見つめていた黒田の目に、胸の谷間とその向こうに盛り上がる柔らかそうなヒップがまともに飛び込んだ。

　黒田はたまらず、夏希の華奢な肩を掴んで、その身体を起こさせた。

「え……っ!?」

　夏希の声は、黒田に飲み込まれた。ぶつかりそうなほど近くに黒田の顔が迫ったと思うと、唇をふさがれていた。




「んっ……んん…」

　黒田は衝動のまま夏希の唇を吸い、舌を差し入れて熱く柔らかな口内をまさぐった。

　夏希から漂う石鹸の香りと自分の雄くさい汗の匂いが混ざり合い、強烈な官能に包まれていく。怯えたように引っ込む舌に舌をからめ、敏感な表面を舐め回すと、夏希の膝から力が抜けた。

　───今、私、キスされてる…!?　黒田さんの匂い…すごくエッチ…腕が熱くて…ヤだ、気持ちイイ！　キスだけで変になっちゃう！

　混乱した頭に、脈絡のない言葉が次々に浮かぶ。夏希はいつしか黒田のキスに応えて舌をからめ、抱きしめられるまま濡れた身体を黒田に押し付けていた。

　けれど、軍手をはめた黒田の手がバスタオルにかかったとき、夏希は我に返った。

「や…っ、あの、ダメ…ダメですよ、こんなの…」

「わ、わかってる…けど、ごめん、止められないんだ。君が…一ノ瀬さんが可愛すぎて…エッチすぎて…」

　夏希の首元に顔を埋めて黒田が囁く。

「…うそ、そんなの…んッ！」

　熱い言葉と吐息にくすぐられ、夏希は思わず甘い鼻声を出していた。

「うそじゃないよ。ずっと可愛いと思ってて、配達に行くの、楽しみにしてたんだ…いきなり、こ、こんなことするつもりなかったんだけど、一ノ瀬さん…あの、夏希ちゃん、って呼んじゃダメかな？」

　かき口説きながらも、黒田は無理にバスタオルを取ろうとはせず、夏希の背中をゆっくりと撫で回す。その優しい手が、夏希の抵抗感とためらいを押し流していった。

　───軍手越しじゃなくて…直接触れてほしい…

　そう思いながら、夏希は制帽の頭に、小さな声を落とす。

「…はい…夏希って、呼んで、ください…」

　半開きになっていたドアが、音をたてて閉じた。







　夏希の願い通り、黒田は軍手をはずして素手になった。短く切りそろえられた爪先は、意外なほどきれいだ。

　ささくれひとつない健康的な指先が、胸の尖りをそろそろと撫でた。

「あ……ン」

　触れるか触れないかの感覚が、ふくらみの奥に火を灯したような気がする。

　玄関と一続きのリビング兼ベッドルームの床で抱き合っていても、不快感はなかった。黒田は、ベッドを汚しちゃ悪いと言い、夏希に断ってから、背中にクッションを敷いてくれた。

　───黒田さん、優しい……。

　うっとりと身を任せていると、固くしこりはじめた部分を唇に含まれた。

「夏希ちゃんのココ、ピンクでコリコリしてて、すごく可愛い…」

　しゃぶりながら言われ、

「やッ、そんな、はずかし…っんんっ」

　歯の当たる刺激に、立て続けに声が漏れてしまう。

　黒田はバストを甘く攻めながら、素肌をさらす夏希の下半身に片手を伸ばした。ひんやりした滑らかな腿を撫で、その上の張りのある双球をやわやわと揉む。

「…くふぅ…」

　最も敏感なポイントを微妙に避けた愛撫に、夏希が無意識にもどかしげな息をつく。

　黒田は声にならないおねだりを察したように、身体をずらして夏希の秘部に顔を伏せた。

「やっ!?　あ、ダメ…そんなトコ！」

「どうしてダメなの？　石鹸の香りがして…甘酸っぱくて、すごく美味しいよ」

　黒田は乳首に似たピンク色の突起を探り、息を吹きかけ、舌先でチロチロとくすぐる。

「やん、ぁあん、アッアッ……」

　その舌先が、さっきから腫れたようにジンジンしている真紅の亀裂に侵入したとき、夏希は思わず腰を突き出してしまった。

　感じやすい入り口をチュプチュプと嬲られ、とめどもなく悦びの証が溢れてしまう。

「…うんん…だめっやっ、もう…あぁもうっ！」

「もう…いい…？」

　濡れた顔を上げた黒田に、コクコクと頷く間も、腰の痙攣は止まらなかった。







　黒田は夏希に覆いかぶさると、

「ホントにごめんね…ちゃんと、好きだって告白してからじゃなくて…」

　かすれた声で囁きながら、熱い昂りを押し当ててくる。夏希はその言葉だけで達してしまいそうだった。

「ううん…今、いま言ってくれたから…ァアンッ！」

　蕩けきって雄を待ちわびていた部分に、予想以上に固く太い感触を受け入れる。それだけで上半身が反り返り、足の爪先がヒクつくほどの快感だった。男のモノで、こんな充足を味わうのは初めての経験だった。

　黒田は夏希の腿を抱えあげ、浅く深く、体内を探るように腰を使う。今までに感じたことのない、焦らされるような、追い上げられるような快楽がうねり、

「…ひあん！　ふぁっ、こんな、あ、どうしよ、わた、私ィッ…！」

　夏希の秘口は、喘ぎに連動するように黒田の怒張をリズミカルに締め付けた。

「…うっ…俺もどうしよう、夏希ちゃんが気持ちよすぎて…！」

　語尾を飲み込み、黒田は一転して最奥に突き当てるように激しく抜き差ししはじめた。たっぷりと潤った柔肉は、肉棒を優しく包み込み、絶頂へ駆け昇っていく。

「ハァッ、激し…っ、アァアッ…あくぅッ！」

　夏希は初めて味わうエクスタシーの悦びに、背中を反らせてガクガクと痙攣した。







　あの素晴らしい体験から二日。黒田とは甘いメールのやりとりが続いている。

『今度、仕事休みの時に連絡するから、ちゃんとデートとかしようね』

　別れ際の黒田の言葉をうっとりと反芻しながら、夏希は集合郵便ボックスの蓋を開けた。

　中には、宛名も差出人もない、事務用の封筒が入っている。部屋に入り、中を確かめた夏希の顔色が、サッと変わった。

『一〇二号室の一ノ瀬夏希ちゃん、宅配便のお兄さんのアソコは美味しかった？』

　折り畳まれたコピー用紙に、そんな文章が印刷されていた。

「…な…なによコレ…」

　おろおろと周囲を見回していた夏希は、黒田にメールすることを思いつき、あわててスマホを取り出したが、狙ったようなタイミングで鳴り出した瞬間、思わず取り落とす。震える手で拾い上げたスマホの通話ボタンを押し、

「…っ、も、もしもし…？」

　と、うわずった声をあげる夏希の耳に、

『こんにちは、はじめまして、一ノ瀬夏希ちゃん。今日は宅配のお兄さんを引っぱりこまないの？』

　やや幼い響きの、男の声が耳に突き刺さった。

「……」

『真っ昼間からエッチする時はさ、カーテンくらいちゃんと閉めなきゃ。僕の部屋から丸見えだったよ』

　───覗かれて、たの!?

　夏希は弾かれたように顔を上げ、ベランダに続く窓を見た。一メートルほど先に高い塀があるので、特に防犯を意識したことはなかった。しかし、その向こうには十階建て程度のマンションが隙間なく建ち並んでいる。

　───あの、マンションのどれか…！

『あ、目が合った。ナイスショット、いただき！　この前のエッチ写真も、スゴイのいっぱい撮れたんだよ。夏希ちゃん、大学の友達に自慢したいでしょ？　バラまいてあげようか？』

「や、やめてっ！」

　夏希は悲鳴をあげた。相手が何故自分の携帯番号を知っているのか、疑問に思う余裕さえなかった。頭の中にはあのときの、自分が自分じゃなくなったような奔放な声やポーズが、ぐるぐると渦巻いている。

（写真をバラまかれたくなかったら…）

　電話越しの一方的な命令に、夏希は真っ青な顔で頷いていた。

　───写真をバラまかれたら、黒田さんにも迷惑がかかっちゃう…やっと理想的な恋人ができそうなのに…そんなのダメ！







　片手に携帯、片手に封筒を握りしめたまま、夏希は指定されたマンションの一室の前に立ち尽くしていた。

　相手は覗き屋で、盗撮魔の変態だ。何をされるかわからない。恐ろしくてしょうがなかったけれど、写真を取り戻したい一心で、震える足を無理矢理動かしてきた。

　と、中で人の気配がして、ドアが開いた。

「…ひっ…！」

　思わず息を飲み、後ずさりかけた夏希の前には、さっきの脅迫電話の主とはどうしても結びつかない男が立っていた。

「こんにちは。僕、藤ふじ井い航わたるって言います。急に呼び出しちゃって、ごめんね」

　小柄でほっそりした身体つきは、まだ十代に見えた。柔らかそうな癖毛が肩まで伸び、長い前髪を後ろで結んでいるのが可愛らしい。顔立ちはもっと可愛らしく、美少年という形容がまさにぴったりだった。




「…え…あの、あなたが、さっき…の？」

　あまりの意外性に、夏希の緊張と恐怖はぐずぐずに崩れてしまった。

「うん。僕、引きこもりなの。ふつうに人と喋るのも久しぶりなんだ。ね、入って、入って！」

　付き合いの長い友人を迎えるような笑顔で言われ、操られるように室内に入ってしまう。

　航は夏希の手を引きながら、

「最初は本とかオモチャとか通販して遊んでたんだけど、飽きちゃって覗きにハマってたんだよね。夏希ちゃん、ちょっと前から窓のとこでストレッチとかお化粧とか、すごいがんばってやってたでしょ？　あれ、見てるの楽しくて、最近は夏希ちゃんばっかり見てたんだ。そしたら…」

　引きこもりとは思えないほど流暢に語る。

「藤井…くん？　で、いいの？　どうして私の名前とか電話番号、知ってるの？」

「あのお兄さんが意外にドジでさ、僕と夏希ちゃんの荷物、間違えて持ってきたことがあったんだよね。僕、記憶力には自信あるから」

　重い物ばかり通販する家。夏希は黒田の言葉を思い出した。あれは、ここのことだったのだ。




　気づいた時には、夏希は航の自室らしき六畳間に連れ込まれ、ベッドに座らされていた。窓の前には、シーツをかけた望遠鏡や双眼鏡、スナック菓子の袋が散乱している。そこだけは、いかにも覗き屋の部屋だった。

　そこで夏希は、自分の目的を思い出した。───そうだ、写真！

　どうぞ、と差し出されたオレンジジュースをぐいっと飲み、

「あなたにも色々事情があるんでしょうけど、覗きって犯罪なのよ!?　今までのことは…許せないけど、忘れてあげてもいい…だから、私の写真は、すぐに処分してちょうだい！」

　夏希は一気にそう言った。異常事態に巻き込まれても、冷静な言動をとれる自分が、ちょっといい女に近づいたような気がする。

「そんなこと言わないで、仲良くしてよ。夏希ちゃんってなんか、シンプルっていうか単純そうな感じがイイなって、僕、前から思ってたんだから」

「な…なによそれ…」

　からかうような口調だけれど、航の表情には人恋しさのようなものがにじんでいた。夏希は思わず情にほだされかける。口ごもった夏希のすぐ隣に航が腰掛け、

「ほら、僕、写真もけっこう自信あるんだ。うまく撮れてるでしょ？」

　デジカメの画面を差し出した。次々に映し出されるのは、夏希の部屋だ。キャミソール一枚で大股を開き、熱心にストレッチする夏希。ローションパックを顔に張り付けて伸びをする夏希。

　そして、床に転がり、高く足をあげて快感に身悶える夏希。多いかぶさる男が、黒田だということも一目で見て取れた。

「…ぁあ…そんな…」

　近所の顔見知りとの世間話。そんなムードは一瞬で消え去った。隣に座る男は、可愛い顔で人懐っこい話し方をしていても、覗き屋の盗撮魔の脅迫犯なのだ。




　夏希はカメラを奪い取ろうとした。メチャメチャに壊してやるつもりだった。ところが、航はさっと身をかわす。伸ばした腕は宙に泳ぎ、その反動で夏希はベッドに倒れ込んだ。

「え…っ、あにほれ…？」

　夏希は身を起こそうとしたが、腕にも背中にも力が入らない。それどころか、頸も顎もふにゃふにゃして、まともに口を利くことさえできなくなっていた。

「あ、もう効いてきた。外国のクスリって、やっぱり強力だね」

　夏希にのしかかり、耳に口をつけて航が囁く。可愛い顔に、欲望にギラつく目が不釣り合いだった。

「夏希ちゃんの写真で、僕、何回もオナニーしちゃった。夏希ちゃんなら僕をいじめたり、女みたいだってからかったりしないって思うと、僕、ちゃんとイケたんだよ…」

　甘い声には、すがりつくような思いと、かすかな狂気がにじんでいる。その声と同じ、しなやかさと執念深さを持つ手が、夏希の身体中を這い回った。

「ぁあ、イヤ…やめて…お願いだから…」

「お願いするのは僕の方だよ。夏希ちゃん、僕にも優しくしてよ、お願いだから…」

　航は身を離すと、ベッドの足元から一抱えもある衣装ケースを持ってきて、夏希の身体の横に置いた。ケースの中には、どぎつい色と下品な形の様々なバイブレーターや、手錠やムチ、その他何に使うのかさえわからないような道具が詰まっていた。

「通販にハマってたって言ったでしょ。最初の頃はエロ本とか、こういうオモチャばかり買ってた。でも、使うのは初めてなんだよね」

「…こ、子供のくせに、こんな…」

「僕、もう十九才だよ。高校は中退したけど、大検は取ってるんだから」

　夏希の両腕をファー付の手錠で拘束しながら、ひとつ年下の航は得意そうに笑った。




「…やっ…いやぁ、そんなのいや、やァッ！」

　夏希は力の入らない上半身をぐったりと壁に預け、よだれの伝う唇を震わせて哀願する。

　両手は手錠をかけられ、壁のフックから鎖で吊られて、高く上げさせられていた。ショーツはあっけなく脱がされ、左右の足首はレザーの足枷で戒め、大きく開いた状態でベッドのパイプに繋がれている。航はその両脚の間にうずくまり、道具をとっかえひっかえして夏希を攻め続けた。

　四センチほどのローターで、さっきから胸の突起を押しつぶすように嬲られていた。ブンブンというモーター音と、痺れるような刺激。妙なオモチャでいじられ、気色悪いのに、そこはさらに刺激を求めるように、固くしこってしまうのだ。

「まだかたっぽだけだよ。ほら、こうしてもう片方も可愛がってあげるね」

「…やぁああん！」

　航は相変わらず無邪気な表情で、夏希の右胸にローターのスイッチを入れたまま張り付ける。それから、言葉通り左の尖りを、電線のついた洗濯挟みのような道具でつまんだ。ピリッとした痛みの直後に、電気マッサージのような衝撃が連続して夏希を襲う。

「ひいっ、いやっ、それヤダ、取って、取ってぇぇ！」

「ウソついちゃダメ。ここは、もっとキツくしてって言ってるよ」

　航は夏希の胸に顔を寄せ、ふくらみを下からたゆたゆと揉みながら、張りつめた肌を舐め回す。背筋がゾクッとするような、官能的なしぐさだった。




「次は、こっち…」

　電気的な愛撫を続けるオモチャを乳首に固定したまま、航は今度は長細いバイブレーターを取り出す。胸への刺激で否応なく身体を火照らせていた夏希は、それが音をたててクネクネと動き出すのを見て、さらに頬を赤らめた。

「…あ…イヤ…ぁああ…」

　それはまず、むき出しにされた秘裂の奥で恐怖にすくみあがっている、ピンクの果実を掘り起こすように押し当てられた。頼りないほど弱い振動が、終わることなく執拗に、角度を変えて加えられる。

「うっ、ううんっ…ヤだ…やめ…っんんっ」

　必死で首を振る夏希を、航が熱っぽく見つめている。本当は、少しずつ感じ始めていることを見透かすような瞳に、夏希の心のどこかが、じんわりと蕩かされていった。

　バイブレーターの先端が、やや広い範囲を円を描くように這い回る。すでに固くしこり、柔肉の隙間から顔を出した突起の根元を、くすぐるように突かれると、

「あふぁッ！　くぅ…っ、ふぅぅ…」

　自分でも恥ずかしいほど、快楽に濡れた声が出てしまった。

「気持ちよくなってきた？　嬉しい！　恥ずかしい格好で、オモチャでいじめられてよがってる夏希ちゃん、すごく可愛い！　僕、あのお兄さんより、夏希ちゃんのこといっぱい気持ちよくしてあげるからね！」

　航は子犬が尻尾を振るような声をあげる。その表情を、一瞬、

　───可愛い…歪んでるけど、私のことをずっと思ってくれてた、可愛い年下の男のコ…

　そう感じてしまったとき、夏希の心はもう堕ちていた。




　航はもう一本、より太めのバイブを持ち出すと、艶めく緋色の入り口にあてがった。

「…や…大きい…怖い…」

「大丈夫…たっぷり馴らして、ゆっくりするから…」

　思わず甘えた声になる夏希に、かすめるようにキスすると、航はスイッチを入れる。

「はうぅっ！　…ア、ア、ア…！」

　女芯をくすぐったものとは比べ物にならない強烈な振動が、感じやすい部分をビリビリと震わせた。蜜壷の奥まで揺り動かし、悦びを目覚めさせるような感触に、夏希は首を仰け反らせてあえぐ。

　薬の効き目は少しずつ薄れていたけれど、もう抵抗する気はなくなっていた。

　航は初めてとは思えない巧みさで、バイブを軽く押し込んでは引き、秘裂の底を何度もスライドさせて夏希を煽る。

「んーっ、そこ…アウンッ！」

「気持ちいい？　ねえ、気持ちいいって言ってよ夏希ちゃん…」

　言葉と同時に、外側から体内を突き上げるように強く押し付けられ、

「ひんっ！　…ィ…いいっ、気持ちいいよぉ！」

　愛液をお尻の方まで溢れさせながら、夏希は叫ぶ。高い声にかぶせるように、航が手にしたものをグッと奥へ進めた。




「あぁーっ、はいっ…ちゃ…アッアアッ！」

　十分に馴らされたため、初めて経験する長大な玩具を、夏希は苦痛もなく受け入れていた。それどころか、一度絶頂の快感を知った蜜壷は、疲れを知らずに刺激を与え続けるバイブに嬉々としてからみつく。夏希の頭の中は大きすぎる快感で真っ白になり、

「いいっ、おっきいのイイッすごいっ、あっもっと奥、グリグリしてぇ…」

「夏希ちゃん、バイブ気持ちいい？　僕のバイブでイッちゃうの？」

「あぁはぁああん…バイブ気持ちいい…わ、わたる君のバイブでイくぅ…イッちゃうぅ！」

　自分が何を口走っているのかさえわからなくなっていた。

　バイブの大きな先端で子宮口を立て続けにノックされながら、激しく腰をグラインドさせて、夏希は達した。黒田とのときより大きな波が繰り返し押し寄せる。その中に、

　───もっと、もっと恥ずかしいこと、いっぱいして…！

　本能のままにさらなる悦楽を求める、淫らなもう一人の自分がいた。







「……夏希ちゃん、最近、雰囲気変わったよね？」

「そぉ？」

　黒田の突然の発言にドキリとしつつも平然を装う。

「前から、その、可愛いとは思ってたけどさ、今はすごく色っぽいっていうか…一緒にいる時、このコは俺の彼女だぞ！　ってアピールしてないと、誰かに取られそうな気がするんだ。ほら、この前だって俺がコインロッカー探してる間にナンパされてたろ？」

「やだ…あんなの、からかわれただけよ」

「次の週末は、絶対一人にしないからね」

「……ありがと……水族館、楽しみだね」

「うん……好きだよ、夏希ちゃん……」

「私も……」

　夏希は艶然と微笑して、囁くように言った。それから、通話が切れた携帯を放り投げた。

　あんな始まりだったのに、黒田との〝理想の恋人〟関係は順調に続いていた。大学の友達も、なれそめは知らないまま、イケメンで優しい恋人を羨ましがってくれている。

　───あんな始まりだったのに…

　夏希は遠い昔のことを思うように、航の顔を思い浮かべた。

　航との関係はなんというのだろう。セフレ？　ご主人様とスレイブ？　どれも違う気がする。強いて言えば、夏希の女を磨いてくれる究極の媚薬。黒田が言った通り、航との関係が始まってから、明らかに自分の身体は女らしくなったと思う。それは、どんな美容液やヨガやストレッチよりも効果があった。

　以前にも増して艶めく肌と、少し大きくなった気がする胸の双球を見せつけるように立ち、夏希は窓の前に全裸をさらす。

　航からもらったオモチャは十種類以上あった。その中から、最初のときにイかされた、お気に入りのバイブを選ぶ。

　期待にしこっている乳首からお臍へ、自分を焦らすようにバイブを這い回らせながら、夏希はあえいだ。

「ぁあ…ッ感じる…航君が見てるの、感じるわ…」

　目を閉じ、童顔の美少年の笑顔と、しなやかな指を思い浮かべる。二人はまだ、身体を繋げていなかった。引きこもりの少年は、玩具や手による快楽以上を求めてこないのだ。

　激しくうねりながら、バイブが柔肉に食い込んでくる。夏希はくだけそうな膝に力を込めて、痺れるような悦びを追いかける。

「はうっ…くぅぅ…イ…ッ、いいっ…」




　間近に迫るエクスタシーに向かって腰をゆらめかせながら、

　───もっともっといい女になって、もうすぐ私が航君を誘惑してあげる…。

　恍惚の中で、夏希はひっそりと微笑んだ。





イケない舌づかい～初彼の快感開発ＶＳ天才パティシエの悪魔の媚薬







　濃いオリーブグリーンの地に、黄金色の箔押しで記された「Ｇｒｉｍｏｉｒｅ」のロゴ。その下に、「桐きり原はら優ゆう一いち」と、オーナーパティシエの名が記されている。

　三み園その千ち春はるは、茶色のスモークガラスに覆われた薄暗い店内で、その名刺を受け取った。正面に小さなショウケースが置かれ、あとは客が二人も入ればいっぱいになってしまう店内には、焼き菓子の籠も、ラッピングの見本もない。

　不安を煽るようなエキゾチックな香りが漂う空間は、明るく華やかなスイーツショップのイメージから遠くかけ離れていた。




「グリモワール、というのは、簡単に言えば悪魔召還の秘技に関するマニュアルのことです」

　シェフコートに痩身を包んだ桐原は、自身も悪魔めいた青白い顔に、かすかな笑みを浮かべてそう言った。製菓に関わる者には珍しく、スラブ人を思わせる彫りの深い顔にも、胸前で組み合わせた長い指にも、贅肉のかけらもついていない。

「お菓子には、人を笑顔にする力がある…ということは、裏返せばそれを奪う力もある。大きすぎる歓びには、苦痛と響き合う瞬間があることと似ている…そうは思いませんか？」

「…は、はあ……」

　千春は曖昧な笑顔を浮かべた。正直、相手が何を言っているのかよくわからない。




　スーパーの事務職から、念願の製菓業界に転職して半年。良質のハーブやスパイスを、製菓会社やスイーツショップに卸す輸入会社で、初めて持たせてもらった営業担当先が「グリモワール」だ。

　営業日は週三日ほどで、しかも不定期。完全会員制で、どんな肩書きを持つ客も、一度に一種のケーキしか買うことができない。スイーツマニアの千春でさえ、その存在を知らなかった隠れ家中の隠れ家だった。

　営業部の上司は、「グリモワール」のオーナーが大手製菓会社の縁者であることを強調し、

「ここと繋がりができれば、御本家と取引できるようになるかもしれん。それに、あそこのオーナーパティシエは、変わり者だが腕は確かだ。将来、コンビニとのコラボ、なんて企画が実現した時に、ウチがハーブやスパイスを担当することになったら、三園さんにも特別ボーナスが出るかもな」

　そんな言葉で発破をかけた。

　しかし、目の前の男性は、コンビニとのコラボスイーツに情熱を燃やすタイプには見えない。どちらかと言えば、ギモーヴの悪魔やコンフィチュールの妖精を操って、人を幻惑しようとする錬金術師のようだ。




「道楽のようなものですが」

　薄笑いを貼りつけた桐原が、言葉を継ぐ。

「私は、誰もが毎日のおやつにつまむ、いわば無害なスイーツを作ろうとは思っていないんです。特別な日の儀式のように、魂に強烈な味覚体験を刻みこむ味。幸福をもたらすことはないのに、忘れられない快楽。許されない恋のように胸を焼く甘露。そういう味を、目指しているんですよ」

「…はい…」

　今度は明解な不審感を抱きながら、千春は無理に頷いた。

　スイーツは、人を笑顔にする。幸せな気持ちにするもの。それ以外の存在であるはずがない。あっていいわけがない。

　けれど。




　桐原の言葉に、誇張もハッタリもないことを、千春は思い知っていた。

　ついさっき提供された「グリモワール」の味を思い出すと、千春の背中を戦慄が駆け抜ける。

　オリエンタルローズとアニスの奔放な香り。ピンクペッパーの一種で鋭さを加えたドーム型のケーキの第一印象は、苦みさえともなっていた。

　ところが薄いジュレの下に、痺れかけた舌をたぶらかすように甘い、濃厚なフィグの層があった。単純なコンポートではない。舌には自信のある千春にも正体のわからない、複数の旨味がもつれあうように潜んでいた。

　食べ終わる頃には、胸の下にうっすらと汗をかき、視界に霞がかかるようだった。まぎれもなく、官能をかきたてられていた。

　───スイーツに、犯されてるみたい…こんな、こんな味が存在するなんて！

　自分の体臭に混ざる、ほのかな薔薇の残り香。それに気づいた瞬間、エクスタシーにも似た浮遊感に包まれて、千春はあやうく声をあげそうになった。




　そんな彼女の一部始終を無表情に見据えていた桐原が、

「三園さん、でしたっけ？　貴女は確かな舌と豊かな感受性をお持ちのようだ。私のささやかな主張をよくご理解された上で、協力していただけると信じていますよ」

　と、おだてるように言った。

　千春は何も言えず、受け取ったばかりのリストに目を落とす。もちろん正規の注文書ではなかった。桐原は千春に、少量ずつの〝サービス〟を要求したのだ。

　ジュニパーベリーやコモンセージといった一般的なハーブと並んで、アムラ、シャタバリなどの名前があった。インドの伝統的な薬草の一種だ。さらに、千春が聞いたこともない、学名らしき長いカタカナの文字がいくつか並んでいた。ひょっとしたら、幻覚キノコのたぐいかもしれない。




　人の感情をもてあそび、心の鍵を壊す、魔性の美味。

　───そんなことできません。私は、スイーツの幸せな魔法を愛してるんです！

　頭に浮かんだことをそのまま口にしてしまいがちな千春が、なぜか一言も発することができなかった。

　まともな挨拶も納期の確認もせず、逃げるように店を飛び出したことに思い当たったのは、その夜もとっぷりと更けた頃だった。




「……ゾクゾクするほど美味しいんだけど、自分が自分じゃなくなるような不思議な味でね、パティシエもすごく変わった人で」

「……オレ、甘いモンの話とかよくわかんないからさぁ」

　不安を鎮めてほしくて早口になる千春に、康こう介すけの返事はつれない。千春のキャミソールをまくりあげ、脇腹や胸のふくらみを撫で回すのに夢中だからだ。

「もう……ちゃんと聞いてよ……んッ！」

　抗議の声は、前触れもなく胸先の尖りをつままれて、喘ぎに飲み込まれてしまった。




　三園千春が、スーパー時代の先輩の紹介で渡辺わたなべ康介とつきあいはじめてから二年。

　初めての恋人。初めての、長くて息苦しくて、唾液が絡み合うような恥ずかしいキス。そして、初めての……。

　傷つきやすい花びらをほぐすように、優しく優しく抱いてくれたのが、遠い昔の思い出に感じられた。

　仕事で飲んできたからと、千春が腕によりをかけた料理も申し訳程度に手をつけただけ。それでいて、腹をたてて先にベッドに入った千春の横にもぐりこんでくると、うなじを吸いながら性急なタッチで仕掛けてくる。

「ねぇ…たまにはちゃんと話聞いてよ…っ」

　そうは言うものの、指の腹で突起の根元をこすられると、千春の身体は疼いて疼いてどうしようもなくなってしまう。

　康介が、そのように千春を開発したのだ。




「だから今聞いてるじゃん。続き言いなよ、ちゃんと聞くからさ」

　康介は暗闇の中でニヤニヤしながら愛撫を続ける。

　ヴァージンの女の子とつきあうのは初めてだった。最初の頃は、すぐに枯れてしまう繊細な花を育てるように、夢中になって構い続けたものだ。

　千春は、二十五才の今も未成年に間違われるほどの童顔だった。甘味好きにふさわしい、クリームのように甘い声。ケーキバイキングなどでは大の男もかなわないほどよく食べるくせに、肉付きの薄い、一見子供っぽい体型。それでいて感じやすく、快楽に流されやすい身体。

（ヴァージンのコとつきあうの、面倒かもって思ったけど、千春は当たりだったよな。仕事なんかやめて、一日中オレのことだけ考えててくれればいいのに……）

　心の中でそう呟く康介の満足感と独占欲は、股間にこもって猛々しい熱を帯びる。




　それを実際口に出したら大ゲンカになることがわかりきっていたから、康介はかわりに、千春がまともに口をきけなくなるまで焦らし抜いた。

　脇腹を撫で回しながら、片手の指先で女芯をくすぐる。同時に、小ぶりなヒップの谷間に剛直しきった半身をこじ入れ、秘唇の合わせ目をヌルヌルとこすった。

「だからあた、し、いま…担当の、お店が、あぁッ、ふ…ヤだぁ…」

「担当が、どう、したって？」

　左を下に横臥したまま、康介は息を切らして腰を使う。熱く潤った秘唇に剥き身を突き立てないでいるのは、彼にとっても苦しい〝おあずけ〟だったけれど、千春に泣き声を出させるのはたまらない快感だった。




「ふぁアッ、だめっ、先っぽ入ってるぅ…もっと…ちゃんと…」

「ははっ、もうオチた。千春はホントにコレに弱いな」

　康介は自慢の剛剣を誇示するように、コツコツと千春の入り口をノックした。その刺激に、千春が背を仰け反らせて腰を押し付けてくる。過敏な粘膜が、貫かれる期待にキュンキュンと収縮するのがわかる。

（もっと、もっとオレのことしか考えられないようにしてやるよ）

　康介は身体の芯を引きずりだされそうな快さに逆らって、千春から離れた。

「…え…？　どうして…康介ぇ…」

「欲しかったら、口でしてよ」




　小さめでぽってりした千春の唇を、康介の赤黒い怒張が犯していく。

「ふっ…ん…ング…」

　いつまでたっても慣れない息苦しさと生臭さに、涙がにじんだ。味覚も嗅覚も鋭敏な千春には、つらい奉仕だ。けれど康介はこれが大好きで、ことあるごとに彼女を追いつめては、口を開かせようとする。

　康介の執拗な前戯が、千春の心と身体をほぐすより、その舌と唇を陵辱するための手段であることに、彼女は薄々気づいていた。

　それでも、腰の奥で甘くくすぶる果実を火にかけられると、抵抗などできなくなってしまう。もっとドロドロに熱せられ、容赦なくナイフとフォークを突き立てられ、貪り食われることしか考えられなくなってしまうのだ。




　康介は、涙をにじませている千春の顔に見蕩れながら、柔らかな舌やふっくらした頬の内側に、感じる部分を擦りつけた。口が小さいせいか、テクニックがあるわけでもないのに、千春の口淫は最高だ。

　彼女が好んでしたがらないため、いつも強いて組み伏せるような雰囲気になるのもたまらなかった。

「千春…ッ！　そのうちオレら、結婚しような…っ！」

　康介は悦に入りながら、両手で掴んだ千春の頭を激しく揺さぶった。




　康介の思惑通り、千春は翌朝寝過ごしてしまった。

　情事のにおいが残るベッドから、千春がようやく身を起こした時には、康介はとっくに出社していた。

　ここ数ヶ月は、お互いの仕事が忙しくて、まともなデートもしていない。週に二回ほど、性感の余韻が二日酔いのように手足にからみつく、なんだか気の滅入る朝を迎えるだけだった。




　そんな日々を繰り返していたある日。

「三園ちゃん、ヤバいよその服。見えてる」

「え？」

「…キスマーク！　まぶたも腫れてるしさ。昨日ラブラブでした、って書いたタスキをかけてるみたいだよ」

　先輩の女子社員に指摘され、千春は真っ赤になった。寝坊したせいで、服装をチェックするどころか、きちんとメイクする余裕もなかったのだ。

「…そ、そんなんじゃ…あの…すみません」

「いやいや、顔は子供っぽいけど三園ちゃんだって大人のオンナなんだから、謝るようなことじゃないって。でも、そんなに仲良しなんだったら、早く結婚でもしちゃえば？」

　軽い調子で言われた言葉に、千春は思わず考えこんでしまう。

　結婚。康介と。

　そういえばこの間、行為の最中にそんなことを言われたような気がする。けれど、康介との今の関係が一直線に結婚に結びついているようには、とても考えられなかった。

　───だって、私は康介しか知らないのに、康介はたくさんの女の中から私を選んであげた、みたいな目で私を見るし。今彼と結婚したら、私、一生彼の思い通りに生きるしかなくなるんじゃないかな…

「…うまく言えないけど、なんか、そういう感じでもないんですよね…」

　そう答えた千春の、童顔に似合わない難しい表情に、先輩は驚いたように目を見開いた。




　───余計なこと考えてる場合じゃない！　仕事、仕事！

　漠然とした不満を振り切るように、千春は「グリモワール」に向かった。

　桐原に依頼されたハーブ類は、とりあえず全て揃っていた。しかし、事務的に発送するのは失礼な気がしたし、かといってもう一度あの店内に足を踏み入れるのもなんだか怖くて、ずるずると先延ばしにしていたのだ。

　電話の向こうで桐原は、

「ようやく心を決めて頂けたようですね」

　と、何もかも見透かすようなことを言った。




　あれ以来、淫らな夢の背景として時々現れる、薄暗い店内。

　今日はムスクを思わせる官能的な香りが、低い位置に淀んでいるような気がする。

　ショウケースの上に品物を広げ、鋭い目つきで検分していた桐原が、顔を上げて千春に笑いかけた。

「素晴らしいクオリティです。貴女にお願いして、本当によかった」

「そ、そんな……」

　康介の、子供やペットの機嫌を取るような笑顔ではなく、対等の仕事相手に向ける満足の表情だ。かすかに陰は残るものの、その笑顔は意外なほど暖かくて、千春はどぎまぎした。

「これらは通常、スイーツに使用されるハーブではない……それなのに、不審感を抱きながらも、妥協することなく品質を吟味してくださった。貴女のハーブに対する誠意と感性には、私も誠意を持って応えるべきですね」

　笑顔の名残を残したまま、桐原はケースの裏から大小さまざまな瓶を収めた大きなトレイを出してみせた。




「……それは、ハーブオイル、とかビネガーとか、ですか？」

　ピクルスを漬け込むような広口瓶にも、首の長細い小瓶にも、花びらや木片や小枝のようなものが詰まっている。桐原は満足そうに頷き、

「スピリッツに漬け込んだハーブ酒や、練り香状に精製したものもある。配合は、全て私のオリジナルです」

　そう言って無造作にひとつの瓶を取り上げて蓋を外した。とたん、先日千春を犯したスイーツの味と香りが、何倍も濃厚になって甦った。

「ああ……っ、コレ……」

「たとえば、ネトルというハーブには血行促進作用がある。ジュニパーベリーは関節を柔軟にするほか、子宮収縮効果があると言われています。インドのシャタバリは、ある種の女性ホルモンを活性化させるとか…風味の美しさをたもったまま、そうした効能のベクトルをそろえ、増幅し、精錬すると……」

　流れるような桐原の言葉が、千春の耳を素通りしていく。

　全身のありとあらゆる穴はもちろん、素肌そのものから、すさまじく官能的な香りが侵入してくるような気がした。










「まさに今、貴女が感じているように……」

　桐原が人差し指を伸ばし、千春の鎖骨の辺りをちょんと突いた。それだけで蕩けるような快楽の波が全身に広がり、顎が上がる。

「ひいッ!?」

「悦びの理想郷を造り出すことも可能になるのですよ」

「……ぁああ…な、なに……？」

　服の上から、鎖骨に当てた指を下に滑らされているだけなのに、千春は膝がガクガクして立っているのがやっとだった。さっきは暖かく感じた桐原の微笑が、今は悪魔の誘惑そのものにしか見えない。

「ケースに寄りかかってもかまいませんよ、貴女はハーブの神に愛されている、特別なひとですからね」

　そう言いながら、ケース越しに千春の手を握り、ショウケースにしがみつかせる。それから瓶の中身に指をひたすと、千春の背後に回り込んできた。




　長いシェフコートの中に千春を包み込むように覆いかぶさると、パティシエというより外科医のような手さばきで、千春の素肌を露出させていく。

「やっ、何してるんですか……ぁ、ちょっ、冷た……っ！」

　剥き出しにされたバストが、冷たいガラスに押し付けられるかっこうになって、千春は悲鳴をあげた。

「すぐに、気にならなくなりますよ」

　桐原は、ハーブオイルに塗れた指で千春の上半身をさらりとひと撫でした。すると、さっきの香りが熱を帯び、蒸されたように千春の肌をカッと火照らせた。桐原が言ったようにガラスの冷たさは心地よく、固くしこって疼く先端をこすりつけると、たまらない快感が湧きあがる。

「んはぁ……な、なんなの…こんな……？」

　桐原の冷徹な手は、さらに千春のタイトスカートをまくりあげた。

「私のハーブオイルの魔力……ここで、味わってみてください」

　千春の耳に口をつけてささやきながら、今までの刺激ですでに蕩けかけている谷間に、鮮烈な香りを送りこんできた。




「……くひィッ！」

　禁断のオイルが触れたとたん、ピンクの突起が倍にふくれたような気がした。

　───ふくれて、はじける……グチュグチュに、とかされちゃう！

　秘裂全体が熟しすぎたフルーツのように甘く崩れていく感覚。とろみと熱をすりこむように指先が踊るのに合わせ、千春の唇は理性のかけらもない嬌声を垂れ流す。

「ふぁっ、や……アはぁ、はんんッ」

「わかりますか？　貴女自身が、ハーブの力を何倍にも増幅しているんですよ」

　千春のうなじを舐め回しながら、桐原が言った。その声に、女王にかしずく臣下のような響きを感じとって、千春は恍惚となる。

「わ、わた、し……？　ッあ、私、イッ、もう、中が、奥がぁあ……」

　ショウケースに上半身をすりつけ、桐原に抑えこまれたヒップを揺すりながら、千春はもう絶頂寸前だった。

　桐原の指は二本に増え、千春の蜜壷の最奥まで芳香を届けるかのように、激しく抜き差しされていた。

「かまいませんよ、何度でも。この官能と快楽に全てを委ねて……」

「いィッ……クぅ……!!」

　エクスタシーの大きさを証明するように、秘泉から飛沫を散らしながら、千春は達した。

　同時に周囲の香りがいちだんと濃く、淫らに粘つくようになっていく。桐原は手首まで伝う千春の愛液を舐めあげ、うっとりした半眼になると、

「素晴らしい……私だけの、ハーブの女王」

　と、呟いた。




　熱い頬をショウケースにつけ、絶頂の余韻に浸っていた千春は、ふいに顎を掴まれてハッとなった。

　鼻先に漂うのは、最初に感じたムスクに似た香りだ。

　無理に目を見開くとごく近くに、隆々と勃ちあがった桐原の分身があった。

「ッ、いやぁっ！」

　康介に強いられた奉仕のつらさが甦り、千春は激しく顔をそむける。

「……気づきませんか？」

　誘うような声と一緒に、複雑な香気と粘りをまとった桐原の指が、千春の顎にかかった。その指に促されるまま顔を戻し、改めて目を向けると、細身で長めの肉柱全体に透明なジュレと白いクリームが塗りたくられているのがわかった。

「あ……」

　千春の童顔に、熟しきった女の欲情が差した。幼さと淫らさが甘さと苦さのように絡み合い、千春の奥底に秘められていた魅力が鮮やかに浮かび上がる。

　二種類の香りにそそのかされ、千春は生まれて初めて自らの意志で舌を伸ばしてそれに触れた。




　───苦い、けど甘い……でもそれだけじゃない……

　ひんやりしたジュレに、舌を愛撫されているようだった。粘つくクリームを尖らせた舌先でこそげると、かすかな塩気を帯びて熱く脈打つ皮膚が現れた。

　多彩な感触に、千春は幻惑された。思い切って口を開き、できるだけ奥まで含んで棒状の質感を味わう。口内の粘膜が、さっき達した部分に変化したように、甘美な悦びが後から後からあふれだしてくる。

「んんっ……ぢゅぷぅ、ちゅっ、ちゅぷっ」

　いつの間にか千春は夢中で舌を鳴らし、命じられもしないのに、リズミカルに頭を前後に揺らしていた。

「私の捧げ物は、お気に、召して、頂けましたか？」

　快感のあまり冷静さを失ったような桐原の声が、千春のプライドを快く刺激する。

　───このひと、本当に私を女王様のように思ってくれている……！

　千春は本物の女王のように驕慢な表情を浮かべ、上目使いで頷きながら肉の供物を貪った。

　根元の茂みや内腿の肌を愛撫すると、桐原は長い指を千春の髪に差し入れて、ゾクゾクするような官能的な声をあげた。やがて、桐原の分身はふとく血管を浮き出させ、芯の方からビクビクと痙攣が突き上げてきた。

　男の悦びの声を聞くのは初めてで、それだけで千春もふたたび達しそうになる。

「……あぁ……もう、いけない……貴女の尊い舌を汚してしまう……ッ！」

「いぃ、のよ、出ひてぇ……私がぜんぶ、飲み、こんであげうぅ……！」

　主従の逆転したような、倒錯的な快楽の中で、千春は桐原のものを思い切り吸い上げていた。




「美味しい……」

　唇の端から不思議な芳香を放つ精液の名残をしたたらせながら、千春は艶然と微笑む。

　桐原は、千春にのしかかられるかっこうで床に背中を接し、崇めるような目で彼女を見上げていた。

　全裸になった千春の全身からは、桐原のムスクと絡み合ってさらに深みを増した官能のハーブが匂い立つようだ。

「さあ、今度は貴女の悦びの源泉に、私の供物を鎮めてください」

　ふたたびジュレとクリームを塗り込んだ桐原の分身が、上から腰を落とす千春の秘唇を押し分けて、クチュリと音をたてる。性感を高めるハーブの成分を柔肉に塗り込むように、千春はいやらしく腰をくねらせた。




　康介の存在も、仕事や結婚のことも、すでに消し飛んでいた。

　全身が神秘の香りに溶けていくような快楽に身をまかせ、さらにハーブの秘術の奥底を味わうことしか考えられなかった。

　───だって私は、つまらないお嫁さんじゃなくて、ハーブの女王になるんだもの……！




「焦らさないで、早く……！」

　桐原が哀願の声をあげながら、両手で千春の腰を掴み、グッと引き下ろす。

「ぁああーーーッ！」

　千春は背を反らして悦びの声をあげ、

「ああっあっ、イイッ、美味しい……ッ」

　よがり泣きの涙を浮かべながら、官能の美味に溺れこんでいった。





イケない撮影会～初恋彼氏の社内エッチＶＳ軟派カメラマンの言葉攻め







「お姉ちゃん、出版社でバイトしてるって、マジ？　芸能人にインタビューとか、写真撮ったりしてるの？」

　三才下の花はな絵えが無邪気な声をかけてきた。

　ゆるい縦ロールに巻いた茶髪。長いつけ睫毛とピンク色に光る唇。相変わらず、雪絵とは正反対の、ファッション誌から抜け出たような格好をしている。

　雪絵はいつものコンプレックスに襲われて口ごもり、

「……そんなんじゃないよ。雑誌懸賞の応募葉書の整理をしてるだけ……」

「だよねー！　ママが、雪絵が編集者になったとか言うから、びっくりしちゃった！」

　花絵は高い笑い声をあげると、さっさと出て行った。

　さっそうとした後ろ姿に、雪絵は溜め息をつく。華やかで明るいけれど、無神経で人を小馬鹿にしたような言動が目立つ花絵が、子供の頃から苦手だった。

（でも、地味な仕事がお似合いっていうのは、その通りだし……）

　もう一度溜め息をつきながらリビングの時計を見ると、もう九時を回っている。

「やだ、私ももう出なくちゃ！」




　台車の上に、十個以上積み上げられたコンテナ。その全てに、封筒や葉書があふれそうなほど詰まっている。

（一日でこれだけの量を片付けるなんて、絶対にムリ！）

　最初は目眩がしそうになったけれど、三ヶ月ほど経つうちに、見ただけで大体の数が把握できるようになった。

「Ｋ出版」は十代向けのファッション誌やクロスワードなどのパズル雑誌を発行している中堅所の出版社で、一日に届く郵便物は、千通近くになる。雪絵の仕事は、資料室と呼ばれる窓もない小部屋で、その郵便物を雑誌ごとに仕分けし、各編集部に届けることだ。

「じゃあ飯泉いずみちゃん、今日の分もよろしくね。……後で様子見に来るから」

　雪絵の肩を撫で、耳許で囁くように板垣が言った。

　板いた垣がき篤あつ史しは大学時代のサークルの先輩で、Ｋ出版の営業職。卒業寸前になっても就職が決まらなかった雪絵とＯＢ交流会で再会し、このバイトを紹介してくれた人で──初恋の相手でもあった。

「……はい」

　雪絵は赤くなって頷いた。




　板垣は何かにつけて資料室に顔を出しては、コーヒーを奢ってくれたり、雪絵もタイトルを知っている雑誌の裏話を教えてくれたりして、気を遣ってくれた。大学時代そのままの快活さに加えて、ネクタイと腕まくりしたワイシャツの大人っぽい印象に、雪絵の淡い恋心はふたたび熱くなった。

「飯泉ちゃんは変わらないなあ。出版業界なんて水商売と同じでさ、見かけはハデでも信用できない奴ばっかりだから、大学時代の仲間と話してるとホッとするよ」

　地味で垢抜けない雪絵のコンプレックスを、さりげなくほぐしてくれるような言葉にうっとりした。

　だから、最初はさりげなかったボディタッチが、しだいにあからさまな愛撫に変わっても、抵抗なんてできなかった。




「飯泉ちゃんを抱きしめてると、癒されるんだ……」

　うなじに顔を埋める板垣にそう言われると、身体の芯が蕩けていきそうだった。

　卒業直前、酔った勢いで好きでもないサークル仲間と一度経験しただけの雪絵にとって、板垣の行為はまだ大きな快感には結びつかない。けれど…。

（私が先輩を癒してあげられるなら……）

　そう考えると、花絵や、他のもっと華やかな女達にも勝てる気がして、雪絵の心は満たされるのだった。

　熱い吐息と、湿った指先。板垣の執拗な愛撫を思い出すだけで、腰の奥がムズムズした。葉書を扱う雪絵の手は、つい滞りがちになってしまう。

　そんな彼女のふしだらな思いを見透かしたように、音もなくドアが開いて板垣が滑りこんできた。




「コラ、エッチなこと考えてたんだろ。目が潤んでるぞ」

「そ……そんなことないです……ッ」

　板垣はいつものように、パイプ椅子に座る雪絵の背中から手を回し、バストを撫で回してきた。シャツの裾をたくしあげられ、直接熱いふくらみを揉みしだかれる。

「ん……ふぅッ……」

「飯泉ちゃんのココは、本当に感じやすいね」

　板垣の含み笑いを背中に感じながら、雪絵は上半身をくねらせた。

　人と比べて貧弱な膨らみはコンプレックスの元だったけれど、それが実はとても感じやすいことを、板垣が教えてくれた。

「男にはさ、大きさより感度の方が大事なんだよ」

　小さな突起は、温かな指と唇に愛されると鮮やかな紅色に染まってキュンと硬くなる。甘い痺れがそこから全身に広がり、下腹に溜まって今にも滴りそうだ。

「ゴメン、今日は外回りで、あんまり時間がないから……」

　陶然としかけた雪絵は、板垣の焦った声で現実に引き戻された。




　埃っぽい資料室。葉書や封書が散乱する机。雪絵はその上に両手をついて立ち、お尻を後ろに突き出している。

　ジーパンと下着だけ膝まで降ろされた恥ずかしい格好で、同じ格好の板垣に挑まれようとしていた。

（立ったままなんて、そんな……）

　思わず振り返った雪絵の抗議を封じるように、板垣が唇を塞ぐ。

「や……」

　頬と顎をきつくねじられ、苦しさに眉を寄せた雪絵は男の嗜虐心をそそった。

　ふだんは目立たないのに、官能の火がつくと、その身体や表情は驚くほどセクシーになる。特に、今みたいに強引に責められる雪絵は、白い小鳥のようにはかなげで、板垣の股間を爆発しそうなほど昂らせた。

（俺が何をしても、雪絵は許してくれる）

　大学時代には気づかなかった雪絵の魅力に溺れながら、板垣は柔らかく甘いその口内を存分に蹂躙する。

「んんっ……ぁふぅ……」

　口の端から鎖骨にまで涎をこぼし、快楽と苦痛に瞳を潤ませて、雪絵は小さく喘ぎを漏らした。

　腕にも脚にも力が入らず、板垣の腕に支えられていないと床に崩れ落ちてしまいそうだった。

「……ね？　許して、くれるよね？」

　そんな状態で、板垣に唇を合わせながらねだられたら、もう頷くしかなかった。




　手足と同じように弛緩していた雪絵の女芯が、性急に突き入れられた瞬間、キリリと痙攣する。繊細すぎる部分は、心が感じるほどには熟しきっておらず、雪絵に身体が裂かれるような責め苦を強いた。

「はぅっ！　……っくゥゥッ！」

　顔を後ろにねじ曲げた苦しい姿勢で、雪絵は涙を零した。

「ゴメンね、俺に余裕がなくて……飯泉ちゃん、雪絵、泣かないで、ね……」

　声と同時に頬を伝う涙を吸われ、縮こまっていた股間の肉芽をやわやわとくすぐられる。体の奥を蹂躙する硬い凶器と、優しい愛撫のギャップに、雪絵の感覚はバラバラになってしまいそうだ。

「……ッ、だいじょう、ぶ……っですから、先輩……」

　唇を噛み、目に一杯に涙をためた雪絵の凄艶な表情に、板垣は息を飲む。たとえ止められても、我慢などできなかった。




　板垣は雪絵のしなやかな腰を掴み、ガクガクと揺すりながら欲情の塊を激しく抜き差しする。

　そのたびに机はギシギシと軋み、雪絵は黒髪を振って汗を散らしながら、切なげな悲鳴をあげた。

「やッ、あンッ、あぁあっ！」

「雪絵、好きだよ……愛してる……もうすぐ仕事も一段落つくから、二人でどこか行こうな、雪絵……っ！」

　熱に浮かされたような板垣の言葉が、愛される悦びとなって雪絵の秘所になだれこんでくる。きつくて苦しいのに、腰の奥がフワリと開いて、愛する男を迎え入れる準備をしているのがわかる。

「せんぱ、い……っ、私も、すき……好きィッ……！」

　けれど、準備が完全に整う前に、板垣は達してしまった。

　板垣が肉剣を引き抜く瞬間、雪絵は思わず目を見開くような快楽の予兆を感じたけれど、それが続くことはなかった。直後、雪絵は、ヒップに熱い雫をばらまかれ、そのまま机に突っ伏してしまった。




　大慌てで身繕いを済ませると、板垣は散らかった資料室を出て行った。

　出版社の営業職が忙しいのは、他の社員を見ていてもよくわかる。雪絵の勤務時間が終わる頃に、板垣がまだ帰社していないこともよくあった。土日も返上で、書店や納品先をかけずり回っているらしい。

（でも、いつも〝もうすぐ〟って言うだけで、先輩とは外でご飯を食べたこともない……）

　あんなに甘い言葉と行為で愛情表現をされているのだから、その上ドラマやマンガで見る恋人同士のようなデートを夢見るのは欲張りかもしれない。それでも、雪絵は寂しさを抑えることができなかった。




「本日分の郵便物です」

　片手を精一杯伸ばしてドアを支え、台車が通るだけの隙間を確保しようと悪戦苦闘しながら、雪絵は室内に声をかけた。

　編集作業の佳境らしく、パソコンに向かったり電話でどなりあったりしている編集部員達に、郵便配達のバイトを手助けする余裕はなさそうだった。

　そのとき、

「……今月号の○○ちゃんのメイク、超、超可愛かったんで、やり方教えてください……ねえ。シャシンの出来がいいだけだってのが、全然わかってないな。あいつの顔、吹き出物でボロボロだったんだぜ」

　後ろから大きな声がしたので、雪絵は飛び上がった。その拍子に力が抜け、閉まりかけたドアが台車にぶつかってガシャンと大きな音をたてる。

「ほらちょっと、皆ぁ、忙しいのはわかるけど、か弱い女のコがこんな重労働してるのに、放っておいたら可愛そうでしょ！」

　手にしていた葉書をコンテナに放り込むと、長身、長髪の男が、雪絵から台車を奪って室内に入っていった。




　雪絵は年齢不詳の男の後ろ姿を、あぜんとして見送った。ブラックレザーのパンツに先の尖ったヒールアップブーツ。いまどき珍しい格好だが、男の雰囲気には似合っている。

　編集部員達は苦笑しながら男の周囲に集まり、

「ひどいなヒロさんは。マジで今、手が離せないんですよ」

「余裕ある時は手伝ってるよね？　……ええと……」

　言い訳しながら、一人が困った顔で雪絵を見た。初日に挨拶してはいたが、雪絵の名前を覚えている者はいないらしい。

（どうせ顔だって覚えられてないんだから、仕方がない）

　雪絵は溜め息を隠して、もう一度名乗った。

「いずみ……飯泉です」

「いずみ、何ちゃん？」

　思いがけない合いの手を入れたのもさっきの男だ。近くで見ると、日に焼けた細長い顔には笑い皺が目立ち、二十代には見えない。雪絵のこれまでの生活では縁のないタイプだった。

「何ちゃ……て、下の名前ですか？」

「この人ガイジン気取りだからさ、誰でもファーストネームで呼ぶんだよ。良い年してキモイでしょ？」

「バカ言ってんじゃないよ、親しくなるには名字より名前だろ。で、何ちゃん？」

「ゆ……雪に絵って書いて、ゆきえです……」

　自分とは別世界の住人と思っていた者達から親しげに話しかけられ、雪絵はすっかり戸惑ってしまう。

　ヒロさんと呼ばれた男は満足そうに頷き、

「雪絵ちゃん……きれいな名前だね。よし覚えた。よろしくね」

　と、手を差し出してきた。

　自分の名前をそんなふうに言われたのは初めてだった。




　それがきっかけで、雪絵とその編集部の距離は、ずいぶん近くなった。

　親しくなった編集者によれば、例のヒロさんと呼ばれていた男の名は、東とう条じょう浩郎ひろおというそうだ。Ｋ出版専属でグラビアやプレゼント商品などを撮影する、社カメと呼ばれるカメラマンだという。

「根は真面目で嘘つかないし、いい人なんだけど、女好きで手が早いって噂だから、雪絵ちゃんも気をつけた方がいいよ」

　そう言われても、雪絵は苦笑いするしかなかった。

（私なんかに興味を持つほど、ヒマそうな人には見えなかったわ……）




　そんなある日、雪絵はＫ出版のエレベーターで東条と再会した。配達を終え、空のコンテナを積んだ台車をよけながら乗り込んできた東条は、

「これから地下のスタジオでブツ撮りなんだ」

　と、親しげに話しかけてきた。

「ブツ撮り……？」

「雑誌のプレゼントページに載せる商品の写真を撮るんだよ。雪絵ちゃん、今忙しくないんだったら、ちょっと覗いてみる？」

　ちょうど昼休みにさしかかる時間だった。少し迷ったが、東条の屈託のない笑顔と、自分の名前を覚えていてくれたという嬉しさから、雪絵はつい頷いてしまった。




　重いドアの向こうは、二十畳近くありそうな広い空間。ライトスタンドや、何に使うのかわからない機材が乱雑に置いてある。

　東条は雪絵に機材の説明をしながらテキパキと準備を進め、化粧品やアクセサリーを並べて、手際よく撮影していった。雪絵はいつしか、初めて見るプロの仕事ぶりに見蕩れていた。

「疲れちゃった？」

「あ、いいえ……プロの方って、凄いなあって……」

「俺なんか全然、自己流でいい加減にやってるだけだよ。元々ここの編集部員だったんだけど、可愛い女のコの写真が撮りたくて、ワガママを通させてもらったんだ。でも、世の中そんなに甘くないよね。最近じゃ、こんな雑貨を撮る仕事ばっかりで……あ、そうだ、雪絵ちゃん、今度モデルになってよ」

「そんな、私なんか……」

　東条の軽口に困惑した雪絵は、眉をひそめてかすかに笑った。その表情に、板垣を夢中にさせたはかなげな艶が、一瞬浮かんだ。

　東条は少し驚いたような目を向けた。

「そんなことないよ。〝自分なんか〟って思ってるコは、自分の魅力を知らないだけ。たとえばね……」

　雪絵の肩を押して、壁際に連れて行く。

「胸を反らして、顎引いて、肩とお尻を壁につけて立ってごらん。そう、その姿勢。うん、三割増しで美人さんになった」

「え……あの、ちょっと、苦しい、です」

「我慢、我慢。この黒髪もきれいだけど、毛先にちょっとシャギーを入れたら、もっとバランスがよくなるんじゃないかな」

　東条は巧みな言葉で雪絵を乗せ、壁に沿って立つ彼女の髪をいじりながら、

「……ッ！」

　すばやく雪絵の唇を奪った。




　一瞬呆然となった雪絵は、慌てて東条の胸に手を突っ張り、突然のキスから逃れようとした。

　東条はその頼りない手首を掴み、

「急にゴメンね……でも、雪絵ちゃんは本当に魅力的だよ。俺、見た目をきれいに作ってる女のコはいっぱい見てきたけど、君みたいに、何も盛ってないのにドキドキさせてくれるコは、初めてなんだ……」

　熱い囁きに、雪絵は目の前に霞がかかったような気がした。女好きという噂を取り繕おうともせず、ストレートな言葉を重ねる東条への、愛しさのような不思議な感情がこみ上げてくる。

　そんな雪絵に、東条は再び唇を重ねる。

　頭を壁につけていたので逃げることもできず、雪絵は初めて板垣以外の男の舌を受け入れていた。唇を噛み、上顎を舐め回す丁寧な愛撫に、膝の力が抜けていく。

（私、どうしちゃったの!?　つい最近知り合ったばかりの人にあんなコト言われて……こんなコトされて……抵抗できないなんて！）

　雪絵は思わず東条の腕にすがり、切なげに男を見上げた。東条は、垣間見た艶っぽさがあふれる表情に我を忘れ、

「あ……その顔、すごい色っぽい。たまんないよ」

　雪絵を強く抱きしめ、うなじに鼻先をこすりつけた。

　強ばって震えていた雪絵の腕が、やがておずおずと男の背に回されていった。




　東条が撮影用のテーブルの背景にかかっていた白いロールカーテンを引き上げると、縦二メートル以上の大きな鏡が現れる。

　雪絵をその前に立たせると、背後からブラウスのボタンをはずしていった。

「やだ……こんなの、恥ずかしい……」

「それでいいんだよ、恥ずかしいとか、ちょっと怖いとか、いろんな感覚を味わえば味わうほど、雪絵ちゃんはきれいになっていくんだから」

「うそ、そんな……ッ、あっ！」

　鏡に映る自分を見たくなくて目を閉じる雪絵は、さらけ出されたバストに東条の指先を感じて思わず声をあげる。おののきに硬く尖った先端を転がされ、そこは否応なく悦びに目覚めていった。

　同時に、スカートの下に入ってくる掌を感じる。優しく揉むように撫でながら、内腿を目指す東条の手を、拒むことができない。

　下半身に力が入らず、背後の東条にもたれかかった雪絵は、ますます男の愛撫を許す格好になってしまった。




　雪絵の秘唇にクチュクチュと指をからませながら、

「……すごくエッチで、きれいだから……目を開いて、雪絵ちゃん」

　東条の言葉はまるで魔法の呪文だ。おそるおそる目を開くと、一灯だけともされたライトの光に、ほとんど全裸を晒した自分の姿が白々と照らされている。

　頬と首許をほんのり紅く染め、男の骨張った手に乳房を嬲られている女体は、自分自身とは思えないほど淫らで……信じられないほど美しかった。

「ね？　すごく、きれいだろう？」

　うなじに息を吹きかけ、東条が秘唇の奥に指を進める。視覚と感覚の両方から受ける刺激に、雪絵の全身の血は沸騰しそうに熱くなった。鏡に映る艶めかしい女の股間は、男の指に輝く雫をしたたらせている。

「あぁ……うそぉ……」

　喘ぐ雪絵の肩に、ひやっとした物が乗せられ、次の瞬間、バシッと強烈な光が鏡に反射した。東条が、雪絵の肩にカメラを乗せて、フラッシュを焚いたのだ。

「ひっ!?」

「大丈夫、ポラロイドだよ。雪絵ちゃんがどんなにきれいかっていう、証拠をあげる」




「……あふっ、あァッ、ダメ、もうだめ……」

　雪絵は鏡と向き合ったまま、椅子に腰掛けた東条の膝に座らされていた。すっかりくしゃくしゃになったブラウスとスカートが腰に引っかかっているだけで、ほとんど素肌を晒している。

　そして、大きく開かされた両脚の間には、東条の怒張が、ずっぷりと嵌め込まれていた。

「なに？　なにがダメなの？」

　東条は雪絵の蜜壷を甘く熱く掻き回しながら、耳たぶを噛んで囁く。

　板垣の強引な抜き差しと違い、柔襞を少しずつ広げられるような刺激に、雪絵のそこは蕩けきっていた。

「め……目が、チカチカしてッ、ンッ、ああっ、溶けちゃう…っ！」

　雪絵を責めながら、東条は何度もフラッシュを光らせた。そのたびに雪絵の肌は熱く火照り、性感が研ぎすまされていくのだ。

「溶けそうなのは、目だけ？　ココは？」

　笑いを含んだ声で言うと、東条は雪絵に埋めた分身を、クイクイと揺すりあげる。

「ひんんッ！」

　涙声でしゃくりあげる雪絵があまりにも官能的で、ついに東条はカメラを放り出した。

「君は最高だよ、雪絵ちゃん！」

　片手で雪絵の胸を揉みしだきながら、右腕一本でその腰を支え、熱い女芯を繰り返し突き上げる。

　雪絵の身体の奥底から、今まで感じたことのない激しい昂りがせり上がってきた。

「あっクウッ！　あぁッ……ソコも、ソコも溶けちゃう……ぁあ、アアーッ……」

　絡み合う二人の周囲には、暗く沈んだ背景の中、白い裸身を輝かせた雪絵の写真が、何枚も散っていた。




「お姉ちゃん、なんか変わった？」

　花絵が不思議そうな顔を近づけてきた。

　東条に言われた通り、毛先にシャギーを入れ、姿勢に気をつけるようになった雪絵は、見違えるように雰囲気が変わっていた。ハデではないが、しなやかで優雅な色香が全身から立ち上るようだ。

「……別に、何も変わってないよ？」

　控えめな笑顔なのに、花絵はちょっと気後れさえ感じてしまう。

「あ、私、今日バイト先の飲み会だから遅くなるって、ママに言っておいてね。じゃあ、行ってきます」

　顎を引き、背を伸ばして雪絵は外に出た。

　飲み会の主催は東条だ。

　それを知った板垣は、

「そんな飲み会行くな！　あいつは女ったらしで有名なんだぞ。俺の雪絵をあんな奴に盗られたくないんだよ」

　と騒いだが、雪絵はもう先輩の顔色をうかがおうとは思わなかった。東条とのめくるめく体験の後では、板垣の身勝手さや不誠実さがよく見えるようになっていたのだ。

（私、自分が傷つくのがイヤで、先輩の言葉にすがってただけなんだ……）

　そう思い切ると、なんだか身体が軽くなった気がする。




　そんな雪絵の周囲で、〝最近急にいい女になってきたバイトのコ〟を巡って、編集部員の間に密かな争奪戦が起き始めていたことを、彼女はまだ知らなかった。





イケない痴漢車両～正義の王子熱烈奉仕ＶＳ美声車掌とフェチ愛







「……ドアが閉まります。電車、混み合いましてご迷惑をおかけいたしますが、ドア付近にお立ちのお客様はお荷物をお引きになり、車両中央にお詰め合わせください。町立病院行き、発車いたします」




　───あのひとの、声だ！

　電車が揺れた拍子に上げた片足を、降ろす隙間もないほど混み合った車内で、栞しおりはひそかに胸を高鳴らせた。




　たいていの車内アナウンスは、聞き取りにくい鼻声で語尾を不自然に伸ばす、独特の口調だ。

　けれど時折、通勤ラッシュまっただ中の電車に、低いけれど明瞭な、背中がゾクゾクするような声が流れることに、栞は気づいていた。

　最初に聞いた時は、そんなはずもないのに耳許で囁かれたような気がして、思わず顔を上げ、周囲を見回してしまった。不審顔のサラリーマンと目が合った時の気まずさを思い出して、栞はそっとうつむく。

　───あんなにステキな声なのに、他に誰も気にしてる人がいないなんて!!

　と、憤慨する栞は、親しい友人から〝声フェチ〟とからかわれることが少なくない。




　洋画は吹き替えで観るのが好き。たまに夜更かしした時など、深夜放送のアニメキャラが発する美声に聞き惚れてしまうこともよくあった。現実離れした、キラキラした絵柄が苦手でさえなければ、いわゆるオタクになっていたかもしれない。

　初恋の人も、三年前に別れた恋人も、最初に好きになったのは声だった。

　でも、うっとりするようないい声が、汚い悪態や露骨な淫語を放つのを聞いた瞬間、想いはいつも冷めてしまうのだ。そんな体験を、栞はもう三回ほど繰り返していた。

『声だけがオトコの魅力じゃないでしょ！　そんなこと言ってると、カレシいない歴三年を超えちゃうよ！』

　歯に衣着せない友人の言葉を思い出し、栞は小さく溜め息をつく。

　───二十五才のクリスマスも、女子会で終わっちゃうのかなあ……。

　その時、栞は自分の溜め息より小さな、けれどずっと熱い吐息を背後に感じた。




　電車が出発した瞬間から、イヤな予感はあったのだ。

　素敵な声の〝あのひと〟のおかげで忘れかけていた感触が、急に鮮明になった。

　誰かのバッグの角が当たっているだけ。そう信じようとしていたのに、指先としか考えられないモノが、尾てい骨の上辺りから、ヒップの割れ目にかけて、じりじりと往復している。

　気づいた瞬間、栞の身体の奥から言葉にできない苦みと、不快な汗がこみ上げてきた。

「……ッ……」

　歯を食いしばり、身を捩ろうとして、栞はさらに大きなショックを受けた。

　ＥカップとＦカップの間で、いつもどちらのサイズを選ぼうか悩まされる、栞にとっては大きすぎて厄介なバスト。今日も周囲の乗客の腕や背中に押され、ギュッと中央に寄っているそのふくらみが、下から、トン……トン……と、ゆっくり小突かれていたのだ。




　───やっぱり……痴漢！

　栞にとってその恥辱は、初めての体験ではなかった。通勤と帰宅ラッシュの数時間以外はいつもガラガラの、地方都市の単線電車とはいえ、痴漢は出る。バストのせいか、小柄で大人しそうな雰囲気のせいか、栞は痴漢の標的にされることが多かった。

　目眩に襲われ、栞は一瞬、自分がどんな状態でいるかわからなくなる。

　必死で周囲を見回すと、つり革を掴む右手は、前後左右に密集する乗客の腕に囲まれて、動かすことができなかった。バッグを抱えた左手は、拳が唇の辺りで固定され、どんなに力を入れても降ろす隙間を見つけ出せない。痴漢に遭うのはいつもそういう状況の時だ。




　そんな栞を、無抵抗のいい獲物と解釈したのか、痴漢は一気に大胆になった。

　胸を襲う指が、大きな掌になってむっちりしたふくらみを鷲掴んだ。捏ねるように揉まれ、同時に敏感な突起を押しつぶすように、グリグリと押される。

　さらにヒップをそろそろと撫で回していただけの指が、一気にコートの裾をまくりあげた。薄手のスカートの上から、後ろの恥孔の在処を探るように、グッグッと突撃を繰り返してくる。

　───やめて、ヤだァ！　……やめてくださいって、言わなくちゃ、おおきな、声で…アッだめっ！　……お尻……に……食い込ませないでェッ！




　しかし、パニックに陥った栞は、実際はうつむいて細い喘ぎを繰り返すばかりだった。

　電車の揺れに逆らえない振りをした痴漢は、今や栞の背中にぴったり貼り付き、豊満なバストと張りのあるヒップを思う存分もてあそんでいた。

　指でいじめられている部分のさらに奥、必死で閉じ合わせた腿の間に、痴漢の足がねじ込まれる。今までの恋人にだって、こんな強引には触れさせたことのない花芯に、顔もわからない男の剛直が、ゴリゴリと押し付けられた。

　恐怖と嫌悪。そしてその奥底から沸き上がる、お漏らししてしまいそうな奇妙な感覚。栞の腰が、無意識にムズムズと動く。動いてしまう。

　快感なんかじゃない。それなのに、この卑劣な男が引きずり出そうとしている淫らな反射を、止めることができない。

「……ふゥ……ッ、くふぅぅ……ん」

　栞は大声をあげるどころか、自分の中指を噛んで悲鳴をこらえなくてはならなかった。

　───もういやッ、おかしくなっちゃうゥ…誰か助けて…

「……た……」




　必死の思いで振り絞ったささやきに、

「間もなく■■大学前です。右側のドアが開きます。ドア付近のお客様は降りるお客様のために、一旦降りてお待ちください」

〝あのひと〟の声が重なる。

　その明瞭で冷静な声が、栞に不思議な勇気を与えてくれた。

「たっ、たすけ、て、くださいっ！」

　栞は無我夢中で声を高めた。

　減速する電車の中で、逆方向に引っぱられる乗客の立ち位置がわずかに変わる。その隙に、目を閉じたまま痴漢の手首を掴み、高く差し上げて、

「この人、ち、痴漢ですっ！」

　そう叫んだ声が、何故かふたつ重なった。




　───どういうこと？

　おそるおそる目を開いた栞の前に、周囲の客が迷惑そうに身を引いた空間ができていている。その真ん中には、背広姿の若い男。

　困惑しきった表情の男は、栞に掴まれていない方の手で、ずんぐりした中年男の腕を掴んでいた。目を泳がせる中年男の腕は、栞の背後から伸びている。

　───じゃあ、痴漢は……。

「あの、俺じゃなくて、こっちの人が犯人……なんですけど……」

　栞の心を読んだように、長身の若い男はそう言った。ちょっと高めの声は、栞の好みから外れていたが、おどけたような明るい口調は悪くなかった。




　電車のドアが開くと、すし詰めにされていた乗客達が、ホームにあふれ出た。

　人並みに逆らって、栞と痴漢を捕まえた男は、電車のドアから半身を乗り出した車掌に近付いていく。

「このおじさん、痴漢なんですよ。被害者はこちらの……」

「あ、はい、私です。一瞬勘違いしちゃったんですけど、後ろから……その……触られてたんで、間違いないと思います」

　車掌は栞とあまり変わらないくらい小柄だった。〝草食系〟というのがぴったりの、穏やかな顔立ち。

「……悪質な痴漢ですか……それは、まことに申し訳ありませんでした。私はこの車両の車掌で、木き崎ざきと申します。詳しい状況をお伺いしたいので、もうしばらくお待ちください」

　薄い唇から、栞をクラクラさせるあの声が淡々と流れてくる。

　───あのひと、だ！

　深々と頭を下げる男を、栞はうっとりと見下ろした。

　───痴漢に遭ったのは最悪だけど、あのひとの名前と顔がわかったんだから、今日はラッキーなのかも……。




　木崎が一度車内に引っ込むと、間もなく、

「お客様にお知らせいたします。ただいま、車内に急病人が発生しましたため、しばらく停車いたします。お急ぎのところご迷惑をおかけいたしますが、ご乗車のままお待ちください」

　落ち着いたアナウンスが聞こえた。

「へえ、こういう事件が起こった時って、急病人とか言ってごまかすんだ……勉強になるなあ」

　のんびりした声に驚いて顔をあげると、背広の上でニコニコしている顔と目が合った。

「ひどい目に遭ったね……もう大丈夫？」

　屈託のない笑顔にドキッとしながら、栞はぺこんと頭を下げる。

「あ、ハイ……あの、さっきは勘違いしちゃってすみません。ホントにどうも、ありがとうございました！」

「とんでもない。真ん前に立ってたのに、音楽に気をとられて気づくのが遅れて、こっちこそゴメンね。俺は生いく田た隆たか美み……えっと、君は？」

　男の口調の明るさと爽やかな気遣いに、栞は胸をときめかせながら名乗り返す。

「有あり本もと……栞です……」

　───今日って、ホントにすっごくラッキーなんじゃないかしら……。

　栞は、足元がふわふわするような気分でそう思った。




　生田は、偶然にも栞の勤め先と同じブロックにある会社のサラリーマンだった。

　痴漢騒ぎが縁で名刺交換をした生田からは、その日のうちに事件の経過を訊ねるメールが来た。そして何度かメールをやりとりした後、その内容はすぐにデートの誘いに変わった。生田の明るさや、ストレートな感情表現はひどく新鮮で、栞の声に対するこだわりを忘れさせてくれる。

　だから、何度目かのデートの後、

「本当はね、あの時、もっと前からヤバイなって気づいてたんだけど、栞ちゃんをまともに見たら、俺もヤバくなっちゃうんじゃないかと思って……ごめん、ちょっとの間、わざと、目をつぶってた！」

　腕を絡ませ、ほろ酔いで歩いていた夜道で、いきなり告白された時も、腹は立たなかった。

「……それって……」

「好きだよ、栞ちゃん！」

　長身の生田は、両手で栞の顔を仰向かせると、覆いかぶさるように唇を重ねた。

「……ん」

　どこかでこうなることを予期していた栞は、一瞬苦しそうに目を細めたが、拒まなかった。ジェルでツンツンと立てた生田の髪の毛の向こうに、細い冬の月が見える。

　キスが深くなってくると、栞は自ら背伸びして唇を開きながら、そっと目を閉じた。

　───もう、声フェチは卒業かな……。




「……ヤ……ッ！」

　硬くて大きな男の掌にバストを包み込まれた瞬間、栞は思わず咎めるような声をあげてしまった。

「ゴメン、痛かった？　もしかして、初めてとか……？」

　フットライトだけが灯る薄暗い部屋で、生田がすまなそうな声を出す。生田のワンルームマンションは清潔で、きちんと片付いていた。

「違うの……違うんだけど……」

　自分の胸の上にある生田の手に手を添えて、栞は首を振った。栞を襲ったのは痴漢体験のフラッシュバックだった。乱暴な、粘り着くような指。容赦なく弄ばれ、自分の意志に関わりなく昂らされていく惨めな身体……。

「……電車の、思い出しちゃった……？」

　カンのいい生田の言葉に、栞はコクンと頷く。生田は胸に乗せた手を栞の頭に移し、優しく撫でてくれた。

「怖かったんだね……大丈夫？　今日はやめておこうか？」

「ううん、大丈夫。生田さん、優しいから」

「……栞ちゃん！　好きだよ！　俺、誰よりも大事にするから！」

　生田は感激した口調でそう言うと、栞に覆いかぶさった。




　生田の丁寧な愛撫で、栞の記憶と身体はすっかり蕩けていた。

　ふんわりと盛り上がったその中心に顔を伏せ、生田は止めを刺すように舌を使う。

「あっ、そこ、もッダメ……ぁあんっ」

　鮮やかなピンクの裂け目の先端に顔を覗かせる敏感な女芯の根元を、生田は尖らせた舌先で執拗にくすぐるのだ。同時に、栞の秘唇の奥に潜り込ませた指で、女芯を裏側から引っかくように刺激される。

　生田は強烈な快感で、栞の悪夢を洗い流そうとでもしているようだった。

「いいんだよ、何回でもイッて……イキまくって忘れちゃいなよ……」

　栞はあまりの悦びに何度も潮を噴いて達していた。涙と涎でぐちゃぐちゃになった顔を振りながら、ひたすら喘ぐばかりだ。

「ふあぁっ、やん、やんッ、またイク、またイクぅううッ！」

　内腿と足先をビクビクと突っ張らせ、達している最中にも、生田の指は止まらなかった。甘酸っぱい絶頂感に、スパイスのようにピリリときつい刺激が加わって、栞は意識が吹っ飛びそうになる。痙攣が激しくなり、栞の腰がカクンカクンと上へ突き上がる。

「ひぃぃッ、も、お願い……感じすぎて苦しいの、お願い、お願いィッ！」

「わかった……ひとつになろうね、栞……」

　生田は満足そうな囁きを落とすと、一転して壊れ物を扱うような慎重さで、栞の中に入ってきた。




　逞しい律動に合わせて、大きく開かれた栞の足がゆらゆらと揺れる。

　秘唇を突き上げるのと同じリズムで、ゆっくり胸の柔肉を揉まれると、温かな海に浮かぶような快感だけを感じることができた。

　さっきまでの、苦しいほどの絶頂とは違う、愛に満たされるようなエクスタシーの予感が来る。

「あぁぁ……、生田さん、生田さぁん……」

　甘えるように男の名を呼びながら、栞は全身の緊張を解いて、悦びに身を委ねていった。




　生田のアドバイスもあり、身体の線が出ないよう、コートをダウンジャケットに変えて通勤するようにしてから一ヶ月ほど後の夕方。

　栞は、町立病院駅コンコースの『職員以外立ち入り禁止』のドアが開き、小柄な男が出てくるのを見かけた。

「！　……木崎さん！」

　自分で思うより大きな声が出ていたらしく、木崎は驚いたように顔を上げる。栞に気づくと、一瞬目を見張ってから、はにかむような笑顔を浮かべた。

　───ヤだ、声だけじゃなくて笑顔もいい感じ…！




「あ、有本さん、でしたっけ。その節はどうも、ご不快な思いをさせてしまって……」

　頭を下げかける木崎を遮り、

「いえっ、もういいんです！　痴漢はちゃんと捕まったし、他に起訴する人が何人もいるから、私はもう関わらなくていいことになったし……隙を見せないように、ホラ、上着も変えたんですよ！」

　栞はダウンの両袖を伸ばして見せた。

　普段は内気なのに、自分よりシャイに見える木崎の前では、何故か快活に振る舞うことができる。

「いい対策ですね……あのコートも可愛かったから残念だけど……っ！　すみません！」

　眩しそうに目を細めながら答える木崎は、途中で下瞼を赤くして口ごもった。

　栞もつられて赤くなる。

　───ピンクベージュのＡラインのコート、すごくお気に入りだった……チラッと見ただけなのに可愛いって、思ってくれてたんだ！

「あの、あのっ、今、お仕事終わられたんですか？」

　甘く弾けそうな気分をごまかそうと、栞は早口で訊ねた。違う話題になってホッとしたように、木崎は、

「午前中に終わったり、今ぐらいに終わったり……担当車両の運行予定に応じて毎回変わるんですよ。僕ら車掌はそれでも、運転士みたいに三十時間も拘束されることはないんですけど」

　車内アナウンスで聞くより慌てた口調で返す。少年っぽい勢いが加わった声は、一層魅力的だった。




　立ったまま車掌や運転士の仕事について熱く語っていた木崎が、我に返ったように栞を見る。

「す、すみません。長々と無駄話を……」

「そんなことないです！　私、毎日この電車で通勤してるけど、知らなかったことばっかりで、すごくあの、面白いです！」

「……本当に？」

　自信のなさそうな、でもひどく嬉しそうな声を聞いて、栞は耳からトロトロと全身が蕩け流れてしまうかと思った。

　───どうしよう、私、やっぱり木崎さんが……木崎さんも、好き……！




　生田は申し分のない恋人だけれど、明るく行動的な人間にありがちな、大雑把で鈍感な一面を持っていた。

　不満、と言えるほど育っていないかすかな違和感を、木崎の繊細で豊かな声が癒してくれたような気がする。列車や機械の話はよく理解できないけれど、木崎の声で語られると、不思議と親しみが感じられた。

　だから、木崎がおずおずと、

「またこっちの方で乗務が終わったら、連絡したいのでメールアドレス教えて頂いてもいいですか？」

　と言い出した時、つきあっている人がいる、とはどうしても答えられなかったのだ。

　栞は生まれて初めて味わう後ろめたさを感じながら、木崎と携帯アドレスを交換していた。




　ちょっと強引だけど、優しく頼もしい生田。淡白で控えめだけど、静かに癒してくれる木崎。

　栞にはどちらかを選ぶことなんてできなかった。

　そして、何度も何度もためらって、言い出せないままにデートを重ねてきた木崎がついに、

「今日、夜、あの……僕と一緒にいてもらっても、いいですか？」

　と切り出した夜、危うい三角形が始まることを承知で、頷いてしまった。




「本当に、僕なんかと、その、いいんですか？」

　頷かれたことが信じられないように目を見張る木崎に、栞は微笑みかけた。

「私ね、木崎さんの声だけは、ずっと知ってたの。通勤中の車内放送で、すっごく素敵な声の人がいる、って気づいてから……」

〝君、かなりマニアックだよね〟そう言って遠ざかっていった男もいたのに、栞はずっと抱いていた思いを、素直に口に出すことができた。

　木崎は気味悪がるどころか、頬を赤くして頭を掻き、

「上司に注意されたりもするんですが、僕、いかにも車掌っぽい喋り方が苦手で……そんな風に思ってもらえてたなんて、なんか……」

「……痴漢に遭って、どうしようもなくなった時、木崎さんの声が聞こえたから勇気が出せたんですよ。私、たぶんずっと、木崎さんの声が……」

　好きだったんです、と続けようとした栞は、ふいに木崎の胸の中に抱き込まれた。あまり身長差のない木崎の顎が、栞の肩に乗っている。

「有本さんにとっては声だけだったかもしれないけど、僕にとって有本さんは、最初から完全な、素敵な女の人でした……今はきっと僕の方が、有本さんを好きだと思います」

　想いのこもった、低く澄み渡る冬の夜空のような美声。いつもははっきりした物言いを避ける木崎が、顔を合わせていないせいか、きっぱりとそう言う。

　栞の背筋に震えが走った。




「……あの、気持ち悪くないですか？　僕、そのう、あんまり、女の人とつきあったりしたことなくて……」

　木崎の薄い唇が、栞の首元や鎖骨の上を這い回りながら囁く。

「ううん……すごくドキドキ、してる……」

　拙い愛撫より、肌をかすめる木崎の声そのものが最高の媚薬だった。

「だから……何か、言って……もっと」

「有本さん、やわら、かくて……すごく、甘い……甘いよ……」

　左右の胸のふくらみを真ん中に寄せ、期待にしこった小粒を交互に口に含みながら、木崎が喘ぐような声を漏らす。

　栞はもっともっと、木崎の切羽詰まった声が聞きたくてたまらなくなった。

　さっきから栞の腿の間を突き上げて、欲情を主張している木崎の分身をそっと握り、

「木崎さん、あの、わ、私からしても……いい？」

　ぎゅっと目を閉じて一息に言う。そんな大胆な台詞を、自分が口にする日が来るとは思わなかった。

　返事がないのでおそるおそる目を開くと、木崎もぎゅっと目を閉じたまま、コクコクと頷いている。

　───木崎さん、可愛い……。

　栞は、今は不思議と重く感じないバストを揺らしながら、ベッドに座る木崎の股間に顔を近づけていった。




　チュッチュッと音をたててキスしてから、プリンと丸っこい先端を口に含む。かすかな塩気と苦みを洗い流すように舌を這わせると、

「ぁ、あっ……りもとさんっ！」

　木崎の腰と腹筋はそれだけでひくひくと震え、栞が聞きたくてたまらなかった、すがるような声が漏れた。

　男を歓ばせるテクニックに自信があるわけではなかったけれど、木崎の声と、素直な反応への愛しさがあふれるままに、栞の唇は自然に動いた。硬く芯の通った木崎の肉剣を、先端から根元までしごくように、繰り返し愛してあげる。唇や頬の内側が、ドクドクと脈打つ肉の棒で刺激され、疼きは下半身にまで広がっていった。

「むん……っ、ふぶっ、ふぶぅっ」

「くっ、すご……僕、ちょっともう、ぼ、く……だめ、くち、離して……っ」

　いつもの落ち着きをかなぐり捨てた、引き攣るような声。木崎の喘ぎを聞いているだけで、栞の秘唇はほころび、淫らな涎が糸を引いてあふれ出した。

　───木崎さんが、こんな声を出すなんて！

　栞は木崎を蹂躙しているような興奮にかられながら、今にも爆発しそうな剛直をさらに深く含み、両手でその腿を撫で回す。

「ぅあ、アッ、アッ、ホントにもう、出る……出ちゃうゥッ……！」

　しゃぶりながら目だけ上げても、喉を反らせた木崎の顔は見えなかった。

　けれど、悦びの雫を滴らせるようにセクシーな声と、栞の喉奥になだれ込む熱い迸りが、木崎の快楽の深さを証明していた。




「……あんな気持ちいいコト、初めてだった……」

　口で達する快感が大きすぎたのか、木崎は他人行儀な敬語ではなくなっている。

「わ、私だって……あんな、コト……っ」

　すぐに回復した分身で、今は栞が喘がされていた。

　栞だって、あんなに大胆に口を使ったのは初めてだったのだ。顎からも腰からも力が抜けてしまい、もう木崎のなすがままだ。

　やや小振りな木崎の肉剣は、たっぷり潤った栞の秘唇を不規則で小刻みなストロークで攻め続け、彼女はすでに陥落寸前だった。

　ぴったり重ねた身体は熱いけれど重くはない。恥骨どうしを擦り合わせるように力を込められると、鼻にかかった泣き声が出るほどの悦びに襲われるのだ。

「あはァアン！　それっ、そこのコリコリ、だめっ……変になっちゃうぅ……」

「……今、初めて思ったけど、コリコリってエッチな言葉だよね。ね、コリ、コリって」

「やぁああああん！」

　木崎は、さっきイかされた仕返しをするように、声と愛撫で栞をくるわせていく。

　栞の柔壁をくすぐるとみせかけて掻きむしるような、たまらない刺激が、入り口と最奥を繰り返し往復する。

「木崎さ……っ、気持ちぃのがクる……大きぃのがクるよぉっ！」

　子供のように舌足らずな嬌声を上げ、木崎の腰に足を絡めてエクスタシーをねだる栞を、木崎は愛しそうに抱きしめた。




「クるんじゃなくて、イくんでしょ？　……栞ちゃんが、発車、します、って……」

　耳許に囁かれた美声には、からかうような響きがあったけれど、栞は文句を言うこともできなかった。

「くぁあ……あぁー……ッ！」

　木崎の言葉通り、快楽の頂点に向かって超特急が発車してしまったからだ。




　木崎が帰っていった翌朝、栞はスマホの留守電を知らせるアイコンをぼんやり眺めていた。

　生田からのメッセージは、

『早くクリスマスの相談したいよ。どこか行きたい所、ある？　栞は痴漢に狙われやすいから、遠くへ行くなら車で行こうな』

　木崎には、最短の乗り継ぎルートで行ける、隣県の鉄道博物館に誘われていた。

　どちらとデートしても、泊まりになるのは確実だ。

　───どちらかを選ぶなんて、やっぱり、私には無理！




　栞は、大人しそうな雰囲気からは想像できないような、蕩けるように淫らな表情を浮かべると、生田に返信するために携帯を握りなおした。

　クリスマス当日は、最初の予定通り女子会に参加して、年末年始にかけて三角形のスケジュールをなんとか調整するつもりだった。





イケない休日出勤～元彼の超絶テクＶＳカフェ店長の休日レッスン







　とっくに別れたはずの隼はや人とが、昨夜泥酔して押し掛けてきた。

　マンションの外廊下で大きな声を出されても困るので、仕方なく毛布をかけてキッチンに転がしておいた。




　その隼人が、図々しくも瞳子とうこのベッドに潜り込もうとしていた。ダイニングキッチンと寝室を隔てるアコーディオンカーテンが、いつの間にか引き開けられている。キッチン側の窓から、昇り始めた陽の光が差し込んで眩しかった。

「……ちょっと、やめてよ、酒臭い！　寝る場所を貸してあげるだけだって言ったでしょ!?　やめて……ッン！」

　髭が伸びて少しチクチクする顎を、うなじにこすりつけられる。続いて、肩まで伸ばした隼人の長髪でそこをくすぐられると、鳥肌が立った。

「瞳子は相変わらず、ココとココが弱いな……ほら、もう感じてるんだろ？」

　うつ伏せて布団の中に逃げこもうとする瞳子の、うなじから耳の付け根を、隼人がいやらしく舐め回す。そこを瞳子の弱点にしてしまったのは、隼人自身だった。

「ち、がうわよっ、感じてなんか……」

　パジャマ代わりのスウェットの下に手が差し入れられ、脇腹を撫であげられる。ゴツゴツした隼人の指が、胸のふくらみに辿り着いて下から弾ませるように愛撫した。

「い……っい加減にしないと、け、蹴るわよ……っ！」

　威勢がいいのは言葉だけ。瞳子の声は隠しようのない快楽に震えはじめてしまう。瞳子の抵抗が弱まると、隼人はさらに大胆になった。




　スウェットパンツのウエストから忍びこんだ隼人の右手が、瞳子の腿を愛撫する。手はすぐその付け根に至り、ふっくらした恥丘全体を、強弱をつけて揉んだ。

「……くぅッ、いやァ……あっ、んんっ」

　瞳子のプライドは、かつて覚えこまされた悦びにねじ伏せられていく。

　キリッとしたショートヘアの瞳子が、漆黒の髪を振り乱して悶える姿に、隼人はゴクリと喉を鳴らす。

　生真面目でとっつきにくい、キャリアウーマンタイプ。誰もがそんな第一印象を抱く瞳子を、自分の愛撫で淫らに狂わせていくのは、最高の快楽だった。

　度重なる浮気がばれ、二度と顔も見たくない、と宣言されても、その気になればいつでも瞳子を言いなりにさせる自信があった。今だって、秘口を軽く掻き回しただけで、瞳子は隼人のなすがままになってしまうのだ。

　涙を滲ませた悔しそうな目も、快楽の声を聞かれまいと必死で噛み締める唇も、隼人の欲情を煽る最高のスパイスだった。




「ああ、瞳子のその顔、たまんねぇ……もっとエロい顔見せてくれよ、な？　瞳子のイキ顔、俺、大好きなんだよ……」

　トロトロに潤い、ほぐれきった秘口を、熱く脈打つ肉剣で小突きながら、隼人は甘い声でかき口説く。

「いっ、いやよ、バカッ！　あんたなんかに、もう……やめっ、あ、くぁあッ！」

　ズブリと貫かれた瞬間、瞳子の悪態が、悲鳴にかわった。久しぶりの、それも、痛みを感じるほど強引な挿入に、瞳子の身体がギリリと緊張する。

　隼人は、ギシギシと軋むシングルベッドの上で、瞳子を四つん這いにさせた。繋がったまま、バストや下腹を柔らかく撫で回し、すくみあがる身体を巧妙に蕩かしていく。

「……ぁあ……んふぅぅ……」

　そして、瞳子の声がなまめかしく濡れはじめた瞬間、一転して激しく腰を打ち付け始めた。

「あっ!?　あンッ、あひィッ！」

　ゴツッと最奥を突き上げられる衝撃と、浅く素早く秘口をこすられる焦れったさが、交互に瞳子を襲う。頭の中が真っ白になり、快楽にすがりつくことしかできなくなる。

　自分が、花弁を揺すられるだけで粘つく蜜をまき散らす、淫らな花に変身してしまったようだ。




　幸福な結婚を夢見ていた二十四才の瞳子から、四年もの貴重な時間を奪っていった男に、別れた後になってもこんなに狂わされてしまうなんて。

　イヤなのに。

　悔しいのに。

「……泣くなよぉ、瞳子ぉ」

　甘えるような囁きに、瞳子は我に返った。いつの間にか頬を伝っていた涙を、首を伸ばして隼人が舌で舐め取る。

「ヤッ、やめ……」

　瞳子は弱々しく首を振った。が、あやすようにゆるゆると腰を遣われ、こみ上げる悦びに唇を震わせることしかできなくなった。

「イヤ、じゃないだろ？　気持ちイイんだろ？　素直になれよ、ほら、イかせてやるから……イかせて欲しいだろう？」

「んふぅ……よくな……ッ、イ、かせてほしく、なんか……ァ、あふぅ、ンンッ」

　隼人は、一言ごとに腰を送っては引き、瞳子の最も過敏なポイントを執拗に攻め続ける。同時に、充血して堅くなった瞳子の女芯を、人差し指と中指で挟んでいやらしく擦り立てた。

　瞳子は、思わず目を見開いてブンブンと頭を振る。隼人とつきあっていた頃、何度もイかされたテクニックだった。

　ソレはダメ。

　ソレをされると、本当に意地もプライドも弾け飛んで、快感の奴隷にされてしまう。隼人の心が自分だけに向いていると錯覚して、この悦びを受け入れてしまう。

「あはァアアッ！　ダメッそれだめぇ……イヤぁ、イ、イッちゃうからぁ……ぁ……」

　引き攣るような声を無視し、隼人は瞳子を追いつめていった。次第に激しくなる腰遣いに、瞳子の下半身はガクガクと痙攣する。

「我慢すんなって。もう入り口んとこ、キュンキュンしてる。イッちゃえよ、瞳子……すき、だよ……」

　熱っぽくかすれた声と、女芯をひねりあげられるような刺激と、柔肉を貫く悦楽の塊に、瞳子は最後の止めを刺された。

「アァーッ……隼人っ、隼人ぉ……っ！」




　隼人が上機嫌で帰っていった後、男女の蜜戯の残り香の中で、瞳子は重い溜め息をついた。

　隼人と別れて半年近くも経つのに、彼が酔っぱらって押し掛けてくるたびに、こんな交わりを許してしまう。昨夜でもう三回目、いや、四回目だった。身も心も満たされた気がするのは一瞬だけ。一人になると、とたんに惨めさがこみ上げる。早く隼人のことをキッパリ拒絶できるようになりたいのに、新しい恋を探そうという気力を奪われていくような気がした。

　身体と心の焦燥感がそのまま表に出たように、今日も目の下にはクマができてるんだろうな、と瞳子は思った。

　それでも、今の仕事は接客業だ。ノーメイクで、ましてや悦びに濡れそぼった身体のまま出勤するわけにはいかない。瞳子は、まだ火照っている身体をもてあましながら、バスルームに向かった。

　瞳子の他に、三人も五人もいた隼人の『彼女』とのトラブルがきっかけで、瞳子は転職していた。

　どうやって探り出したのか、とりわけ精神が不安定な〝彼女〟の一人が、「隼人と別れて」と、瞳子の職場に押し掛けてきたのだ。その場には、生真面目で自分にも他人にも厳しい瞳子を、うとましく思う同僚もいた。彼にとってそれは、瞳子を会社にいづらくさせる、かっこうのスキャンダルだった。

　隼人は、瞳子に謝ったり相談に乗ったりしてくれるどころか、電話にも出ず、ひたすら逃げ回るだけ。ふだんはヘラヘラして調子のいいことばかり言う隼人だけれど、いざとなったら頼りになるはず…そんなわずかな期待すら打ち砕かれて、瞳子は何もかもがイヤになってしまった。

　隼人と一緒に、今までの自分も捨ててしまおう。そう思って、瞳子は仕事を変えた。

　外資系の会計事務所からカフェの店員へ。収入が激減したので、瞳子は元上司から経理文書の翻訳の仕事も請け負い、昼夜フル回転で働いている。傍からはずいぶん落ちぶれたと思われているだろうが、瞳子は今の生活に満足していた。




　退職してしばらくの間、瞳子は自分が空っぽになってしまった気分だった。

　それまで自分の最高の財産だと思っていた肩書きやキャリアが、隼人の中では、胸の大きさや性のテクニックと同程度の価値しかなかった……。すぐに、そんな絶望的な思いにとらわれてしまう。早く次の仕事を見つけなくてはならないのに、せっかく決まった面接の予定をすっぽかして、あてもなく街をさまようありさまだった。

　そんな時、フラリと立ち寄ったカフェで飲んだ一杯のカフェラテが、ハッとするほどまろやかで美味しく、一瞬にして心を奪われたのだ。価値観や愛情の全てが意味を失った世界で、この美味しさだけが確固とした意味を持って存在しているように感じられた。

　キメ細かに泡立つミルクの表面に、小さな四つ葉のクローバーをくわえた鳩が描かれていたのにも感動した。人の手仕事の緻密さに、圧倒される思いがしたものだ。

　そのカフェに、『コーヒーが好きで、本格的なバリスタ修行をしたいと思うスタッフ募集』という張り紙がしてあった。当時の瞳子はバリスタという言葉の意味もよく知らなかったが、このカフェには、運命的な出会いを感じた。

　今までは何をするにも慎重に下調べをして、計画的に行動してきた瞳子が、初めて直感に従ってみようと思った。瞳子はその場で、面接用に持っていた履歴書を提出したのだ。

　最寄り駅の、ふだん使わない出口の先にある『彩花』というカフェが、今の瞳子の職場だった。




「……すみません！」

　瞳子は、少し息を切らして勝手口から店内に走り込んだ。天窓から、白木の壁と床に爽やかな朝の光が落ちている。いつもは三十分以上早く来る瞳子が、今朝は隼人のせいでギリギリの出勤になってしまったのだ。

　ランチの仕込みをしていたオーナーの宇う野の俊しゅん也やが、柔和な笑顔を見せた。

「遅刻じゃないんだから、すみません、はいらないよ」

　三十代後半の宇野は、隼人とは正反対のスッキリした短髪に、キャスケットをかぶっている。

「……すみません、すぐランチのセットに入ります」

　つい謝ってしまう瞳子に、ランチタイムの前後だけ入る二人の女子大生から、冷笑が向けられた。外資系会社からカフェに転職した瞳子の堅苦しい言動は、アルバイトの中で浮いている。新しい職場の居心地は、なかなかよくならなかった。




　二ヶ月経って仕事にはずいぶん慣れた今でも、宇野の仕事ぶりには感心させられた。

　誰よりも手際よく、仕事が速いのはもちろんのこと。忙しさで疎かになりがちなランチタイム中の、ナプキンの補充やテーブルセットにも目配りを欠かさず、スタッフを穏やかな口調で操縦する手腕はたいしたものだった。

　商店街の中程にある『彩花』のランチタイムは、昼休みのＯＬや主婦がひっきりなしに訪れ、厨房は戦場のような忙しさだ。

　そんな中でも、宇野は全ての客に丁寧に会釈しながら挨拶する。常連客にいたっては、相手の好き嫌いをちゃんと覚えていて、

「Ｂランチはタマネギが入ってないからお勧めですよ」

　などと気の利いた言葉をかける。

　合理性と能率だけに価値がある世界にいた瞳子にとっては、別世界のようなサービス感覚だった。




　そんな宇野が、カフェを始める前は名の通ったＩＴ企業に勤めていたと聞いて、瞳子はびっくりした。

「プログラム関係の仕事をしていたら、実体のない、数字とＣ言語だけの世界に現実感が持てなくなって。ちょうどその頃、出張先のアメリカで飲んだエスプレッソが本当に美味しくて、その瞬間やっと、自分がちゃんと生きてるっていう実感を持てた。たった一杯のコーヒーにそんな力があることを、できるだけたくさんの人に伝えたい……そう思ってジタバタしているうちに、いつの間にかこんなお店を始めてたんだ」

　客足の途切れた午後、一人だけフルタイムで働く瞳子のためにエスプレッソマシンを操りながら、宇野はそう言った。

「…わ、私も！　私も初めてこちらのカフェラテをいただいた時、そう思いました！」

　思わず、身体ごと宇野の方を向いて答えた瞳子を、宇野は少し驚いたように見返した。




　初来店の一人客が、会計の時にいきなり履歴書を差し出した時は、少し面食らった。かっちりしたスーツが似合う、真面目そうな女性は、カフェより商社の事務職などが相応しそうに見えたからだ。

　実際、他のバイトスタッフに比べると、瞳子はずっと一生懸命に働く代わりに、フレンドリーな接客や、癒し系のムード作りが今ひとつだった。

　ところが、宇野のカフェラテを美味しかった、と言う彼女の目は活き活きと輝き、ふだんとは別人のように見える。

「ミルクの上に、四つ葉のクローバーをくわえたハトが描いてあったのにも、すごく感動したんです。あの時、いろいろあって落ち込んでたんですけど、希望をもらえた気がしました」

　瞳子の賞讃に、宇野の心は少年のように浮き立った。コーヒーはあくまでも味が命。ラテアートは客寄せのおまけのように考えていたが、瞳子のように素直に感動してくれる人もいるのだ。

「……与よ原はらさん、そろそろエスプレッソマシーンの使い方、覚えてみる？」

「え……でも、私まだお客さんと、ちゃんとコミュニケーションもできないのに…」

「だからさ、コーヒーって煎れ方やアレンジの仕方ひとつで、まるっきり違う味わいになるでしょう？　そういう部分がよくわかるようになると、メニューのことを聞かれたりした時に、答えるのが楽しくなると思うんだよね」

　宇野の目には、気後れしたような苦笑を浮かべる瞳子が、やけに可愛らしく思えた。生真面目さの奥に隠れた瞳子の瑞々しい感受性や、豊かな表情をもっと見たい……そう感じた。

「……そうですね。そうなったら嬉しいです。がんばります！」

　そう、素直に言う彼女を、宇野は眩しそうに見つめた。




　エスプレッソの抽出を覚えるにつれて、カフェでの仕事は充実感を増していった。

　三十秒ほどで一杯のコーヒーができる便利な機械、としか思っていなかったエスプレッソマシーンが、毎回安定した味を作り出すために、たいへんな微調整を必要とすることを、初めて知った。カフェラテとカプチーノの違いは、フレーバーだけではなく、ミルクの層や全体量で明確に区別されている。そんな知識も瞳子には新鮮で、コーヒーの奥深さにどんどん引き込まれていった。バリスタが、エスプレッソ専門の職人の名称であることも知り、その技術をより極めたいと感じる。

　客の質問に答えたり、コーヒーの好みについて雑談する楽しさに目覚めると、瞳子の接客は、心のこもった温かなものに変わっていった。

「与原さんさあ、最初は暗くてオバサンぽいと思ったけど、だんだん変わってきたよね」

「けっこう頼りになるっていうかさ、面倒なお客への対応とか、さすがオトナって感じだよね」

　バイトの女子大生の間で、いつの間にかそんな会話が交わされるようになっていた。







　宇野は、そんな瞳子に、

「ラテアートに興味があるなら、こんどの店の定休日に練習してみる？」

　と申し出た。

「本当ですか!?　……でも月に二回しかない貴重なお休みを、私なんかのために……」

「遠慮はいらないよ。与原さんの淹れるコーヒーもすっかり安定してきたからね。いずれは僕の右腕になってもらうんだから、アートの方も極めてもらわないと」

　冗談めかして言ったが、『右腕』がパートナーという意味も持つことに思い当たって、宇野は少しどぎまぎした。実は瞳子と二人きりの時間を持ちたくて言い出したことだと、気づかれてしまうだろうか。

　しかし、瞳子は何の疑いもなさそうな顔で、にっこりと頷く。

「……ありがとうございます。私も、誰かを元気にしてあげられるようなラテアートを作れるようになりたいって、ずっと思ってたんです！」




『彩花』の定休日。

　瞳子は、ガランとした店内で、エスプレッソマシーンの中を丁寧に洗い、慣れた手つきで粉をセットしていく。

　瞳子の後ろに立つ宇野に、真剣な目で手元を覗かれるとドキドキした。店内で二人きりになるのは初めてでもないのに、客が来ないというだけで、密会でもしているような気になる。

　緊張していたせいか、ミルクを泡立てるためのスチーミングノズルが、ピッチャーからズレていたことに気づかなかった。

「……熱っ！」

「危ない！」

　高温の蒸気が手にかかり、瞳子はピッチャーを取り落とす。

「あっ、ごめんなさい、ミルクが……」

「そんなことより、早く手を冷やして！」

　宇野は瞳子の手を掴み、シンクの前に引っ張っていった。蛇口をひねって、蒸気を浴びた人差し指に流水を当てる。後ろから宇野に抱きかかえられる格好になった瞳子は、赤くなって俯いてしまう。




「瞳子さんでも、こんな失敗することがあるんだね」

「え……？」

　名前を呼ばれるのは初めてだったので、瞳子は思わず後ろを振り返った。自分の言葉に気づいた宇野が、瞳子よりもうろたえた顔をして、

「……あ……ごめん、いつの間にか、頭の中でそう呼んでて、つい……」

「いえ、そんな、全然かまわな……ッ」

　そこで、冷たい水に晒されていた指に痛みを感じ、瞳子は唇を噛んだ。

「ご、ごめん、冷たかったね……」

　宇野は慌てて水を止めた。宇野の手の中には、爪の短い、真っ直ぐでちょっと関節の太い瞳子の指が握りこまれている。瞳子の誠実さや不器用な性格を、そのまま表しているような手を見ているうちに、たまらなくなった。

　いつの間にかすっかり瞳子に惹かれていたことに、宇野はやっと気づいた。

　宇野は瞳子の肩に顎を乗せ、その人差し指を口に含んでいとおしむように舐め回す。

「う……宇野さん、私、あの……」

　瞳子が無意識に身を離そうとするのを、ウエストに腕を回して引き止め、

「突然で、ごめん……でも、気づいたら、止まらなくなった……僕は、瞳子さんが、好き……みたいだ」

　指から口を離すと、振り向いたままの瞳子の頬に手を添えて、熱く口づけた。










「ん……」

　今までの宇野とは別人のような大胆さに、瞳子は一瞬何が起こっているのかわからなかった。

　しかし、さきほどヒリヒリする指に感じたのと同じ、柔らかく熱い感触を受け入れているうちに、不思議な安らぎと甘い痺れに満たされていった。それはまるで、宇野の淹れるコーヒーの香りのように、瞳子の心にまでしみ込んでいく。

　カフェ修行の中で、自分もしだいに宇野に惹かれていたことに、瞳子も気づいていた。




　キスが深くなるにつれ、瞳子の脚は震えて力を失っていく。その背中を支える手で、宇野はセーター越しに瞳子の脇腹を優しく撫でさすった。

　巧みだが瞳子の気持ちを無視した一方的な隼人の愛撫とは違い、温もりを分け与えるような宇野の手が、瞳子の身体の芯を蕩かしていく。

「あ……ぁ……」

　宇野の腕の中で、眠りに落ちかけるかのように目を細めた瞳子は、普段とは別人のように幼く、それでいて艶っぽく見えた。

「瞳子さん、すごく、可愛い……」

　キスの合間に囁くと、瞳子は恥ずかしそうに目を閉じてしまう。

「そのまま、僕を感じていて」

　宇野はそう言うと、瞳子のウエストに巻いた手をさらに下に滑らせた。




　シンクの前に立ち、ジーンズを下にずらされた恥ずかしい格好なのに、瞳子は自分でも驚くほど奔放に悦びを貪っていた。

　温かな宇野の指が秘唇を割り、中を優しく探られるだけで、いくらでも潤いがあふれてくる。指を追いかけるように、はしたなく腰が動いて止まらない。

　クチュクチュと響く淫らな音が、よけいに二人を昂らせていく。

「……ヤ……私、こんな、は、恥ずかしい……ッ」

「そんなことないよ、瞳子さんがこんなに感じてくれて、ほら……僕はもうガマンができない」

　宇野が背後から押し付けた股間は、瞳子のヒップに食い込むほど堅く張りつめていた。

「瞳子さん、僕のを出して、貴女の中に、入れて……」

　宇野のそんな口調を、瞳子は初めて聞いた。差し迫った欲望にうわずる声が、秘口をこすられる快感と一緒になって、瞳子の興奮を煽る。

「あ……はァッ、はァッ、はぁぁ……」

　瞳子は喘ぎながら、促されるまま後ろ手で宇野のズボンの前をくつろげ、怖いほど張りつめて脈打つものを掴み出した。

　すごく、大きい。

　大きくて、堅い。

　宇野が、柔和な人柄の奥に秘めている力強さに触れたような気がして、瞳子は甘い溜め息をついた。

　宇野が急かすように股間を揺する。薄く開いた、蕩けるような目で宇野を見上げながら、瞳子はためらいなく宇野の分身を自分の中に導いていった。




「あぁ、ん……はぁあああ……」

　隼人よりずっと逞しい剛剣が、瞳子の柔壁を押し広げ、ぴっちり密着しながら入り込んでくる。無理矢理征服されるのではなく、ひとつに溶け合うような充実感に、瞳子は恍惚とした鼻声をあげた。

「瞳子さん……っ！」

　宇野は今にもくずおれそうな瞳子のウエストをしっかりと支え、感極まったように言うと、大きく腰を使い始めた。

「はぅうっ、く、ふぅっ！」

　震える両手をシンクの縁につき、瞳子は熱いあえぎで宇野に応えた。

　柔壁を突かれるたびに、瞳子のお腹の奥に、ズンズンと重い快感が響きわたる。宇野の分身を思う存分愛するため、瞳子のそこは今までになく濡れ滴っていた。激しくこすられるほどに悦びが高まり、意識がどこかへ飛んで行きそうになる。

　女芯に触れられることもなく、秘口への刺激だけで達しそうになるのは初めてだった。

「あ……私、私ッ、もぉ、ヘンに……なり、そ……ッ」

「瞳子さん、僕も、もう……」

　四肢のぶつかる音を響かせ、宇野が頂点に向けて、さらに力強く挑みかかってきた。

　根元まで突き込まれると、目の前がチカチカするような悦楽の波に呑み込まれる。宇野が腰を引くと、今度は波に乗せられ、はるか高みへ追い上げられた。墜落感と浮遊感にもみくちゃにされ、

「いぃぃっ凄いッ、イくっ……イくうぅぅッ！」

　甘く熱く宇野の分身を締めあげながら、瞳子は強烈なエクスタシーの海に沈み込んでいった。




「瞳子さ、エステでも通ってんの？」

　またしても図々しくあがりこんできた隼人が、瞳子の顔を見て不思議そうな顔をする。

　ハードな生活にも関わらず、瞳子の目の下のクマは消え、表情が豊かになったせいか、二、三才も若返ったように見えた。

「見え透いたお世辞言っても、泊めてなんかやらないわよ」

　今夜は、翻訳の仕事に加えて、バリスタの検定試験を受けるための勉強もしなくてはならない。明後日は『彩花』の定休日。宇野と一緒に過ごす予定だった。元カレを泊める余裕なんかないのだ。

　隼人は瞳子の返事にショックを受けた。きつい言葉はいつも通りだが、口調に余裕と艶が感じられる。自分の存在が、瞳子の中ですっかり片隅に追いやられてしまったような気がした。

　瞳子を思い通りに操る自信がなくなっていく。その時初めて隼人は、自分が瞳子にどれほど執着しているか気がついた。

　瞳子に別れを告げられた時は「しょうがないな」程度にしか思わなかった。瞳子より若くて美人でテクニシャンの〝彼女〟は何人もいた。ところが、酔って人恋しくなった時、必ず思い浮かぶのは、隼人の甘えやわがままを許してくれる時の、普段の堅苦しさを和らげた瞳子の苦笑だった。

　瞳子にとって、自分が特別な存在であることが、隼人にとっていつの間にか心の支えになっていたのかもしれない。瞳子に本気で拒絶されたら、この先どうしていいかわからなくなるような気がした。

「……意地悪言うなよ……」

　初めて聞く、隼人の心細げな声に、瞳子は驚いたように顔を上げる。

　隼人が思わず見蕩れるほど、そのまなざしは婉然として魅力的だった。
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「……もう少し、ビブラートをかけてみようか」

　切りすぎと言うくらい爪が短く、関節の太い音楽家の指が、まりなの背中を上から下へ、つうっとなぞった。




「あぁーー……ンッ」

　まりなの澄んだソプラノが、艶っぽくかすれる。悪戯な指はそのままふっくらと盛り上がるヒップの麓に至り、円を描くように撫で回した。

　そこは今朝、天海あまみの舌先と唇で、たっぷりと愛されたところだった。かすかな刺激でも、あふれて秘花の花弁を濡らした悦びが、甦ってしまう。

「ふ……ゥ、ダメ、です……そこは……」

　ピアノの前に立っていたまりなは、こらえきれずに腕木に手をついていた。横で椅子に腰掛けている桜井は、右手だけでおざなりなメロディを弾き続けながらも、愛撫の手を休めない。

「今日の秋あき津つちゃんは、ここが一番感じるんだぁ。……天海君にいっぱいエッチなこと、されちゃったから？」

　狭い練習室の中でゆっくりと囁かれると、いつもはちょっと軽薄に聞こえる高めの声が、鳥肌が立つほど官能的だった。

　返事をすることもできず、すでに快楽に霞む目で見おろすと、フランス語歌唱指導の担当教員である桜さくら井いは、

「じゃあ、俺はもっともっとエッチなことして、天海君より気持ちイイって言わせてあげなくちゃね」

　目尻に笑い皺を作ってニヤリとした。

　三十代後半のあまり有名でないピアニストがそんな表情をすると、罠にかかった小ウサギを嬲る猟犬のような、残忍さを帯びた雰囲気になる。休講も多く、個人レッスン中もふざけてばかりで、学生からは「サクちゃんチャラいんだもん」などと友達扱いされている、普段の桜井とは別人のようだ。

「……そんなぁ……せんせぇ…あぁンッ！」

　桜井の指が、割れ目の奥にグッと差し入れられる。ピアノの音は、もう途絶えている。




（今日の一コマ目も、授業にならなくなっちゃう……でも、でも……この気持ちよさに逆らえないの……っ！）

　期待感と後ろめたさに全身を炙られながら、まりなは恥知らずなヒップを後ろに突き出して、桜井の指にこすりつけた。

「イく時の声も、ちゃんとフランス語のｒの発音を意識しなきゃ、ダメだぞ？」

　という桜井の囁きは、まりなのスカートの中で、いっそうくぐもっていた。




「まりなちゃん、弦科のユン様にソロ試験の伴奏してもらえるんだって？」

　級友に弾んだ声をかけられたまりなは、驚いた顔で振り返った。

「ユン様って、誰のこと？」

「天海君のことに決まってるじゃない。知らないの？　名前が弓弦で、ちょっと古いけど、韓流スターのヨン様みたいだから、ユン様。皆言ってるよ」

　天海弓弦の、しなやかなウェーブヘアと眼鏡が似合う端整なルックスは、外国の王子様を連想させた。韓流スターに疎いまりなは曖昧に笑うことしかできなかったけれど、たぶんヨン様も貴公子然とした美男子なのだろう。




　秋津まりなは、音大の声楽科二年生。弦楽器科三年の天海のことなど、よく知らなかった。そんな相手にピアノ伴奏を頼むことになったのは、小さな偶然が積み重なった結果だ。

　元々伴奏を頼んでいたピアノ科の友人が、校門の外に停めた車から出ようとした天海の開けたドアとぶつかって、腕を怪我した。大した怪我ではなかったが、大事をとって伴奏を降りることになった。責任を感じた天海が、自ら伴奏の代役を申し出てきたのだ。

「僕の専攻はヴァイオリンだけど、ピアノは四歳から続けているから、そんな超絶技巧が必要な曲でなければ、合わせられると思います」

　と言う天海の笑顔に、まりなの頬は熱くなった。女子校育ちで男性に免疫のないまりなにとって、教員以外の男性と二人きりになるのは初体験だった。

（……男の人なのに、睫毛が長くてお人形みたい……！）




　箱入り娘のまりなの両親が、教員はともかく男子学生と二人きりの練習を許してくれるはずがない。

　しかし、学期末の独唱実技試験は絶対に落とせない必修単位である。天海とまりなは相談の結果、練習室の空きを待つ時間を惜しんで、天海の自宅で練習することにした。

　世間知らずのまりなにとっては、男子学生の自宅へ行くことより、夜七時の門限を守ることの方がずっと重大な問題だった。




　天海家は豪邸だった。まりなの両親もそこそこ裕福だったが、ケタが違う。

　完全防音の広い音楽室に、グランドピアノが置かれ、ガラスケースの中に十八世紀の名作ヴァイオリンが数丁飾られている。防音床材の上には毛足の長い分厚い絨毯が敷き詰められていた。

　最初は緊張したまりなだが、根が天真爛漫なお嬢様育ち。歌いはじめると気後れを忘れ、溌剌として澄んだソプラノを響かせた。

　そんなまりなに、天海は元気に跳ね回る小ウサギを見るような優しいまなざしを向けていた。




　フランス語の歌曲を専攻するまりなが、指導担当教員の桜井に課題曲として与えられたアリアは、フランスの歌劇〝マノン〟の一曲だ。享楽的なヒロインが奔放な愛に身を任せたあげく、悲劇的な死に至るという物語は、映画にもなっている古典的名作だった。

　まりなもＤＶＤを手に入れて映画を観た。

　しかし、ワガママで浪費家で、さっき涙ながらに純愛を誓ったと思ったら、もう金満家のプロポーズに頷いているヒロイン〝マノン〟は、だらしなく思えて、あまり共感できない。

　まずは伴奏なしで歌い終え、作品の解釈について訊ねられたまりなは、正直にそう答えた。

「僕も、プッチーニの『マノン・レスコー』しかフルで聴いたことはないけれど、まりなさんの〝マノン〟はなんだか、優等生のお嬢様みたいですね」

　天海は、微苦笑を浮かべてそう言った。

「……先生にもそう言われました……でも私、あんな浮気っぽくて自分勝手なヒロインの考え方がよくわからなくて……」

　まりなは日本人形のような黒髪を背中にたらし、上質だけれど少し野暮な服装をしている。両親の好みを、そのまま受け入れていたからだ。そんなまりなを覗きこむようにして、

「自分に正直で、その時一番燃え上がる想いを抑えこまない……ちょっと世間知らずだけど素直な女の子……そう解釈してみたら？」

　天海の上品なテナーで言われると、それまで抱いていた悪印象が、少し薄れるような気がする。

「天海さんも、そういう女の子は魅力的だと思います？」

　思わずそんなことを口走ってしまったまりなに、

「自分の欲望に素直な女の子って、魅力的だなって思いますよ」

　そう答えて、天海は微笑んだ。




「お、秋津ちゃん、ちょっといい解釈になってきたじゃん。何かあったの？」

　個人レッスンで、まりなは初めて桜井に褒められた。

「……ええっ!?　……そう、ですか……？」

　耳朶まで赤くなり、思わず唇を触るまりなに、桜井が視線を絡み付かせる。

「弦科のユン様っていったら、非常勤講師の俺でも知ってるイケメンセレブだもんね。二人きりで練習してたら、箱入りお嬢様の秋津ちゃんが落とされちゃうのは当然かなぁ？」




　天海の伴奏は、経験豊かなだけにとても巧みだった。しかも、専攻外のせいか、自分を前に出そうとせず、エレガントにまりなを支えてくれる。まるで、マノンのワガママや贅沢を優しく許してくれる恋人のようだった。

　まりなは次第に、甘やかされる快感のようなものに目覚めていった。

　男に甘えるマノンのセリフを真似したり、歌いながらスカートを翻してステップを踏んだ。理性では、悪いこと、はしたない振る舞いとわかっているのに、歌の力に後押しされたように、まりなは日に日に大胆になっていく。

　天海は頬を染めながらも、そんなまりなを熱っぽい目で追い続けた。

　ふざけて天海の眼鏡を奪ったまりなが、心のどこかで予期していた通り、天海に唇を奪われたのが、個人レッスンの前日だったのだ。




　眼鏡をはずした天海の瞳は色が薄く、吸い込まれそうに深かった。追いかけっこのあげく壁際に追いつめられたまりなは、天海の瞳に見入っていて、一瞬キスされたことに気づかなかった。

　ファーストキスは優しく、天海の吐息はミントのように爽やかだった。

「ん……っ」

　無意識に腕をつっぱり、顔を背けようとしたまりなだったが、

「まりなさん……あなたはだんだんマノンに近づいている……奔放でセクシーで、でも気品があって、誰よりも魅力的な、僕のマノン……」

　わずかに唇を離した天海に耳元でそう囁かれ、身体の力が抜けていく。

（私が……誰よりも魅力的……!?）

　オペラのヒロインに対する嫌悪感が、天海の舌先に溶かされるように薄れていった。

　始めはおずおずと、次第に大胆に、誘うように、揉み合うように舌先をからめ合うと、まりなの全身に熱く甘い蜜が満たされていく。まりなの背中を愛撫する天海に自ら腕を回して愛撫を返すと、ぞくぞくするほど気持ちよかった。

（奔放で、セクシー……そんな私で、いいの!?）

　まりなの閉じた目蓋の裏に、天真爛漫なお嬢様が、妖艶なアゲハ蝶に羽化する姿が浮かんだ。




　長いキスの後で、歌の練習などできなかった。

　逃げるようにして帰るまりなの背中を、

「三日後の練習、忘れないでね」

　いつもより力のこもった天海の声が追った。




　我に返るまで、不自然なほど時間がかかってしまったけれど、

「へ、変なコト言わないで……ください！　セクハラですよ！」

　見透かされた、というショックを隠して、まりなは無理に怒った声を出した。

　ところが、桜井は謝るどころか機嫌よさそうに、

「変じゃないよ、真面目に褒めてんだよ俺は。〝マノン〟の魅力は、その時一番強い感情に素直なところなんだから」

　その言葉に、まりなは思わず目を見開いて桜井を見た。練習を始めたばかりの頃、天海も同じようなことを言っていたからだ。

「……天海さんも、そう言ってた……」

「へえ、天海君も世間知らずの王子様っぽいわりに、案外女を見る目があるんだね」

「……やめてください、おんな、なんて、下品な、言い方…」

「だって今、秋津ちゃん、すごい『オンナ』の顔してるよ？」

「……！」




　次の瞬間、まりなは椅子に座った桜井の膝に乗せられていた。昨日天海に触れられた唇に、桜井のそれが重なる。

「んっ……んーっ！」

　驚いて身をよじるまりなの手が鍵盤に当たり、大きな不協和音を響かせる。桜井はその手を取ると、ピアニスト特有の堅い指先で、まりなの掌を愛撫した。

「……ふ……っ」

　手の先から甘い戦慄が駆け上り、まりなの身体から一瞬力が抜ける。その隙を逃さず、

「俺のこと、ちょっと見直して、ちょっと興味が出てきたでしょ？　だったら、その感情に素直になって、俺のことも試してみなよ……ここでためらわないのが、本物の〝マノン〟だよ」

　桜井はまりなの指先を口に含んで舐め回しながら、不明瞭な発音でそう言った。

　桜井の舌は厚みがあって柔らかく、天海のそれよりもずっといやらしく絡み付いた。まりなの心に生まれた奔放な蝶々が、指よりも感じる場所にこの愛撫を受けたいと、身を震わせる。

「……ぁ……ダメ……」

　桜井に言ったのか、自分の中の蝶々に言ったのかわからないまま、まりなは彼のキスに身を委ねた。

　桜井のキスは深く、淫らだった。まりなの反応するポイントを執拗に嬲り、喉が開くと唾液を送りこんでくる。

　喉を鳴らすたびに、まりなの頭には霞みがかかり、全身が蜜よりもきついお酒に浸されていくような気がした。




　いつの間にかピアノの蓋が閉じられ、まりなはそこに片肘をついて喘いでいた。

　桜井はキスを続けながらまりなのブラウスを乱している。下着の中に差し込んだ掌で控えめなふくらみを撫で、確かな反応を示し始めた桃色のつぼみをコリコリと嬲った。

「ふんッ……んあっ、ヤッ……」

　思わず目を見開き、泣きそうな声をあげるまりなに、

「目を開くと気持ちよさが逃げちゃうよ。ほら、今一番感じるコトに素直になって……」

「あっでも……でもぉ、あぁんっ！」

　今まで誰にも触られたことのない箇所から、今まで感じたことのない熱い疼きが溢れだし、まりなのためらいを押し流していく。




　桜井の手がまりなの腿にかかった時には、自ら膝を開いてしまうほど大胆になっていた。

　長めのスカートの奥では、秘花がほころびきって蜜を垂らしている。桜井の指が、すっかり湿ったパンティ越しにそこを揉むと、熱く淫らな香りが立ちのぼった。

「すげぇエッチな匂い……秋津ちゃんは、やっぱりすごくエッチな子なんだね」

　唇を離して興奮した声をもらしながら、桜井はパンティの隙間に指を突っ込む。太く扁平な指先が、柔らかな秘花をつつき、こね回すと、

「あぁっふ、あっダメダメッ……私……それッ、ウズウズするぅ！」

　まりなは左右に首を振って悶絶した。まりながまだ言葉にできないウズウズの正体は快楽だ。その証拠に、まりなの腰は無意識に桜井の指を追いかけて、貪欲にうごめいている。

「そのウズウズはね、快感っていうの。秋津ちゃんのアソコが、気持ちイイって泣いてるの、わかるでしょ？　もっと集中したらもっと気持ちよくなるよ……」

　そう言うと、桜井はまりなの下着をずらし、さらに大胆に指を埋めた。とろとろに濡れた秘口の奥をまさぐり、まりなのポイントを見つけると、そこを激しく攻撃する。

「……うそぉ……もっとぉ!?　……あはぁ……きもち、い……きもちいぃッ！」

　クチュックチュッと指が動くたびに、身体が引き攣るような、反対に力が抜けてぐにゃぐにゃになってしまいそうな、言葉にできない快感が高まっていく。

「あふっ、あふっ、あ、なんか、もう、アッ、私、ダメぇ……」

「ダメじゃなくて、イクって言うの」

　まりなの耳に舌を入れて、桜井が囁いた。同時にまりなの秘口を攻める指が、ズプッと根元まで押し込まれ、そこをグリグリ拡げるように蹂躙した。それがとどめだった。

「イくっ？　イクの？　わた、私……ィく、ぅ、ウーッ！」

　桜井の膝からずり落ちそうなほど身体を反らせ、内腿を痙攣させながら、まりなは初めてのエクスタシーに沈みこんでいった。




　三日前には、臆病な小鳥が飛び去るように帰っていったまりなが、静かな期待に瞳を輝かせて、広い玄関に姿勢よく立っている。

　今までは子供っぽかったまりなが、驚くほど妖艶な、深みのある表情を浮かべていた。

　今度は天海が魅入られたようにまりなを見つめる番だった。

「……僕のマノン」

　そう囁くと、まりなを強く抱きしめた。

「今日、家には誰もいないけど……僕の部屋に、来る？」

　まりなは抱擁を返し、天海の胸に頬を寄せてあでやかに微笑んだ。

「……ううん、音楽室がいい……私はあそこで、〝マノン〟になったのよ」




　天海は、貴重な楽器を扱うように、まりなを音楽室の絨毯に横たえた。眼鏡をはずし、まぶしげな目をまりなに向けると、ゆっくりと顔を近づけてくる。

　まりなは薄く目を開いて微笑みながら、三日前より熱く、大胆なキスを受けた。

「不思議だな…まりなさん、三日前よりずっと大人びて、セクシーだよ……」

　まりなの下唇を噛み、昂りに耐えられないような声で天海が言う。

「……私……どんどん〝マノン〟になっていくの……天海さんと桜井先生が、私を〝マノン〟に変えていくのよ……」

「桜井……先生？」

　天海の瞳が細くなる。桜井の不真面目な態度は、学内でも有名だ。

　いくら桜井でも担当の学生に手を出したりするとは、天海も思わなかった。しかし、まりなの中で自分と桜井が比較されているようで、奇妙なライバル心が燃え上がった。

「今は、先生のことなんか考えないで」










　天海はまりなの首筋から鎖骨、胸へと唇を滑らせていく。

　穏やかな快感に、まりなは酔いしれたような、かすかにじれったそうな吐息で応えた。唇がやっと胸の膨らみに届き、最も感じるつぼみを舌で転がされ、歯先で軽く引っ張られる。

「ン、あ……ッ」

　ふっくらと濡れたまりなの唇が小さく開き、男の性感をかき立てるような喘ぎを漏らした。

　煽られた天海が、音をたててまりなのつぼみをしゃぶる。同時に、白い指がもう片方の膨らみの頂点で期待に頭をもたげていたつぼみを、強めに刺激する。

「ッはぁ、あぁ、ヤ……ッ」

　左右に異なる快感を与えられ、まりなは身をよじって甘い声をあげ続けた。

　まりなの感じやすさは、さらに天海を昂らせる。片手を下に伸ばし、確かめるようにまりなの秘花をまさぐった。

「あっダメッ！」

　思わず膝を閉じ合わせたまりなだったが、そこがしとどに濡れそぼっていることは天海に知られてしまった。

「感じやすいんだね……それに、頭がクラクラするような、いい匂いがする……」

　天海は濡れて糸を引く指先を口元に寄せ、酔ったような声で言うと、そこを舐める。

「……恥ずかしい……から、やめてください……私、初めてなのに、どうして……こんな……」

　一度指でイかされただけで、どうしてこんなに淫らな身体になってしまったのか、まりなにはまったくわからなかった。

「はじめて、なんだ？」

　天海が顔を赤らめて大声を出す。それから、より一層興奮してまりなにのしかかり、

「初めてを僕にくれてありがとう……大切にするよ、まりなさん！」

　もう一度強く抱きしめた。




　桜井に比べると細い、しかし弦を押さえるために堅いタコのできた天海の指先が、まりなの秘口を丁寧にほぐしていく。

　過敏な突起を素早くさすり、まりなの性感に火をつけてから、中指を埋める。少しずつ拡げるように円を描くと、まりなの奥から愛泉が溢れて天海の指を溶かすようだった。

「あぁ、あぁン、どうしよぉ、私、とまらない……っ」

　腰をヒクつかせて悶えるまりなに、

「いいんだよ、我慢しないで、思い切り感じて。……最高にいやらしくて素敵だよ、まりな！」

　そう答えて、天海は我慢できなくなったように、まりなの秘花に顔を伏せる。

　唇と舌で突起を執拗に嬲ってから、秘口に舌を差し入れて、愛泉を味わった。潤いを吸い出すように音をたてると、まりなのなめらかな下腹はピクンピクンと痙攣し、

「いやぁ、中、入ってるぅ！　あっあっ、吸わないで、感じちゃう……感じちゃうのぉ！」

　悦びの大きさを、舌足らずな濡れた声でほとばしらせた。

「まりな……まりな、僕はもう……！」

　天海はそう言うと、ほころびきった秘口に自分の肉剣をあてがった。そのままグッと力を込めると、まりなが息を呑む気配と同時に、蜜壷がキュンと締まる。柔らかく食い締めてくる部分に、強引に分け入っていくのは、天海の理性が飛ぶほどの快感だった。

　王子様然とした態度を捨て、性急に奥を目指す天海に、まりなは涙目で訴えた。

「……はくぅッ！　きつぃ……きついのぉッ！」

「ごっ、ごめん……っ！　ちょっとだけ、ちょっとだけガマンして……」

　息を荒げて謝りながらも、天海は腰を引こうとしない。そのかわりのように、ジリジリとまりなの処女泉を貫きながら、感じやすい突起の先端を優しく愛撫した。

　まりなは、下半身を倍に拡げられるような苦しさの中に、ポツンと点る小さな火のような悦びを感じた。

「ん……ッ？」

　天海が押すばかりでなく、やっと引き腰を使うようになると、悦びは大きくなっていった。

　指でかきたてられた時よりずっと重い、熱い、充実した快感が、秘口から全身にじわじわと広がってくる。

「……ん、ふゥ……ぅうん……」

「……まりな、よくなってきた？」

　まりなの腰を掴み、少しずつ大胆に揺らしながら、天海が言った。

「わ、かんな……い、けど……ちょっ……ッあ！　あ！」

　途中を小刻みに突かれ、まりなは思わずのけぞって熱い声をあげた。

「ココ感じるんだね……もっと快感に集中して……気持ちよくなって……」

　汗ばんだ天海は嬉しそうに微笑むと、まりなの弱点を繰り返し突き上げる。

（ヤだっ……天海さんも桜井先生と同じようなコト言ってる！　なんだか、二人に交互にされてるみたいで……き、気持ちよくて……おかしくなりそうっ！）

　実際は、ふくれあがる快感に声も出せず、ただヒイヒイと、まりなは喘ぎ続けていた。




　天海が火をつけた快楽を桜井が育て、淫らな羽をひらめかせるようになった蝶々を、二人に狩られているような気がする。

　天海に攻められ続けた秘口は、もうトロトロに蕩け、ねばつく愛泉をあふれさせていた。突かれるたびに腰が跳ね、意識が飛びそうなエクスタシーの予感が、まりなの声をかすれさせる。

「はぁっ、はヒィ、ひぃン……っ、もう、私……もうッ」

「イきそう？　イけるんだね、まりな！　いいよ……イッて……一緒に……！」

　天海が叫ぶように言って、動きを速める。パンパンと激しく音をたて、まりなと天海は深く深く繋がり合った。

「イ……あっあっあっ、イくっ!?　イくのッ……いっしょ、に……っ！」

　ガクガクと揺さぶられながら、まりなは絶頂を求め、無意識に自ら腰を突き上げる。その淫らな動きが天海の分身を絞り上げ、二人は同時にエクスタシーの頂に駆け上がっていた。




　充実したけだるさの中で天海と寄り添いながら、

（……今日のコトも、桜井先生にはきっと見透かされちゃう……そして、もっとエッチなことをされちゃうんだわ……）

　まりなの瞳が、小悪魔のようになまめかしく光った。

　それを見た天海が、不思議そうに瞳を覗きこんだ時には、まりなは、はにかみながらも満ち足りた表情に戻っていた。

　天海の心に一瞬、暗い不安が兆しかけた。だが、

「……もう一度、私をマノンにしてくれる？」

　蕩けるような誘惑の微笑みと一緒に、白くしなやかなまりなの腕が差し出されると、他のことは考えられなくなった。

　まりなは、ふたたび天海に組み敷かれながら、

（私は〝マノン〟……桜井先生も天海さんも、もう離してあげない……）

　心の奥で、底しれない欲情の蓋が開いていく感覚に、背中を震わせていた。





イケない野外愛～Ｓ系上司の言葉攻めＶＳチーズ職人の濃厚ミルク







　つやつやに磨かれた、重厚なカウンターを前にして、琴こと音ねは深い紫色をした甘いホットワインをちびちび舐めている。

　隣に座る須賀は、手入れの行き届いた長い指に赤ワインのグラスを挟み、洗練された仕草で口に運んでいた。




　琴音には、十五才も年上の須す賀がが、大人というより外国人のように見えた。短大を卒業して就職し、須賀の部署に配属され、デートを重ねるようになって一年以上経つけれど、洋画に登場するようなレストランやバーにエスコートされることに、未だに慣れなかった。

　おまけに、

「あ、このコはね、熟成タイプのチーズや、ボッタルガやキャビアは苦手なんだ。チョコとかナッツにしてくれないかな？」

　須賀の言葉に、オレンジ色の薄切りチーズのようなものをクラッカーに乗せ、客に差し出そうとしていたバーテンダーが、苦笑して頷く。

　琴音の食生活は、ママの得意なハンバーグやパスタと、ファーストフードやスイーツでできあがっていた。須賀のようなグルメが好む、香りのキツい珍味や、見知らぬ食材を使ったフランス料理は、いまだに食べられない。

　須賀はそんな琴音を子供扱いし、何かというとからかうのだった。

「須賀さんの意地悪！　いつもそんなことばかり言うんだから……」

　フルボディの赤ワインも飲めない琴音は、湯気をたてるグラスをカウンターに置いて拗ねた声を出す。

「悪い、悪い」

　須賀は琴音のふわふわした癖毛を撫でながら笑い、それから耳に口を寄せて、

「ボディはすっかり大人になったのに、琴音のお口がいつまでも子供のままなのが可愛いから、ついからかっちゃうんだよ」

　と言って、琴音の背中をゾクゾクさせた。




　仰向けにベッドに寝た須賀の指が、再び琴音の髪にからんでいる。が、今はからかう手つきではなく、耳の後ろからうなじまでを、淫らに愛撫するような触れ方だった。

「……っ、ンンッ……」

　うなじに鳥肌をたて、せつなそうに眉を寄せた琴音が、

（そんなコトされたら、お口に集中できないの！）

　須賀の顔を見上げて目で訴える。

　仕事中はオールバックにセットしている髪を額に乱した須賀は、欲情と快楽に濡れた目で琴音を見おろすと、

「ふふっ……琴音のその顔、エッチで可愛くて、たまらない……だから、いじめたくなっちゃうんだよ」

　そう言いながら琴音の顔を両手で掴み、大きく腰をせり出した。

　琴音の小さい唇一杯に、須賀の太く逞しい分身が潜り込み、喉の奥をノックする。

「……ふぐゥッ！　うぅん」

　琴音はついに涙を零しながら、それでも須賀に教わった通り、根元に手を添えて懸命に舌の付け根に力を込めて顔を回した。頬張った肉剣の脈動と、自分の心臓の鼓動が一つになり、全身にドクンドクンと響いて琴音の恥じらいを押し流していく。




（須賀さんのを含んでるだけで……アソコまでドクンドクンしちゃう！　私……こんなエッチな身体にされて……）

　琴音の心の声を聞いたように、須賀は上体を起こすと、須賀の股間にうずくまって奉仕を続ける琴音の胸元に手を伸ばした。愛撫を期待するようにぷっくりと立ちあがってしまった小さな尖りをつまみ、先端に爪をたててコリコリといじめる。

「ひぁあん！　やぅぅ……ッ」

　キュンとする快感に襲われ、琴音はお尻まで揺らめかせて悶絶した。須賀はさらに、片足を琴音の下半身に潜りこませ、すでにどうしようもなく濡れ、開ききっている秘園を足の指先で嬲った。

「はうぅ、はぁ、はぶぅ…」

　琴音は一瞬も我慢できず、はしたなく足を開いて須賀の足指に感じるポイントが当たるように、腰の位置をずらした。

「ほらほら琴音、お口がお留守になってるよ」

　過敏な蕾を足指に挟み、クチョクチョと音をたてて捏ね回しながら、須賀が切羽詰まった声をあげる。

「あはぁああ……あぇ、らえぇ…！」

　琴音は強引なエクスタシーの波に必死で抵抗しながら、須賀の快楽の証を吸い出そうと大きなストロークで顔を動かした。琴音の髪の毛を鷲掴む須賀の手にギュッと力が入り、テクニックを忘れた足指が琴音の秘唇に、グッと入り込む。

「んんぅー……ッ」

　二人の熱い喘ぎが重なりあい、絶頂に達した琴音の喉奥に、熱くどろりとしたものが勢いよく叩きつけられた。




　琴音の背中を、打って変わった冷静な仕草で撫でながら、

「そうだ、今度有休を取って旅行に行かないか？」

　須賀がそう言い出した。

「……ごほっ……りょ、旅行……？」

　男の精を飲み込むことはまだできず、琴音は力の入らなくなった唇からタラタラと白濁をこぼしながら咳き込んでいる。

　紅潮した頬に涙の跡を残し、潤んだ瞳を向けてくる琴音が、須賀の嗜虐心と支配欲をかきたてた。

「その顔を見てたら思い出した。僕の知人で、脱サラして牧場をやってる人がいてね。手作りの乳製品がけっこう評判らしいんだ。近くにプチホテルがあるから、一泊で遊びに行ってみないか？」

「……え、でも私、ミルクとかチーズとかあんまり好きじゃない……」

　腰が引けたような顔をする琴音の顔をタオルで拭ってやりながら、須賀は蛇が絡み付くような口調で言い募る。

「空気のいい牧場で、できたてのを食べたら好き嫌いもなくなるさ。少なくとも、僕の苦いのよりはずっと飲みやすいだろう？」

「……ヤだ……」

　須賀のからかいに、せっかくきれいになった顔をまた赤くして、琴音がそっぽを向いた。一見自由気ままな都会っ子だが、琴音には強引に迫られればイヤと言えない一面がある。もう一押しだ、と思いながら、須賀は快楽の火照りを残す琴音の肩を抱いた。

「……ね？　いいだろう。一晩中琴音とこうしていたいんだよ。行くって言わないと、このまま、おもらしするまでイカせちゃうぞ」

　琴音の細い身体は須賀の膝にしっかりと抱きかかえられ、さっき達したばかりの秘唇に迫る指先から逃れることができない。

　わずかな刺激にも悦びがあふれてしまいそうな身体をもてあまし、

「あンッ、ダメ……やっやあっ、ホントにおもらししちゃうぅ……行くっ……旅行、行くからゆるしてぇ……」

　琴音は淫らに弛みきった表情で、降伏の言葉を垂れ流しなら全身をくねらせた。




　同日に有給申請をすると、誤解を招くかもしれない。須賀にそう言い含められ、琴音は当日の朝、ドキドキしながら会社に病欠の連絡をした。

　電話を受けた先輩は、お大事に、と言ってから急に声をひそめ、

『今日、須賀課長も有給なんだけど、篠しの崎ざきさんと一緒にどこか行く……なんてこと、ないわよね』

　と囁いた。

　琴音は飛び上がるほどびっくりしたけれど、平静さを装って、

「え？　課長も今日お休みなんですか？　全然関係ないですよ、なんですかそれ」

　と、笑いまじりの声を絞り出す。すると、電話の向こうの声は少し心配そうに、

「ごめんね、変なこと言って。課長、五年前に離婚してるんだけど、最近再婚話が出ているから、最後のアバンチュールとか言って色んな部署の女の子に手を出してるらしいって噂を聞いたの。だから、勘ぐっちゃって」

　電話を切った後、琴音はしばらく動くことができなかった。

　結婚、という響きは、まだ二十一才の琴音にはピンとこなかったが、須賀とは恋人同士だと信じていた。会社や同僚に隠し続けているのは、社内恋愛が発覚すると部署移動や転勤を命じられる、と須賀に聞いていたからだ。

　須賀がバツイチなのは知っていたが、彼が琴音に声をかけてきたのは一年以上も前だ。最近になって、ということは、須賀の相手が琴音の他にもいるということなのだろうか。

　唇を噛んでスマホの画面を見おろす琴音の耳に、メールの着信音が飛び込んできた。最寄り駅まで迎えに来たよ、という須賀からのメッセージだ。

（須賀さんはステキだもの…再婚話が出るのも当然だし、大体、全部ただの噂じゃない…せっかくの旅行なのに、つまらないコト考えちゃダメ！）

　琴音はブルンと頭を振ってイヤな予感を振り払い、すぐ行くね、と返信を打ち込みながら家を飛び出した。




　三、四時間のドライブで、車はなだらかな緑の丘が続く田舎道に入った。

　須賀の知人が経営しているという『ファーム・モリーエ』は、未舗装の狭い道路のどん詰まりで、丸太を組んだゲートに乳牛をかたどった手製らしい看板をぶら下げていた。

「オーナーが森もり江えさんだから、名前をもじってるんだけど、モリーエっていうフランス料理の高級食材ともかけてるんだよ。グルメ志向の人間なら素通りできないようにね」

　須賀は気持ちよさそうに蘊蓄を語る。琴音には何の事だかわからないし、興味もなかった。

　車を降りると、爽やかな青草の香りに混じって、生臭い動物の匂いが琴音の鼻をつく。

「すぐに慣れるよ。お腹が空いたろう、とりあえず飯にしないか？」

　思わず顔をしかめる琴音のお尻をポンと叩くと、須賀は先に立ってレストランを兼ねているというログハウスに向かって行った。




　カントリー調の店内は放牧場に面した窓から、春の日差しがたっぷり入ってきていた。平日とあって客数は少ないが、どのテーブルからも、濃厚なチーズやハーブの香りが立ち昇っている。

　溜め息をつく琴音の前にも、熱々の一皿が置かれていた。

　採れたて野菜とハーブのサラダ。サフォークラムのゴルゴンゾーラソース仕立て。

　須賀のチョイスは、相変わらず琴音の好みと合わない。獣臭いレアステーキと、刺激の強いチーズの香りに、食欲が湧くどころかうんざりしてしまう。

（須賀さんて、優しくて素敵だけど、こういうところが自分勝手なのよね……）

　偏食で小食、どんな高級レストランでも、これキライ、の一言で皿を押しのけてしまう自分を棚にあげ、琴音は心の中でぼやいた。

　そこに、ワインを選びに行っていた須賀が戻ってきた。さっき挨拶した初老の牧場オーナーではない、若い男と一緒だった。

「琴音ちゃん、こちら森江さんのご長男で、冬とう馬ま君。裏の工房でチーズを造っておられるんだよ」

　琴音は座ったまま会釈しようとしてから、慌てて立ち上がった。

　白く長いエプロンに長靴姿の、百八十センチ以上ありそうな大男が、白い帽子を脱いで丁寧に腰を折ったからだ。

　七分刈りくらいの硬そうな髪に、がっしりした肩。須賀よりずっと太い頸が、肩の筋肉に半ば埋もれている。帽子を持つ手がクマのようにゴツく、二の腕も白いＴシャツの袖がはち切れそうに逞しい。

「はっ、初めまして！　えっとあの、篠崎、琴音です……お、お世話になります……」

「森江です。不便な所にようこそ。ウチのミルクとチーズを好きになってくれるといいんですけど……」

　冬馬は朴訥な口調で言うと、にっこり笑った。ゴツい印象が一気に少年ぽく変わる、はにかんだようないい笑顔だ。

　思わず満面の笑顔を返す琴音に、須賀が一瞬、蛇のような視線を絡みつかせた。




　香りのきついチーズや、ミルクが苦手。

　食事の大半を残す羽目になった琴音を、例によって須賀がからかうと、冬馬は笑いもせずに頷いて、

「そういうお客さんも多いです。今の日本ではまだ、趣味的に個性的な味を追求する方と、スライスチーズやお菓子だけで充分、という方に分かれてますから。よかったら、裏のチーズ工房をご覧になりませんか？」

　と、二人を誘った。

　工房と言っても、それは十坪ほどの小屋だった。けれどタイル張りの壁は清潔感に溢れ、生臭さもほとんど感じない。冬馬と同じ、帽子に長靴、白衣と手袋を装着させられた琴音は、ふだん気まぐれに食べたり食べなかったりしている乳製品が、どんなに細心の注意を払って造られているかを、垣間見た気がした。




　きびきびした動作で風呂釜のように大きな鍋の中身を混ぜたり、ガーゼに包んだ何かの堅さを調べていた冬馬が、小さなカップに盛ったアイスクリームのようなものを差し出し、

「これ、できたてのマスカルポーネというチーズなんですが、一口いかがですか？」

　一瞬、琴音は尻込みしたが、冬馬がさっきと同じ微笑みを浮かべていたので、誘われるようにカップを受け取ってしまう。添えられたスプーンでおそるおそるつつくと、ねっとりと柔らかな、ピーナツバターのような感触だ。思い切って一口含んだ琴音は、

「……え？　これ、チーズなの？　……美味しーい！」

　子供のような歓声をあげた。




　甘酸っぱい香りと、濃厚なのにするりと溶けていくデリケートな食感。琴音の好きな、コンビニのチーズケーキと似ているが、もっとずっと爽やかな、それでいてコクのある甘さ。甘さの正体は、金色のソースのようだ。

「アカシヤの蜂蜜はクセがなくて滑らかだから、そのままソース代わりになるんです」

　琴音が思わずソースだけ舐めると、冬馬が解説してくれる。琴音の反応を伺っていたらしい様子が妙に嬉しくて、琴音は目を輝かせて頷きながら、あっと言う間に平らげてしまった。須賀が、苦笑まじりで自分のカップも渡してくれた。

「……びっくりした……こんなチーズ初めて……ほんとに、すっごく美味しかったです！」

　子犬が跳ねるように背伸びして、弾んだ声を出す琴音を眩しそうに見おろし、

「フレッシュチーズといって、日持ちしないからコンビニとかで買えるものでもないんだけど、こういうのもあるんだ、と思うと、苦手なものでも一応試してみようか、っていう気になるでしょう？」

　と、またはにかむような笑みを浮かべた。

「……そう、ですよね……私、好き嫌いが多くて恥ずかしい……」

「でも、これから、色んな食べ物を好きになるチャンスが、いっぱいあるってことじゃないですか」

　須賀のように子供扱いしてからかうこともなく、冬馬は励ます口調で答える。その言葉に、琴音は目からうろこが落ちたような気がした。




　その時、須賀の携帯が鳴った。

　琴音と一緒の時は電話に出ないようにしている須賀が、着信画面を見ると慌てたように、

「すまない、出ないわけにはいかない得意先からだ。ちょっと失礼するよ」

　と、外に出て行った。

　残された琴音は、冬馬と二人きりになったことを意識して、どぎまぎしてしまう。冬馬も同じ気持ちらしく、

「リコッタチーズというのもいかがですか？」

　と、焦ったような仕草で後ろを振り向いた。その手元を覗き込もうとした琴音は、大きすぎる酪農作業用長靴の中で足を滑らせ、大きくよろめき、

「きゃっ！」

「あ、あぶない！」

　察して振り向いた冬馬の胸に飛び込む格好になってしまった。

「……あ……っ」

　弾力のある厚い胸と丸太のような腕に包まれた琴音は、初対面の男性と密着している、という恥ずかしさより、安心感をおぼえる。次の瞬間、琴音はその腕に強く抱きしめられていた。

　冬馬は思い詰めたような顔で身をかがめると、そのまま琴音に口づけた。

「……んッ……んぅ」

　冬馬の胸から立ち昇る、ミルクとチーズの香りが、今までのように生臭く感じられない。それどころか、温かく甘酸っぱい香りに誘惑されたように、琴音はいつしか唇を開き、荒々しくも情熱的な冬馬のキスに応えていた。

　身も心も蕩けかけた時、我に返った冬馬ががばっと身を離し、

「お……俺っ、あの、すいません！　チーズ美味しいって言ってくれたあなたが、あんまり可愛くて……こ、恋人と旅行に来てる人に、こんな……」

　大きな身体を縮こまらせ、俯いてたどたどしい言葉で謝り続ける。

　その姿を見ているうちに、琴音は抱擁とキスが終わってしまったことを残念に思う自分に気がついた。須賀はいつでも余裕綽々で、琴音を思い通りにしようとする。琴音は本当はいつも、自分は彼にとってペットのような存在ではないかと疑っていた。そんな須賀とは正反対の冬馬の誠実さに、心を打たれたのだ。

「……こいびと……なんかじゃ……ないのかも……」

　自分でもはっとするほど心細そうな声が出て、琴音はびっくりした。冬馬も、何事か察したような、気の毒そうな顔で琴音を見ていた。




　その夜、泊まったホテルで、須賀の巧みな愛撫を受けながらも、琴音はいつものように自我が溶け崩れるような快楽に浸れなかった。

　須賀の唇が、バストや臍や、その下の秘園をさまようと、冬馬の唇の感触を思い出してせつなくなってしまう。須賀は、そんな琴音の思いを知ってか知らずか、

「冬馬君と僕を比べてるんじゃないだろうね。あの牛みたいな男の子に、こんなことができると思ってるのかい？」

　そんなことを言いながら、琴音を組み敷いて強く浅く突き上げた。同時に、器用な指先で琴音の女芯の先をくすぐったり、突然きつくつねったりして、琴音を焦らし続ける。

「ぁああっ、イかせて……もぉ、イかせてぇっ！」

　すすり泣いて絶頂をねだりながら、琴音は心のどこかで、

（冬馬さんなら……あの人なら、こんなふうに意地悪く焦らしたり、しない……）

　そう心の中で呟いていた。




　翌日、上機嫌の須賀に連れられて、琴音はもう一度『ファーム・モリーエ』に行った。お土産を買うという名目だったけれど、昨夜、須賀の性技に悶え泣いた琴音を、冬馬に見せびらかしたかったのかもしれない。

　今日の冬馬は、エプロンに帽子ではなく、シャツにジーンズ姿で、工房の裏手に広がる放牧場にいた。大きな熊手で牧草をかき集める冬馬の向こうで、巨大な茶色の牛が草を食んでいる。濃い獣の匂いが、今朝は気にならなかった。

　なんとなく、冬馬に軽蔑されるのではないか、と不安になりながら柵に近づくと、冬馬は昨日と同じ笑顔を見せてくれた。それどころか眩しそうに頬を赤くしたので、琴音はホッとする。

「牧場のお仕事もされるんですね」

　琴音が言うと、

「チーズの収入は全体の一割もないんです。消毒や滅菌も大変だから、本当はチーズ専門でやりたいんだけど、家族経営で人手も足りないし」

　愚痴めいた言葉だが、冬馬が牛を見る目はとても誇らしそうだった。その横顔に見蕩れそうになっていた琴音の耳に、昨日と同じ須賀の携帯の着信音が聴こえる。

　振り返ると、こちらに向かっていた須賀が、また慌てた仕草で手を振りながら、身を翻して走って行くのが見えた。




　冬馬が熊手を置いて、柵の間際まで近づいてくる。琴音が目を伏せて口元だけで笑いながら、

「あの電話……多分、女の人。須賀さんの仕事関係の着信音、私、知ってるもの」

　そう呟いた瞬間、琴音の身体が、さっと持ち上げられた。

　冬馬が柵越しに琴音の両脇に腕を入れ、子犬のように抱き上げたのだ。

「!?　……！」

　そのまま冬馬に口づけられ、琴音は何がなんだかわからなくなってしまう。

「……そんな哀しい顔、しないで……」

　冬馬はそう囁きながら、琴音を放牧場に降ろすと再び唇を重ねた。昨日よりもっと情熱的なキスに、琴音の中の惨めな気分が押し流されていく。

　分厚く大きな掌で琴音の背中を撫で回し、肩に顔を埋めた冬馬に、

「ごめん、俺、諦めようとしたけど、諦めきれなくて……」

　苦しそうな声でそう言われると、須賀にじわじわと理性を融かされている時より、ずっと大胆で、舞い上がるような感覚に襲われた。

　琴音は喉を反らして両手を冬馬の首に回し、

「諦めないで……私、私も…もう、須賀さんに見られてもいいから……っ！」

　自分から、腕が回り切らないほど大きな身体にしがみついた。







　冬馬の節くれ立った太い指が、琴音のスカートの奥を、熱っぽく撫で回した。ブラウスの前を開き、胸元にキスを繰り返す熱心な冬馬の顔が、まるで子供のようで、琴音は喘ぎながらも微笑んでしまう。

　けれど、その指が下着の中に忍び入ってきたとたん、眉を寄せてせつなげな表情になった。

「はぅぅっ……あ……ン」

　琴音が今まで経験したこともないほど太く長い指が、秘唇を割る。昨夜、須賀にたっぷり慣らされたはずなのに、背筋がゾクゾクするほどの存在感だった。

　荒々しい農夫と、繊細な職人の表情が入れ替わるように、その指が琴音の泉の底を掻き回し、悦びの奔流を溢れさせる。

「アッ、すっ……ごぃ……私、あふれちゃって……は、恥ずかしい……っ」

　燦々と太陽が降り注ぐ昼前の牧場。さわやかな牧草と、牛やミルクの匂い。そんなものに包まれながら、声をあげて秘唇を蕩かしていくのは、琴音にとって生まれて初めての体験だった。羞恥心と、野性に返ったような解放感がごっちゃになり、琴音は全身が女芯になったような、強烈な快楽に溺れこんだ。

　冬馬はそんな琴音を愛しそうに見おろし、

「そんなことない。すごく可愛いよ。昨日よりずっと可愛くて、俺もうこんなに……」

　熱っぽく囁きながらジーパンの前を開き、埋め込んだ指の脇に、張りつめた自分のものを押し付けた。

　その大きさと熱さに、琴音は息を飲む。

（指だけでもこんなに凄いのに、こんな大きなもの……私、おかしくなっちゃうかも……）

　琴音は無意識に身を引きかけるけれど、立ったまま背中を柵に押し付けられていて、身動きもできない。




「大丈夫、力を抜いて、全部俺に預けて……」

　冬馬は琴音のためらいを察したのか、彼女がもう大好きになってしまった、あの笑顔を浮かべた。それから、腰を落とすと琴音の両腿を軽々と抱えあげ、下からゆっくりと入ってきた。

「はァあああー……ッ！」

　琴音の蜜泉は一杯に圧し広げられながら、とろとろと蜜を零して冬馬の欲棒を包みこんでいく。恐れていた痛みはなく、琴音の心と身体は熱く大きな冬馬の想いに満たされ、ひたすら悦びだけが溢れかえった。

　冬馬は、焦点が合わなくなるほどの快楽に溺れる琴音の瞳に煽られたように、大きく喉を鳴らす。琴音の両腕を自分の首に回させると、琴音のヒップがすっぽり隠れてしまうほど大きな両手でそこを鷲掴み、グッと持ち上げた。

　赤ん坊のように冬馬に抱きついたまま、高く抱えあげられて、琴音は一瞬羞恥心に目を見開いた。揺れる視界の先に、のんびり顔の牛が見えるのが信じられない。

「ひぁっ、あぁっ、そんな……あっ、あうぅ、はうゥッ！」

　しかし、そのまま激しく揺さぶられると、その瞳はすぐに淫らに蕩けてしまう。

　信じられないほど奥まで貫かれたかと思うと、大きく揺すりあげられ、一瞬虚ろにさえ感じる蜜泉の底を、ふたたび熱く激しくえぐられる。その繰り返しに、琴音の悦びは何度も爆発した。

「ッ、あ、私、イッてる……なんかいも、イッちゃってる……あぁぁあ止まらないのぉッ！」

「いいよ、何回でもイッて……俺も、俺ももうすぐ……！」

　荒い息を継ぎながら、冬馬も切羽詰まった声を出した。琴音を揺する腕はますます力強く、中を貫くものは熱く猛っていく。

　冬馬の腕と分身に天高く放り投げられ、琴音は今まで達したことのないエクスタシーの頂点に行き着いた。

「ふぁあ……っ、あっ、アーーーッ！」

　ほとんど同時に、冬馬が引き抜いたものが爆発し、愛液に濡れそぼつ琴音の内腿に熱い飛沫を散らした。




　それからしばらくして、須賀はようやく戻ってきた。ばつの悪そうな顔の須賀を迎える冬馬と琴音は、正反対に晴れやかな表情だった。

　短い間に心と身体を燃やし合ったことで、二人は楽しい秘密を共有するいたずらっ子のような、無邪気な気分になっている。須賀のように、こそこそ隠し事をしたり嘘をついたりしてまで守らなければならない見栄は、冬馬と琴音にはなかった。

「それじゃあ、お世話になりました。私、冬馬さんに、色んなことを試す勇気をもらいました。ほんとにありがとうございました！」

　琴音はそう言ってニッコリ笑った。

　そんな琴音を、なんだか取り残されたような顔をして須賀が伺っている。自分に従順なペットのように思っていた琴音が、さっぱりした大人っぽい表情を浮かべているのに、驚いたのかもしれない。

　冬馬もにっこり笑って、

「俺も、琴音さんに美味しいって言ってもらったおかげで、これからのチーズ造りに自信がつきましたよ。もっとびっくりするような新作を造るんで、またぜひ来てください」

　そう答えた。

「ええ。また、絶対来ます！」

　琴音はしっかり頷くと、須賀の先に立って駐車場に向かう。

　須賀と別れることになっても、この先誰とつきあうことになっても、自分は必ず、何度でも『ファーム・モリーエ』に来るだろう、と琴音は思った。





イケないＭ願望～セレブ彼氏のご奉仕ＶＳオタク系ご主人様の調教







　フットライトが灯るだけの暗い室内に、なまめかしいシルエットが浮かびあがっている。

「……んっ……あぁ、そこ……ぉ」

　ベッドに後ろ手をつき、大きくはないが形のいいバストを見せつけるように反らして、愛あ由ゆ美みはせつなげな声を漏らした。




　大きく開いた両腿の間にうずくまった桐夫は、そんな愛由美の裸身を、うっとりと見上げ、

「……感じてる愛由美ちゃん、すごくキレイだよ……」

　かすれ声で囁くと、ふたたび愛由美の秘所に顔を埋めた。

　熱い舌先が、愛由美の過敏な雌芯を突き、舐め、しゃぶる。

　同時に、ずんぐりした太い指が、さっきから期待の滴をあふれさせている愛由美の蜜壷を掻き回す。

　内壁全体が悦びにうねり、快楽の塊がお臍まで突き上げてくるようだ。

「くふぅ……っ、い、イイッ……桐夫、すっごく、上手になっ……んんっ！」

　愛由美は、クチュクチュと淫靡な音をたてる秘所を桐夫の顔に押し付けるように迫り出して、嬌声をあげ続けた。




　伊い豆ず原はら桐きり夫おとは、合コンで知り合った。

　一才年下の桐夫は、決してイケメンではない。長身の愛由美と背丈もあまり変わらない桐夫とつきあう気になったのは、彼があからさまな賞讃の眼差しを向けてきたからだ。

　中堅よりやや落ちる文具メーカーの企画営業職に就く愛由美は、よく言えば真面目な実力主義者。熾烈な競争社会で、企画から販売までこぎつけた新製品をヒットさせたことも、一度や二度ではない。だが、男性社員からは、勝ち気で男勝りな「おっかないお姉さん」と評されていた。

　きっちりセットした明るい色の髪と、理知的に整った愛由美のルックスも、社内では恋愛対象からはずされる理由だ。

　彼氏いない暦が五年を越えるあたりから、愛由美は人知れず焦っていた。二十八才で、まだ結婚に焦るわけではないけれど、生活の全てが『仕事』と『自分へのご褒美』になってしまうのは寂しすぎる。




　桐夫との出会いは、だから絶好のタイミングだったのだ。

　ルックスの通り、女性経験も少なく、気の利いたデートコースを選ぶこともできない桐夫だが、そんなことは重要ではなかった。愛由美の言うことには何でも感心し、持ち物やファッションのひとつひとつを、心から賞讃する目つきで褒めそやす。愛由美のプライドを、桐夫以上に満足させてくれる男は、今までいなかった。

　最初はぎこちなかった愛撫も、愛由美を歓ばせるためにこんなに上手になった。

　桐夫は今では、口技だけで、愛由美を二回も三回もイカせてくれる。




　今夜も、愛由美はすでに二回も悦びの頂点を極めていた。秘所はトロトロに蕩けながらも感覚が冴えわたり、ちょっと突かれただけでもたまらない疼きが全身を駆け巡るようになっていた。

　愛由美は物憂げに腕を伸ばし、飽くことなく奉仕を続ける桐夫の頭を撫でて、甘えるように言った。

「……桐夫ぉ……もう、許してあげる……来て、いいわよ……」

「あ、愛由美ちゃん！」

　弾かれたように、桐夫が涎まみれの顔をあげる。お預けを解かれた犬みたいに嬉しそうな表情で、愛由美の上に覆い被さってきた。

　受け止めた重い身体に微笑みで応え、愛由美は桐夫の肩に腕を回す。こんな時は、桐夫の重さまで愛しく感じてしまう。

　奉仕はすっかり巧みになったのに、自分が攻めに回るといつまでもぎこちない桐夫が、愛由美の蜜壷をもたもたとまさぐった。

「そうよ、そこ……来て、早く……っ」

　桐夫は、愛由美のおねだりに小刻みに頷きながら、分身に手を添えて一気に突き入れてきた。




「……アァンッ！」

　指とも舌とも違う、しっかり芯の通った重量感のある刺激に、愛由美は喉を反らして悦びの声をあげる。

　桐夫のものは、持ち主の体格と似たのか、ずんぐりして短い。ふつうなら物足りない、と感じそうだけれど、口技でイカされて過敏になった部分には、むしろちょうどよかった。

　桐夫がそのまま腰を使い始める。不器用な一本調子だが、勢いだけは素晴らしかった。奥を突くというより、グリグリと抉られ、愛由美は柔襞を限界まで広げられるような、怖いほどの快感に襲われる。

　男勝りなキャリアウーマンの仮面をはがされ、身も心も征服される被虐的な悦びに、愛由美は熱に浮かされたように喘ぎ続けた。

「ぁっあ、すごぉ……すごいっ、イイッ、桐夫ぉ……！」

「愛由美ちゃんの中、熱くてからみついてきて……たまんないよ！」

　桐夫は熱っぽい賛辞と一緒に腰を突き上げながら、精一杯身体を伸ばして愛由美に口づけた。舌をからめあい、手に触れるあらゆる部分を愛撫しあう貪欲な情交だった。

「アンッ、アッ……あぁもぉ、もぉお……っ」

　愛由美が眉を寄せ、悩ましげな表情で今夜一番激しいエクスタシーが迫っていることを訴える。

（あと一歩。この激しさで、もうちょっとだけ攻めてくれたら、凄い絶頂が、クる……）

「俺も、俺ももう……愛由美ちゃん、愛してるよっ！」

　ところが、あと一歩を耐えきれず、桐夫は達してしまった。

「……やぁっ、だめ、だめ……ッ！」

　愛由美の悲鳴を絶頂の声と勘違いしたのか、桐夫は満足そうな吐息をつくと、愛由美の上に身を伏せた。




　今はただ重たいだけの身体に腕を回したまま、愛由美はこっそり溜め息をついた。

　はっきり口に出して責めたことは一度もないけれど、桐夫はいつも最後の詰めが甘い。口や指では充分に愛してくれるけれど、愛由美が心底満足できるまで桐夫の肉剣が揮われたことはなかった。

（コレ以外は、不満のないカレシなんだけどな……）

　長続きしなかった何度かの恋愛で、悦びの頂点を味わってきただけに、愛由美の物足りなさは少しずつ膨らんでいくのだった。

　一方、すっかり情熱を吐き出し尽くしたらしい桐夫は、いつの間にか愛由美の隣に転がって、小さなイビキまでかいている。

　愛由美は、今度は遠慮のない大きな溜め息をついて、そっとベッドから起き上がった。

　寝る前に、ゴージャスなバスルームでシャワーを浴びることにした。




　翌朝、桐夫がいつも予約してくれる外国資本の一流ホテルから、愛由美はさっそうと出勤した。

　腕のいい会計士である桐夫の懐の暖かさも、愛由美にとっては大きな魅力のひとつだ。

「今日は、あいつと打ち合わせしなきゃいけないんだから、このくらいの贅沢は味わっておかないとね」

　愛由美は、本社のある街の中心部とは反対に向かう、ガラガラに空いた電車の中で、そう一人ごちる。

　目的地は、工場と研究開発室を兼ねた郊外の施設だった。

　指が疲れない特殊なゴム系素材をあしらったボールペンや、紙に対して常に一定の角度を保つシャープペンなど、最近のヒット商品を生み出してきた場所だ。その功績のほとんどを担いながら、いわゆる専門バカでいつまでもヒラの研究員に甘んじている同僚と、新しい企画について話し合う予定だった。




　愛由美はスーツから作業着に着替え、認証カードを首からぶら下げて、研究開発室に入る。

　同じ作業着姿の十名ほどが、こまごまとした部品の上にかがみ込んだり、パソコンの画面に映し出された設計図の前に頭を寄せ合って話し込んだりしている。

　愛由美は大きく息を吸い込むと、一番奥にポツンと座っている白衣の背中に声をかけた。

「おはよう、砂すな井い君。例の件だけど、大学の研究室との連繋はちゃんととれているの？」

　砂井は挨拶も返さず、のろのろと振り返った。




　まだ三十代前半だというのに、白髪の目立つぼさぼさの髪。洒落っけのない銀縁の眼鏡。作業着が常識の研究室で、一人だけ医者のような白衣を着ているだけでも、砂井の変人ぶりが見て取れる。

「だってアノ人達さあ、ヒラメキがないっていうか、教授先生の理論ばっか振りかざしてきて、話してても面白くもなんともないんですよ」

「子供みたいなこと言わないでよ。今度の新製品は、人間工学に基づいた設計、ってところが重要なんだから、大学とか教授の名前は不可欠なのよ」

　愛由美は抑えようもなく、けんか腰の口調になってしまう。

　いつも人を小馬鹿にしているような、それでいて妙な鋭さを持つ砂井の目が、愛由美は苦手だった。それなりにお洒落すれば、優秀な博士みたいに見えるはずなのに、とろんとした半眼と薄笑いしているような口元にもイライラさせられた。

　そんなわけで、砂井を前にすると、愛由美の肩にはつい、よけいな力が入ってしまうのだ。




（私が社内で、おっかないお姉さん、なんて言われてるのは、半分こいつのせいなんだから！）

　愛由美の心の声も知らず、砂井は試作品らしい筒状のパーツを二つ、左右の手に持って愛由美に見せた。砂井のアイデアを、愛由美がピックアップしてスタートした企画のものだ。

「こっちが俺の試作品で、こっちが教授先生の理論に則ったプロトタイプ。どう思う？」

　それは、軸にうねるような螺旋状の起伏を加えた、ユニークな形のペンの一部だった。箔付けのために大学の研究室と共同開発することになって、採用されたフォルムだ。手に負担をかけず、筆跡の強弱も自在につけられる、万年筆のようなボールペン。それが、元々の砂井のアイデアだった。




「……」

　愛由美は眉間に皺を寄せて、両方を見比べる。そして、こっそり息をのむ。

　砂井の試作品の方が、圧倒的に鋭利な存在感があり、しかもなまめかしいほどに、美しいのだ。

　その差は、螺旋の方向の違いによるものらしかった。加えて、砂井の試作品は、螺旋の形状に映えるマゼンタとイエローの鮮やかなマーブルカラーになっている。

「教授先生は、絶対に螺旋の向きを変えちゃいけないって言うんだけど、先生の論文をどう読み込んでも、そこは自由が利くとしか思えない。むしろ、こっちは左利きの人にも使いやすいというメリットがあるのに、ここから先に進まなくて……」

　砂井は、愛由美の眼差しが賞讃の色を浮かべているのを読み取り、へらへらした口調でそう言った。

　愛由美はまたカチンと来たけれど、砂井がそう言うのならその通りなのだろう。

　砂井のアイデア力と、複雑な理論や機能の要点を掴み、巧みにアレンジする知性は社内随一だった。




「……本当に、砂井君の試作品は、先生の論文と矛盾しないのね」

　不必要にきつくなりそうな声をどうにか冷静に保って、愛由美は念を押す。砂井はニヤリと笑って大きく頷いた。

「……愛由美サン、また俺のためにバトルってくれる？」

　砂井のアイデアを活かすため、生産ラインや予算の確保、さらに今回のように共同開発者を説得するのは、いつの間にか愛由美の役目になっていた。

「砂井君のためなんかじゃないわよ！　新製品のため！　確かにこっちの方が、ずっと……シャープでセクシーで……売れる、と思う」

　一度悔しそうに唇を噛んでから、少しうっとりしたような顔で試作品を眺める愛由美は、妙に色っぽかった。

　砂井は、おや、という顔つきで愛由美を見直したが、その時には愛由美はすでにさっさと立ち上がっていた。

「専門バカの代わりに交渉するのが企画営業の仕事だもの、しょうがないわ。どうせ特許申請もしてないんでしょ？　やっておくから、パテント詳細書類をメールで送っておいてよね」

　新製品の開発には、大げさにいえばネジひとつにも特許を取っておく必要があった。惜しげもなく貴重なアイデアを注ぎこむくせに、砂井はそれを競合相手から守ることには無頓着なのだ。

「はいはーい」

　砂井は指の長い手をひらひらと動かしただけで、愛由美に背中を向けてしまった。その背中に、聞こえよがしの溜め息を落としてから、愛由美は本社に向かった。




　数ヶ月後の土曜日。

　会社は休みなのに、愛由美はほとんど駆け足で研究室に飛び込んだ。

　事前に管理室に確かめておいた通り、そこにいるのは砂井一人だ。例によって机の前にかがみ込み、何か細かい工作をしているらしい。

「ちょっと砂井君！　早く書類を送ってって、何回言わせるの!?　研究室の奴らにアイデア取られちゃったらどうするのよ！」

　愛由美は、特許申請の書類をいつまでも送信してこない砂井に、とうとうしびれを切らしたのだ。

「……あー、ごめんごめん、愛由美サンのおかげで作業が進むようになったから、こっちに夢中になっちゃって……あれ？　今日はなんか、雰囲気が違いますねえ」

　ふだんはスーツにまとめ髪の愛由美だが、土曜日の夕方とあって、大きめのシャツとサブリナパンツに素足という、ラフな服装だった。

　剥き出しになったくるぶしが、やけに無防備な感じがして、砂井は密かに喉を鳴らした。

　砂井の視線にひるんだように、一瞬目を伏せてから、

「……そんなことどうでもいいの！　ほら、早く書類を開いて！」

　早口で急かしながら、砂井と机の間に身体を押し込むようにして、砂井のＰＣを立ち上げる。










　勝手知ったる他人のＰＣを操作する愛由美が、無意識に突き出すようにしているヒップが、砂井のすぐ目の前で揺れていた。

　どんなに精密な加工品より魅惑的な、生身の女性のパーツを久しぶりに見たような気がして、砂井は目を見開く。すると、ふだんのぼんやりした目つきが一変して、精悍な、やや危険な光を放った。

　砂井は口元だけで笑いながら、無造作に愛由美のヒップの膨らみに触れた。

「……きゃっ！　ちょっと、何するのよ、ふざけないで！」

　愛由美がうろたえた声をあげて振り返った。怒りより、驚きと困惑の混じった表情が、別人のように幼く、しかもどこか媚びるような艶を感じさせて、砂井の衝動をさらに煽る。

「……ふざけてる、のかな……？　俺今、けっこう真剣なつもりなんですけどねえ」

　砂井はからみつくような口調で言いながら、張りのある弾力に頬をくっつけ、より淫らな手つきで愛由美のお尻を撫で回した。




「バッ……バカなこと、言ってないで、やめなさいよ、バカっ……バカぁ……」

　愛由美は何故か、大声を出すことも砂井を突き離すこともできなかった。砂井の手が前に回り、シャツの中に侵入して脇腹やその上のバストに届いても、力の抜けたような声で責めることしかできない。

　シャツの隙間から、長く真っ直ぐに伸びる指と、熟練の技術者らしいきれいな爪が見えると、ドキンと心臓が高鳴った。

　それは、ワクワクするようなアイデアと、目の覚めるような工夫で、愛由美に新しい世界を見せてくれる、魔法使いの指だった。その指先に、愛由美はいつもほのかな憧れを抱いていたのだ。

（……そんなバカな……砂井君はいつも、のらりくらりと私を馬鹿にするような態度ばかりで、憧れ、なんて……あぁ、やめて！　触らないで！　身体の力が抜けていく……っ）




　愛由美は、いつもの勝ち気な様子が嘘のように、砂井の手に翻弄された。

　白衣姿の砂井は、椅子に座ったまま背後から愛由美の肌をまさぐり、指先で淫らに揉みほぐすような愛撫を加えてくる。

　癪に障る同僚にすぎなかったはずの男の、余裕綽々の仕草に、悔しいけれど感じてしまう。

「だ、ぁめ……ぇ、こんな、所で……っ」

「愛由美サンが大人しくしててくれれば、誰にもわかんないでしょ」

　霞む目で振り返ると、砂井が今まで見たこともない傲然とした表情で、愛由美を見つめていた。自分のモノを見る、怖くていやらしいご主人様のような目つきだった。

　愛由美はその目に縛られたように、一切の抵抗ができなくなる。




　砂井は器用な指先で、愛由美のサブリナパンツを、下着ごと膝下まで引き下ろしてしまった。

　剥き出しになった真っ白なヒップの双球を、指と舌先でからかうように突き、舐める。

「ひんッ！」

　強く歯を立てられた瞬間、目の奥に火花が散ったような気がして、愛由美はべそをかくような声を漏らした。

「……機械工作ばっかやってたから、女の人のお尻がこんなに可愛くて、素敵だなんて忘れてたなあ……愛由美サンのお陰でいいことを思い出したから、お礼させてくださいね」

　丁寧なのかぞんざいなのかわからない、相変わらずののんびりした口調で言いながら、砂井は何かを口に入れた。

　もう何十個目かになるはずの、ペンの試作品だ。

　両腕をガクガク震わせながら、なんとか姿勢を保つ愛由美の双球の間に、砂井の唾液に濡れそぼつそれが、躊躇いなく押し込まれた。




「ぃあァッ!?」

　大人の指より細いペン軸は、痛くはなかったけれど、凄まじい違和感と屈辱感に、愛由美は悲鳴をあげた。

（……お、お尻にッ!?　イヤ、ダメッ！　そんなとこっ！）

「……どう？　クネクネした形、たまらないでしょう？」

　砂井は声もなく硬直する愛由美のヒップをなだめるように揉みながら、すこしずつペン軸をねじ込んでいく。

「……ぁああ、ダメ、やめて、そんな、モノ……入れない、で……ッんあああっ！」

　今まで意識したこともない過敏な後花が、ジワジワと押し広げられる感覚。さほど苦しくはないのに、愛由美はまともに呼吸さえできなくなる。

　グリップに施された螺旋の起伏が、入り口の襞に絡み付き、抉り、そこを熱く火照らせるのだ。

「あれえ？　でも、愛由美サンのココは、このグリグリが気持ちイイって、きゅうきゅう吸い付いてきますよ？」

　砂井が、シャツをまくりあげられた愛由美の背中を舐めながら、意地悪く言う。

「……ほら、こっちにもお礼してあげたら、どうなるかな……？」

　そう続けながら、砂井は愛由美をうっとりさせる長い指を、前の花芯に触れさせた。




　後花への刺激で、すでに熱く潤っていた蜜壷に、砂井の中指が侵入する。背中側へ突き上げるように指が動く。愛由美の体内で、お尻を犯すモノと、砂井の指が擦れあって、総毛立つような妖しい感覚に襲われた。

　それを快楽と認めてしまったら、もう砂井から逃げられなくなるような気がした。

「んぁあぁあ……いやぁ、やめて、お願い、意地悪しないで、ゆる、許してぇ…」

　愛由美は力の入らなくなった唇から涎を零し、涙に潤む目で砂井を振り返りながら、必死で懇願する。

　けれど、容赦ないご主人様然とした愛撫は止まらず、前後から愛由美を犯す悦びの塊は、ますますその存在感を増していった。

「意地悪なんかじゃありませんよ、お礼って言ったでしょう……ねえ、気持ちイイんでしょう？　イイから、お尻、締めちゃうんでしょう？　言っちゃいなさいよ、楽になるから……」

　砂井の声は怖いほど甘く、その目には、愛由美の身も心も縛りつけるような情欲がみなぎっている。

　愛由美の中に眠っていた、征服される悦びが目覚め始め、

「……ィ……イイ……」

　溜め息のような言葉が口を突いて出た。

「お……っ、お尻、感じるッ……気持ちよくて、締め付けちゃうのぉッ！」

　我慢をやめた途端、露骨なよがり声が止まらなくなった。




「……ふふっ、素直な愛由美サン、可愛いですよ……頑張って締めてなさい、もっともっと気持ちよくなるから……」

　砂井は、幼い少女をあやすような口調で言うと、ペン軸を回しながらゆっくり抜き差しし始める。

「ひぅぅッ、あふぅ、イイッ、イイよぉぉ……」

　愛由美は、砂井の口調にふさわしい、舌足らずな言い方で悦びの大きさを訴える。

　砂井の言う通り、尾てい骨の方に力が入り引き締まった箇所を、強引に擦られるのは、頭がおかしくなりそうな快感だった。

　そこに、秘泉を掻き回す指の刺激が加わり、愛由美を快楽の奴隷に追い落としていく。

　愛由美はいつしか上体を机に突っ伏し、砂井の膝に腿を乗せて、淫らに腰を振りながら悦びに溺れていた。




　奔放に快楽を貪る愛由美の艶姿に、砂井の眼光が和らいで、愛しくてたまらないような表情になった。

　ズボンの中で怒張しきっていたモノを、ペン軸をくわえこんだ愛由美の後花にこすりつけ、

「可愛い愛由美サンは、指だけで満足できるのかな？　俺のコレ、欲しくないんですか？」

　砂井が首を伸ばして覗き込むと、愛由美は従順な快楽奴隷の横顔を見せて、

「欲し……い……砂井君が、欲しい……ッ」

　甘えるようにそう答えた。

　砂井はゾクゾクするような満足感を味わいながら、腰を浮かせて愛由美の耳に口をつけ、〝おねだり〟の言葉をささやいてやる。

　すると、グズグズに蕩けていた愛由美の目に、一瞬正気が戻った。下半身を完全に砂井に預け、前後を苛められるにまかせた恥ずかしい格好で、

「……イヤ……そんな、め、召し使いみたいなコト、言えるわけ、ない、じゃない……！」

　喘ぎに息を途切れさせながらも、愛由美は強情なことを言う。

　愛由美の気の強さと、時折かいま見せるどこか頼りなげな嗜虐心をそそる表情が、自分にとってどんなに魅力的だったか、砂井はやっと自覚していた。

　砂井はあっさりと指を引き抜く。それから、無意識に焦がれ続けていたものをやっと手に入れる歓びに目を細め、

「あ、そう？　それならずっとこのままでも、俺はかまわないんだけど？」

　いやらしく語尾を上げ、愛由美の最後のプライドを突き崩すための言葉を継ぐ。




　愛由美は、砂井の素っ気ない言葉に、ヒッと息を飲んだ。絶頂の手前で放り出されるのは、どんな拷問より辛かった。

（……本当に、私が言うまで、この人、いつまでだって待つつもりなんだ……）

　そう確信すると、自分が、熟しきって落ちるばかりの果実になったような気がした。

　堕ちて、砂井に捕らわれて、表面だけは今まで通りの関係に見せかけながら、危うい快楽の世界に溺れてゆくのだ。

（……それでもかまわない……今まで、私をこんな気持ちにさせた人は、砂井君だけなんだもの……）




　愛由美は目を閉じて、砂井の怒張にヒップの割れ目を擦りつけた。

「……ぁ、愛由美の、お尻、をッ！」

　後花に挿れられたペン軸がグリグリと動くたび、愛由美の声は鋭い快感に途切れてしまう。

「いじめながら……す、砂井君、の、カタいので、イ……ッ、イかせて……イかせてくださいぃ……」

　命じられた通りの陥落宣言を声にしただけで、愛由美の全身は火がついたように昂った。初めて知る被虐の快感に、愛由美は背中を震わせて喘いだ。

「よくできました……」

　愛由美と同じ、燃えるようなかすれ声で砂井が囁いた。




　それから、もうどこに触れられても感じてしまう愛由美のウエストに、砂井の手がかかる。

　机に強く押し付けられると同時に、砂井の分身が、後花の異物を押しのけるような勢いで入ってきた。

「くぁあーッ！」

　一気に奥まで貫かれる感覚に、愛由美は一瞬、軽く達した。

　桐夫よりずっと、長くて逞しい砂井の肉塊が、痺れるような快感を伴って、愛由美の中を激しく蹂躙する。

　指とは比べ物にならない質量が、お尻に挿入されたペン軸と揉み合い、擦れ合って、愛由美は立て続けにイキ続けた。

「ぁッ……ああっ、またイくっ、お尻イくっ、イ……ッ、くぅー……ッ！」




　豪華な食事とお酒の後で、桐夫と愛由美はいつものホテルに落ち着いていた。

　桐夫は、勝ち気さの中にしっとりした女らしさを見せるようになった愛由美を、眩しそうに見つめる。愛由美は最近ぐっと艶を増し、桐夫にとってはほとんど女神のような存在になっていた。

　見慣れたスーツではなく、身体の線に沿った薄いドレスが似合う愛由美は、そんな桐夫に艶然と微笑む。

「……ねえ、桐夫……今夜はちょっと、変わったコト、試してみない……？」

　砂井との愛戯を思い出している愛由美の目は、淫らな歓びに輝き、桐夫の魂を蕩かすようだった。








ＥＮＤ









　この作品は電子書籍「イケない」シリーズ（パブリッシングリンク）全10作を合本したものです。








イケない三角関係







発行　２０１９年６月21日

著者　鍬津ころ




イラスト　長谷川ゆう




表紙デザイン　吉田麻里以




発行所　株式会社パブリッシングリンク

　　　　〒１６０－０００４

　　　　東京都新宿区四谷３－11－29






※この作品の著作権は、著者に帰属しており、株式会社パブリッシングリンクが著者の許諾を得てお客様へ提供しているものです。

◎本電子書籍は、個人の閲覧の目的のためのみ、ファイルのダウンロードが許諾されています。複製・転送・譲渡は、禁止します。

© KORO KUWATSU 2019







item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		目次



		イケない女将修行～板前彼氏の指技ＶＳ官能小説家の温泉蜜筆



		イケない禁断残業～理系ドＳ上司の調教ＶＳ癒し系整体師の指技



		イケない女磨き～宅配ドライバーの直球愛ＶＳのぞき魔美少年の屈折愛



		イケない舌づかい～初彼の快感開発ＶＳ天才パティシエの悪魔の媚薬



		イケない撮影会～初恋彼氏の社内エッチＶＳ軟派カメラマンの言葉攻め



		イケない痴漢車両～正義の王子熱烈奉仕ＶＳ美声車掌とフェチ愛



		イケない休日出勤～元彼の超絶テクＶＳカフェ店長の休日レッスン



		イケない課外指導～王子系ヴァイオリニストＶＳ音大ちょい悪講師



		イケない野外愛～Ｓ系上司の言葉攻めＶＳチーズ職人の濃厚ミルク



		イケないＭ願望～セレブ彼氏のご奉仕ＶＳオタク系ご主人様の調教













Guide





		表紙



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/logo.jpg
o





item/image/titlepage.jpg
s
=

uonesnjji

O (¥

S5=






